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冒険者養成学校Ｄ組の挑戦
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　桜沢いづみ
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プロローグ

１狩り目　一匹狼と採集課題バカ

２狩り目　ダンボール組集合！

３狩り目　Ｄ組だってやればできる──危なくなったら逃げるけど

４狩り目　喫茶店騒乱

５狩り目　Ｄ組[image: VS.]Ａ組

６狩り目　Ｄ組の挑戦

エピローグ




　あとがき

　Ｄ組課題日誌──お風呂騒乱







　プロローグ







　採集課題──虹にじ色いろわらびを五つ納品

　エリア　──森林

　危険度　──Ｄ

　主な生息獣じゆう──ヴィンクルボア







「なー楓かえでさんや」

「な、何？　っていうか、普ふ段だんそんな呼び方してないよね？」

　鬱うつ蒼そうと草木が茂しげる森の中、オレとクラスメイトで親友の紅太はお互たがい目を合わさず、というか目の前の状じよう況きようから目を反らせずに会話を続けた。

「俺、ちょっと虫の知らせがあったんで帰るわ。あとよろし……」

「待って待って！　なに？　虫の知らせで帰るって！　意味がわからない！　噓うそつくなら、もうちょっとマシな噓をついて！」

「あーもっとマシな噓か、そうだな……」

　二本の黒い角が特とく徴ちよう的なヘルムの下で紅太は真しん剣けんに帰るための噓を考え始める。

「つーかそもそも噓つくな！　大体これ、どうやっても無事に帰れるわけないでしょう！」

「いやアイツ等だってきっと事情を察してだな……」

「モンスター相手に事情もクソもないから！」

　そう、オレたちの前には頭に立派な角を生やした猪いのししのようなモンスターの群れ。

　これでサイズがオレ達より小さければ、まだ勝機はあったんだろうけども……

　サイズがどいつもこいつもオレたちの二倍くらい。

　一体何を食って育ったんですかと問いたい。本当に草食動物ですかと問いたい。

　オレたちは採集課題の虹色わらびを探しにきただけなのに何故なぜこんな目に。

　と、自分の不幸を呪のろう。

「よっしゃ、いい考えがある！」

　不意に声を上げた親友。

「えーっとそれはどんな考えなの？」

「プランＡじゃ！　今までありがとよ楓！　一いつ緒しよにいて楽しかったぜ！　俺、お前の分も精せい一いつ杯ぱい生きるからな！」

「うわっ、友達を置いて逃にげる気なの？　見損なったよ、紅太」

「んだよ、じゃあお前はプランＢを遂すい行こうするんだ」

「……ちなみにそれはどんなプランなの？」

「えーっと、まず俺がこの場を離はなれるだろ？」

「かんっぜんにプランＡとかぶってるよね！」

「んなこたねーって！　いいから聞け！　俺が離れたのを機に楓は一人戦い、そして死……」

「死ぬとか言ったらぶっとばすから」

「冗じよう談だん！　冗談だから拳こぶし握にぎんなって！」

　なんてギャーギャーやっていると、一いつ斉せいに猪たちが前足で地面をザッザッと蹴けり始める。

「あ、やべぇやべぇ」

　珍めずらしく紅太が真ま面じ目めな顔をした。

　っていうかこれは血の気が引いてるのか？　顔色が青い。

「あー……発射五秒前って感じだね」

「いや、二秒前だな、今日の夕飯賭かけても」

　そう紅太が言った瞬しゆん間かんだった。

　鳴なり響ひびく地じ響ひびき。と、二人分の悲鳴。




「「ぎぃやああああああああああああああああ!!」」




　オレたちはどちらからともなく走り出す。全力で。

「楓さんや！」

「な、なに紅太！」

「引きつけてはくれねぇか！　ほら、お前が欲しがってた俺のサインやるからよっ！」

「いらないっ！　紅太のサインなんて！　大体オレに引きつけるなんてできると思う!?」

「いやいや案外できんじゃね!?　やってみよう、さぁやってみよう！」

「少しでも引きつけた瞬間に轢ひかれるから！」

「頼たのむ！　俺のサインを……」

「だからいらないって！　つーか紅太、オレより強いじゃん！　一いち撃げきで倒たおせるんじゃないの!?」

「はっ!?　俺超ちようよえぇし！　だいたい数が多すぎっから！　できて二、三体が限界だから！　っつーわけで頼んだ楓！　俺とお前の仲だろ！」

「オレも紅太の友達だ！」

「な、ふざけんな！　俺はお前の友達じゃねぇ！」

「なんだとぉおお!!」

「俺達はさ……親友、だろ？」

　そう言ってぐっと親指を立ていい笑顔。キラーンって音が聞こえてきそう。

「……紅太」

「……楓」

　不意にドォオオオオン！　とデカイ音が一つ。

　脚あしを取られたらしい猪がオレたちの真横にあった大木に突とつ撃げきしていた。

「「いぃやぁあああああああああああああああ!!」」

「そういうわけだから！　頼んだぜ楓！　つかお前、弱いとか言ってるけど、やってみたら案外いい線いくんじゃね？　さぁ勇気を出して！　ファイト！」

「無理無理無理無理！」

「あ、なんか俺、楓の戦う姿が見たくなってきたなぁ！　いやぁきっと惚ほれると思うぜ！　マジで！　惚れちゃってもいいっすか？」

「断る！　っていうか、今そんなこと言ってる場合じゃないじゃんか！」

「いやほら！　俺どっちでもいけるタイプだから！　お前結構いいお尻しりしてるよな！」

「キモイ！　学校に戻もどれたらお前との付き合い方を見直すからな！」

　くだらないことを言い合っている内にどんどん猪が迫せまってくる。

　うぉおおおお、轢かれてたまるかぁああああああああ！

「あ」

　オレの後ろからついて走ってきていた紅太の短い言葉。

　振ふり返かえったそこには木に足を取られ、宙に浮うく親友の姿。

　その瞬間、一気に世界がスローになった。

　がっ！　と摑つかまれるオレの足。

　バランスを崩くずして世界が斜ななめになる。

「紅太のバカぁあああああああ！」




　こうしてオレたちは課題を失敗した。







　１狩り目　一匹狼と採集課題バカ







「諸君！　まずは入学おめでとう！　私が学長のジクムントだ！」




　季節は穏おだやかな花の季、課題を終え静かな並木道を歩いていたオレたちの耳に学長のバカでかい声が届いた。

「なぁ楓さんや」

「だからなんでそんな呼び方なの？」

　隣となりを歩く黒くろ衣ごろもに黒くろ袴ばかま、そして白い陣じん羽ば織おりという装備に身を包んだ親友が口を開いた。黒くろ髪かみ短たん髪ぱつに引ひき締しまった顔立ち。

　なんだろう、いつみても狐きつねっぽい気がする。

　体型は細身の長身、パッと見には華きや奢しやなのに主武器は身みの丈たけよりも大きな戦せん斧ふだ。

　そんなクラスメイトにして親友、倭わの村出身の大和やまと紅太はこの並木道に隣りん接せつする学園都市の中央『校庭広場』の方を指差していた。

「あそこ見てみ、新入生が集まってるぞ」

　どうやらオレの質問には答えてくれないらしい。まぁいいけどさ。

「んー？　どれどれ？」

　指を指された方向は都市の東側、コの字型に並ぶ三棟むねの赤レンガでできた校舎に挟はさまれた校庭。

「おぉホントだ」

　そこにはズラッと規則正しく並んだ生徒達の姿。

　そうか、あれがオレたちの後こう輩はいになるのか。そのうち行事なんかで関わったりすることもあるのかな？

　そんな生徒たちに向かってムキムキな学長が叫さけんでいるところだった。

「諸君らは今日より親元を離れ、立派なフェルダー（冒ぼう険けん者）となるために！　我が校で三年という月日を過ごしてもらうこととなる！　聖域という人じん智ちの及およばぬ自然に棲まうモンスターと戦うハンター、聖域からの恵めぐみを町や村に届ける商人、モンスターや聖域から得た素材で武器や鎧よろいを作る鍛冶かじ師、そして聖域から力を借りて奇き蹟せきを起こす祈き禱とう師、諸君らの目指すフェルダーは大別するとこの四種類だ！　諸君らは自らの目指すフェルダーになるため、我が校にて狩しゆ猟りよう科、商業科、装そう飾しよく科、祈禱科に分かれて鍛たん錬れんに励はげんでもらいたいと思う！　我が校には聖域に関する依い頼らいが多く来る、そのうち諸君らでも可能な依頼を課題としてこなしてもらうこととなる！　聖域では常に危険がつきものである！　時には苦しいこともあるだろう！」

　学長の言葉を聞き、うんうんと頷うなずきながら口を開く紅太。

「マジ危険だらけ、角の生えた猪いのししに襲おそわれたりよ」

「コケたと思ったら崖がけから落っこちたもんねぇ、死ぬかと思ったよ」

　まぁそのおかげで奴やつらはオレたちを見失い、なんとか無事に帰って来られたんだけども。

　当然オレたちの会話なんて気づくはずもない学長は続ける。

「時にはくじけそうなこともあるだろう！　だがしかし！　そんな時こそ、自らを奮い立たせ！　是ぜ非ひとも立派なフェルダーを目指してもらいたい！　そう！　この私のように！　ふんっ！」

　絶ぜつ叫きように近い大声でそう自画自賛した学長は着ていた学校指定の鉄製ボディーアーマーを脱ぬぎ捨すてると、肉体美を見せつけるようにあれやこれやとポージングを取り始めた。

「だってよ楓かえで。ちょっち俺奮起してみるわ」

「いや紅太奮起って別に脱ぐ必要は……まぁいいや」

　止めるよりも早く陣羽織と衣、それに肌はだ着ぎのシャツを素早くその場に脱ぎ捨てる親友。

「ふんっ……！　どうよ！　俺の奮起（ポージング）！」

　そんななまっ白ちろい身体からだでポーズを取られてもなぁ。

　体の至るところに傷きず跡あとあるし、まぁそれはオレもだからなんとも言えないか。

　どことなく目がキラキラしてるから、あれ絶対ツッコミ待ちだよ。

　よし、めんどくさいので無視するとしよう。

「なんだかんだもう一年か。早いなぁ」

「あれ？　なんか無視しようとしてね？　ねぇ」

「つい先日までは凍こごえるような毎日だったのが噓うそみたいだなぁ」

「あ、これ無視ってやつだわ」

　暖かな日の光、色づく草花、顔を出した小動物。

　もうすっかり花の季を迎むかえたらしい。

　モンスターの研究者になりたいと思いハンターを志し、この学長の名前と同じ『ジクムント』という学園都市に来てから二度目の花の季。

　そりゃー感かん慨がい深ぶかくもなる。

「あ、あの楓さん？　暖かくなってきたっても、まだ風は冷たいんですよ？　友人を半はん裸らのまま放置していいと」

「あぁ母さんは何してるかなー」

　オレの故郷は……あっちの方だな。

　別に見えたりはしないんだけど、ついその方角に目をやってしまう。

　が、当然見えるのは木々の向こうにある背の高い壁かべ。街全体を囲うレンガ造りの壁。

　あの壁の向こうには広大な草原が広がっていて、一番近い村まで半日はかかるだろう。

　オレの村となるとさらに四日は必要だ。

「そうか！　俺のポージングがまだまだってことなんだな！　いいだろう！　このポージングならどう……」

「いやぁ元気にしてるかなぁ、村のみんなは！」

「くっ……オーケイ楓、お前でも無視できないことをすればいいわけだ……見ろ！　俺は今からパンツまで脱ぐぞ！　いいのか！」

　ちらっと紅太の方を見ると本当にパンツに手をかけていた。

　いいのか！　って、逆に紅太はそれでいいのかと言いたい。

　でもまぁ紅太なら本当に脱ぎかねないよなぁ。一いつ緒しよにいたらオレまで変人扱あつかいだよ。となれば……

「さて、さっさと課題結果を報告に行かなくちゃ」

「え？　マジで？　ちょ、ちょっと待って楓さまぁあああ！」

　後ろから聞こえる友人の叫び声ごえを聞きながら、オレはスタスタと歩き始めるのだった。







　広く五十人くらいなら余よ裕ゆうで入りそうな教室。『生徒支し援えん課』。

　学校の事務をすべて行ってくれる場所。クラス分けや課題の発注までなんでもやってくれる。

　そんな支援課の教室を真ん中で仕切るように置かれた長机が五つ。

　それぞれの机には受付と書かれた立札と学校側のお姉さんが一人ずつ座っている。

　お姉さんたちの背後にある窓からは穏やかな光が差し込んでいて、レンガと木で作られた校舎の一室にしては明るい雰ふん囲い気きに包まれていた。

　そんな雰囲気のせいか、他の受付は楽しそうに談笑なんか交えながら手続きをしていらっしゃる。

　時々笑い声なんか聞こえる始末だ。

　隣のＣ組受付だってすっごく楽しそう。

「お姉さん、課題終えてきました！　これで俺も来年度からは晴れてＢ組昇しよう進しんっすよね！」

「えぇ、今回得た課題報ほう酬しゆうの単位が結構ありますから！　順位も大おお幅はばアップでクラス昇しよう進しん間ま違ちがいなしですわ！」

「いよっしゃあ！　生活費に使う単位削けずって貯めた甲か斐いがあったぁああ！」

　そうなんだよなぁ、なぜか単位＝通貨なんだよなぁ、この学校。

　おかげでオレや紅太みたいな課題をよく失敗する連中は質素な暮らしをしている。

「あのー僕って今何位くらいですかね？」

　お？　さらにその隣はＢ組か。やっぱり他の方々同様楽しそうなご様子。

「現時点、貴方あなたはＢ組上位。よく一年間頑がん張ばりました。来年度からは三年生です。クラス替がえの機会は二回、貴方なら努力次第ではＡ組も見えてくるでしょう。三学期までにＡ組に上がることができれば」

「卒業試験を必ず受けられるんですよね？　やってやりますよ、僕！」

　あぁ、Ａ組かＳ組じゃないと、卒業試験を受けるための試験を受けるというまどろっこしい事になるんだっけ？

　まだオレは一年余裕があるけど、どうなるだろう？　所持単位で順位と、そしてクラスが決まるこの学校では今のオレじゃ卒業なんか夢のまた夢だ。

「ふふ、その意気です。来年度も応おう援えんしていますから頑張ってくださいね」

　クールなＢ組受付のお姉さんはそう言って優しく微笑ほほえんだ。

　ポーッとそんな周りの様子を眺ながめて、しみじみ思う。




　いいなぁ、平和そうで。正直羨うらやましい。




　ボーッとそんな他所よその受付を眺めていると不意に大きな音が鳴なり響ひびいた。

　──バンッ！

　ぬぉ!?　何事!?

　不意に響いた机を叩たたく音に思わず身体が小さく跳はねる。

「聞いていますか？　リュディガーさん」

　そして呼ばれるオレのラストネーム。

　ちなみに楓・リュディガーってのがフルネーム。

「い、イエッサー……」

　思わず身み震ぶるいしながら答える。
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　いやほんと、一番左ひだり端はし『受付Ｄ』と書かれたここだけは他と空気が違ちがいすぎると思うんだ。

　なんというか、ここだけ季節がまだ寒の季なんじゃないかと錯さつ覚かくしそうになる。

　そんな張はり詰つめた空気の受付Ｄで、オレと紅太は眉まゆをピクピクと動かす受付のお姉さんの正面に緊きん張ちようしながら立っていた。

　開け放たれた窓から吹ふき込む場ば違ちがいな暖かい風に、お姉さんの長く綺き麗れいな亜あ麻ま色いろの髪かみが揺ゆれる。

　もうね、お姉さんの殺気が洒落しやれになってません。あの髪たぶん風で揺れてるというより、お姉さんの殺気で揺れてる。参った、本当に参った。

　このヤバそうな雰囲気に臆おくした紅太がぼそぼそと小声で話しかけてくる。

『おい楓、お姉さん怒おこってっぞ、どうすんだこれ』

『そりゃ怒るよ。採集課題すらこなせないとか前代未聞じゃない？』

『俺、もう一回失敗しましたって言う勇気ねぇわ、あとは頼たのんだ楓』

『やだよ、失敗したのは紅太がコケたからじゃんか。そもそも無理やりついてきたのも紅太だし』

『おま、人のせいにすんじゃねぇよ、あんな猪いのしし倒たおせばいいのに剣けんを抜ぬかなかったのは楓じゃねぇか』

『だからオレの弱さは紅太が一番よく知ってるだろう？　狩かりができないから、普ふ段だん採集課題をしてるわけだし。だいたい紅太も倒たおす気なかったじゃんか』

『あれはお前が逃にげるから釣つられてに決まってんだろ。ったく楓がへにゃちん野や郎ろうだったばっかりに……』

『うっさい、紅太の方がへにゃちんだろ』

「違う！　そりゃこじんまりとした慎つつましやかな愚ぐ息そくですが！　それでも硬かたさには自信がありますぅ！」

「何叫さけんでんの!?」

「何ってそりゃナニだろうが！　お前もついてんだろ！　チン『バキィイイッ』」

　飛び散ちる木片、舞まう書類、跳ね上がった受付の立札。

　お姉さんの怒いかりの一いち撃げきによって長机が真っ二つにへし折れた。

　いや折れたというよりも、砕くだけ散ったって言った方が正しい気がする。

「お黙だまりなさい、ガキども」

「「は、はいっ……！」」

　オレたちは思わず肩かたを抱だき合あいながらお姉さんから少し遠ざかるように後ずさり。

「アナタたち、ここを出る時なんとおっしゃいましたか？」

　ここを出るとき……って課題を受けて出発する前だよな、あの時たしか……

「お、オレはこんな課題余裕です……って」

「俺はたしか『俺、この戦いが終わったらお姉さんと結けつ婚こんするんだ』って」

　そういやそんなこと言ってたな、紅太の奴やつ。

「私はそんな貴方たちに対して『油断は禁物です。採集課題とはいえ気を抜かぬよう。気をつけなさい』と優しい言葉をかけたにもかかわらず、貴方がたはなんと答えましたか？」

「……『これくらい余裕ですよ！　もうこれクリアーして明日あしたからＡ組ですよ！』と、オレは言いました」

「……『俺の心配をしてくれてるのかい？　ハニー。心配には及およばないよ。俺、君のためにも無事に帰ってくるから』と、言いました」

「よくもまぁそんなことが言えましたね、このクズどもが」

　あ、お姉さんの表情が超ちよう笑顔になった。暴言を吐はきながら。

　やべぇ、絶対ただじゃすまない。

　ここは謝っておくべきな気がする。

　紅太はどうせ反省してないだろうし、ここはオレが……

「えー……その件については大変も……」

「それで？　あれだけの自信を持って臨んだ課題です。当然クリアーしたんですよね？　この学校で生活するのに大切な単位は貯められるのですよね？」

「いやその……」

「もしかしたら知らないかもしれないので、説明してあげますと我がジクムントでは単位ですべてが決まります。一学期毎に行われるクラス分けと寮りようの割わり振ふり、生活する通貨の代わりにもなります」

「も、もちろん知っていますとも」

「ではこの単位を稼かせぐ方法も知っていますよね？」

「それももちろん知ってます。座学で毎学期の終わりに20単位。それとは別に課題をこなして単位が稼げます」

「そうです。難しい課題であればあるほど、たくさんの単位が得られます。このジクムントでは座学なんておまけでメインはこの課題です。日々の生活費から卒業するために必要な単位まですべて課題で補わなくてはなりません。そのために座学は半日しかなく、残り半日を課題に当てられるような時間割になっているのです」

　まぁ実際今日もそんな感じだったわけで。

「さて、リュディガーさん。貴方はＡ組に入るとおっしゃいました。Ａ組に入るには、各学期の最終日、つまり一年目が終わる今日の日にち没ぼつまでに所持単位ランキング１５０名中31～60位以内に入る必要があります。底辺であるＤ組のアナタが入るというのですから当然先ほどの課題はクリアーしていて、しかも私の知らないうちに昇しよう格かくできるだけの単位を稼いでいなくてはならないということです」

「うっ……だから、その」

「この私に！　珍めずらしくアナタたちクズの心配をしてあげたこの私に！　あんなことを言って去っていったんですよ？　まさか失敗して保証単位を払はらったりしないですよね？　堂々と課題をこなし集めた単位を見せていただけるんですよね？　ねー？　リュディガーさん？」

　ぐっ……完全にお怒りになられていらっしゃる。

　しかもなぜかオレをピンポイント攻こう撃げき……！　よもやこんなことになるなんて……！

「では、もう一度報告をお願いします。当然クリアーしているんでしょうから、大きな声でお聞かせください。さぁどうぞ」

『頼んだぜ、楓かえで』

　またも小声で話しかけてくる紅太。

『マジで？　なんかもう嫌いやな予感しか「早くなさい！　このクズが！」』

「りょ、了りよう解かいです！」

　こ、こうなったらさっさと報告を済ませて逃げ去さろう！

　素早く腰こしにつけたウエストポーチから生徒手帳を取り出し、課題履り歴れきと書かれているページを眺める。このページは聖域の入口にあるウェイポイントというところに常じよう駐ちゆうしている教官が記入してくれるページで、課題の成否や聖域から持ち帰ったモノなどが分かるようになっている。

　そしてそのページを見て、お姉さんたちは単位のやり取りをしてくれるというわけだ。

　当然、さっき行った課題の上には『失敗』のハンコが押されていた。

　見せるしかないよなぁ……

　覚かく悟ごを決めてお姉さんにそのページを見せた。

「何やっているんですか？　私は胸を張って言えますよね？　と聞いたんですよ？　こんなページを見せられても困ります」

「えーっと、それはその……」

「大きな声で言ってください？　あ、そうだ。ついでに現在の単位数と順位も言ってください。何も恥はじることはないのですから、Ａ組なら」

　なんという羞しゆう恥ちプレイ！

　とはいえ、このまま黙っていたらお姉さんの逆げき鱗りんに触ふれることとなる。

　うん、それはマズイ。非常にマズイ。

　というわけでだ……

　オレは自分の生徒手帳に視線を落とす。

　そのページには発光色の赤いインクで単位と順位が書かれている。

　ちなみにこれは学校側の人が持っている特別な羽ペンでないと上書きできない仕様。奇き蹟せきを使って作られた羽ペンだとかなんとか。

　えーっと？　順位は……あったあった。

「８単位、１４９位で、採集課題を失敗しました」

「……今なんて？」

「いやだから８単位の１４９位、課題は失敗です」

「もっと大きな声で言っていただけませんと聞こえません」

「なっ……！」

「さぁ、もっと大きな声でおっしゃってください、リュディガーさんの成績と成果を」

「ぐっ……」

　どんだけドＳなんだこのお姉さん……っ！

「アハハハハハ！　おまっ！　１４９位って！　アハハハハハハ！」

　……こいつ、これでも親友か？

　ぶっちゃけ言わずに帰りたいけど、おそらく言わない限りお姉さんはこの先受付をしてくれないだろう。

　ここはお姉さんに従うしかないのか……

　お姉さんに見放されて退学したとかいう噂うわさも聞いたことあるしなぁ……くそぉ……

「は、８単位……！　１４９位……課題は失敗ですっ」

「聞こえませんねー、そんな小さな声じゃ」

「ううっ、８単位！　１４９位ですっ！　課題は失敗しました！」

「まだまだ！　聞こえませんよ！　もっと声を張り上げなさい！　負け犬のように！　キャンキャンと！」

「ぬぉおお！　採集課題は失敗！　所持単位は８単位の１４９位！　ぶっちゃけおそらく最低クラスです！」

「１４９!?　あれだけの啖たん呵かを切っておきながら１４９位！　恥ずかしくないんですか!?　アナタみたいな人がハンターを目指しているというのですか？　笑っちゃいます」

「すいませんでしたぁ！」

「ほら言ってご覧なさい？　私はＡ組に入ると啖呵を切った身の程知らずです、と。大きな声で、そこに跪ひざまずきながら！　ほら、言いなさい！　ほら！」

　お姉さんの有無を言わせぬ迫はく力りよくに、すかさず土下座の体勢を取るオレ。

「私は！　Ａ組に入ると啖呵を切った身の程知らずです！　っていうかもう許してください！　すいませんでしたぁあああ！」

　恥はーずかしいいいい！

　周りの人めっちゃ見てる！　めっちゃ見られてる！

　土下座するオレを見たお姉さんはスクっと立ち上がり長机の残ざん骸がいを華か麗れいに飛とび越こえ、オレの背中の上に腰を下ろした。

　背中に押し付けられるふにっとした柔やわらかい感かん触しよく。

　結構お尻しり大きいんですね、とか言ったら確実に殺されるから黙っておこう。

「いい姿ですね、リュディガーさん。こんな場所でこんな姿を晒さらすだなんて恥ずかしくないんですか？　もうこれからは一生私に歯向かわないと誓ちかいなさい」

「この無能で卑いやしい私はもう二度と貴方あなた様に歯向かいませんんんっ！」

「よろしい」

　お姉さんがそれはそれは楽しそうに笑った。ような気がした。

　正直この体勢じゃ表情がわからない。今オレにわかるのは、お姉さんお尻大きいというただその一点のみ。

　そんな屈くつ辱じよく的なポーズを取るオレの顔を覗のぞき込むように紅太が屈かがみ込んできた。

「なんとまぁ羨うらやましいことを……」

「そんなに羨ましいなら変わってあげるよ、紅太」

「マジか！　よっしゃ！　喜んで変わってやるぜ！」

　あれ？　こいつマジで喜んでるぞ？

「それで？　大和やまとさん、貴方は今何位なのですか？　私を嫁よめにとるつもりなら、それ相応の成績なのですよね？　それともまさか、雑魚ざこの分際で私を口説いていたのですか？」

　お姉さんが羨ましそうにオレを眺ながめる紅太に問いかける。

　あ、紅太の表情が輝かがやいた。それはそれは嬉うれしそうに。

　きっと同じ目に遭あうと思った期待の眼差しだったんだろう。

　けれど、彼の期待はすぐさま裏切られることとなる。




「俺っすか！　１２４位でぶべらっ！」

　満面の笑みで顔をあげた紅太の顔がひしゃげる瞬しゆん間かんを、オレはまじまじと見つめることしかできなかった。







「なぁ楓よ、受付のお姉さん、あれ絶対俺に気があると思わねぇ？」

「…………」

　あー、また紅太が変なこと言い出した。

　思わず空を仰あおぎ見みた。

　視界に映り込むのは真っ青な空と白い雲、そして両サイドに並ぶ木々の緑。

　こいつの上に龍りゆう類のモンスターとか飛んでこないかなぁ。

　出来たら火か炎えん玉とか吐はけるタイプの。燃やしつくされればいいのに。

　けどまぁ基本聖域から出ることの少ないモンスターが都合よく空にいるはずもなく、こいつのバカ話に付き合いながら、我が家のある並木道横の原っぱ、通つう称しよう『南ダンボール区』へと向かうしかないわけだ。

　ちなみにダンボール区というのは、ダンボールハウスが原っぱの上に乱立している地域のことだ。

　Ｃ組以上にはクラス相応の寮りようが用意されているのだが、Ｄ組には用意されていない。

　そのため、自分たちでダンボールという箱を使って家にしている。

　寮の与あたえられないオレたちＤ組生が密集してダンボールハウスを建てたために、そんな地区ができてしまった。

　ちなみに反対の北区にもダンボール区は存在する。商店通りが近いためか、上級生が密集している。

　いやぁ、息子むすこがダンボールハウスに住んでると知ったら母さんどう思うかなぁ。

　なんて、たまに思わなくはない。

「さっき確信しちまったんだ。あ、このお姉さん俺のこと好きなんだ、って」

　腫はれた頰ほおをなぜか愛おしそうに撫なでる親友がそうのたまった。

　鼻血出しながら何言ってんだ、こいつ。

「打ちどころ悪かったのかなぁ？　コロネでも呼んできたほうが……」

「いやいや楓よ、そんなんだから未だに女の子と手も繫つないだことねぇんだよ」

　繫いだことくらいあるわ、過去に何度か。面めん倒どうだからツッコまないけど。

「じゃあ、どうしてそう思ったのか聞かせてよ」




「ふっ……愛だよ、愛」

「バカだよなぁ、紅太って」




　即そく答とうするオレ。

「なっ！　バカとはなんだバカとは！　バカって言った方がバカなんですぅ！」

「なに子供みたいなこと言ってんだよ、紅太（バカ）」

「お前今、紅太と書いてバカって読んだろ、あぁん？　こら、バカエデ」

「オレの名前とバカを混ぜるな。それで？　どうして紅太はお姉さんから愛を感じたの？」

「お？　おー、まぁ聞けよ、聞いたら納得すっから」

　絶対納得はしないと思うんだけど、おとなしく聞いてみよう。

「あの時よ、お姉さんからの拳こぶしを顔面に受けた瞬間、すっげぇ衝しよう撃げきが走ったんだわ」

「そりゃ殴なぐられたんだからね、衝撃くらい走ると思うよ」

「ちげぇよ、バカエデ。そういう衝撃じゃなくてだな……」

　ぴたっと歩みを止めたかと思うと紅太はオレの両りよう肩かたに手を乗せ、諭さとすようにこういった。

「愛の……衝撃だ」

　────うぜぇ。

「なんだ愛って！　お前、お姉さんのあの凄すさまじい殺気にすら気づかなかったの!?」

「バッカだなー楓かえで、あれは照てれ隠かくしに決まってんだろ！　俺は聞いた気がしたぜ、あのパンチをくらった瞬間。お姉さんの『好き！　でも恥ずかしくてこんなこと言えないの……だから私、このパンチに想いを載せる！　届け私の想い（パンチ）！』って言葉が」

　どこの世界にグーパンで告白する人がいるんだか。

「はぁ……」

　なんかもう疲つかれたし、聞き流すことにしよう。

　あぁ、早くマイハウスに帰ってジャージに着き替がえてしまいたい。

　そんなことを思っていると、不意に紅太がダンボール区の方を指差した。

「なぁ、なんか人だかりができてねぇか？」

「ん？　ホントだ。しかもあれダンボール広場だ。なんかあったのかな？」

　オレも紅太もなんだろう、と首を捻ひねる。

　どうにもダンボール広場で何かが起こっている様子。

　しかもそれはちょうどオレのダンボールハウスがある辺りだ。

　オレたちは植え込みを飛び越えて芝生しばふの上に降り立つ。

　どうにも騒そう々ぞうしい、集まった人だかりからはワーワーと声が上がっていた。

『いけー！　やったれー！　飛び蹴げりだ、リオン！』

『野や郎ろうどもも負けんじゃねーぞー！』

　なんか穏おだやかな雰ふん囲い気きではなさそうだ。

「おらー、ケツを揉もまれたくなくば道を開けろー。女の子は道を開けても揉むぞー」

「ホントに揉んじゃダメだからね。面倒なことになるから」

　手をぐっぱぐっぱしながら進んでいく紅太についていく。

　群がる野や次じ馬うまを泳ぐようにかき分けてなんとか先頭に出た。

　するとそこには一人の女生徒がとあるリーゼント頭の男子生徒の胸ぐらを摑つかんでいた。

　それを取り囲むようにモヒカン頭の男子生徒が三人。見た感じ、胸ぐらを摑まれている男子の友達かな？

　少女だけは課題にでも向かう途と中ちゆうだったのか装備に身を包んでいる。

　動物みたいなしっぽにカチューシャのようなヘッドギア。けっこう露ろ出しゆつ度ど高めなライトアーマーだなぁ。
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　それに対し男子生徒は学校支給の制服姿。

　にしてもどこの組だろう？　ウチのクラスメイトではなさそうだけども。

「いきなり私の腕うでを摑むだなんて、いい度胸ね」

　一見して気が強いとわかる少女の目。胸ぐらを摑んでいる男子に対して恫どう喝かつした彼女の茶色いポニーテールが怒いかりで揺ゆれた。

「なんだ、ありゃＡ組のリオンじゃねぇか。ジクムントの一いつ匹ぴき狼おおかみとか言われてる」

　ふと紅太がそんなことをつぶやいた。

「あぁ、あれが……よく知ってたね、紅太」

「知ってるも何も有名人だろ？　まぁ他クラス、それも俺たちとは次元の違ちがうＡ組じゃ見かける機会のが少ねぇから顔を知らなくても無理はねぇか。それでもあの装備『餓が狼ろう』を着てるんだから間ま違ちがいねぇよ。お前も噂うわさくらい聞いたことあんだろ」

「なんか聞いたことある気もする」

　ふぅん、あれがリオン……

　なんだっけ？　仲のいいやつ四、五人と組んで課題に望むのが一いつ般ぱん的なこの学校で、絶対に徒党を組まずソロで確実に課題をこなしてるんだっけ？

　でもそんなやつがなんでこんなところで喧けん嘩かしてるんだろう？

「私があんたたちクズと組む？　ありえるわけないじゃない。バカじゃないの？　だいたいなんで命令されなきゃいけないのよ」

「んだよ、いいじゃねぇか、それくらい。俺たちと組めっつってんだろ」

「私は一人でいいの。何度も言ってるじゃない。とにかく私の腕を摑んだ代だい償しよう、高くつくわよ。思いっきり投げ飛ばしたげる。安心して？　そのへんの変な箱にでも投げつければ少しは衝撃が和らげられると思うから」

　そう言ってリオンとやらは怪あやしく笑った。と、同時にオレと紅太の顔が青くなった。

「え？　ねぇ紅太、あの子なんかオレの家見てない？」

「いや、あれ俺の家だわ。絶対、俺の家だ。マジかよ」

　隣となりあって建てられたオレと紅太のダンボールハウス。

　あくまでダンボール草という草を原料に作った紙であるダンボール箱製の家だけに、強い衝撃が加われば潰つぶれてしまう。

　そんなもろい家である二軒けんのダンボールハウスの方向をリオンの瞳ひとみは見つめていた。

「うぉおお！　俺の家はやめてくれ！　投げるなら左！　左の楓の家にしてくれ！　リオンさまぁああああ！」

　不意に声をあげ土下座体勢に入った紅太に、当事者たちは元より野次馬たちまで好こう奇きの目を向ける。

「おまっ！　恥はじも外聞もないねっ！」

「はんっ！　そんなものより家のが大事じゃ！　っつーわけで左！　左のダンボールハウスに！」

「オレの家を生いけ贄にえにしないでよ！　違うよ！　右だよ！　右の家とかちょうどいいと思うよ！　お願いしますっ！」

「は？　なんなの？　アンタたち。そんなのどっちに投げようと私の勝手でしょ」

　冷めた視線がオレたち二人に注がれる。

「困るんだって！　マジで！　だから左！　左なら俺困らねぇから！　な！」

「いや、左の家を壊こわされたらオレ今日どこで夜を明かせばいいかわからなくなるんだよ！　だから右の家を！」

「あーもううざったい。雑魚ざこが話しかけてこないで……」

　はぁと一回ため息をついたリオン。けどなんだろう？　今一いつ瞬しゆん、オレのことを見ていたような……

　なんて思った矢先、ブンっと振ふり回された男子生徒。

　次の瞬間には宙を舞まう。

「アニキィイイイイイ！」

　取り巻きらしきモヒカンたち三人が声を上げた。

　リーゼント頭の男子の体が一いつ軒けんのダンボールハウスへと吸い込まれていく。左側のダンボールハウスへと。

「ノォオオオオオッ！」

「いよっしゃぁああああああ！」

　こだまする二つの叫さけび。

　それにかき消されたダンボールハウスの潰れる音。

「そん……な……」

　思わずその場に崩くずれ落ちたオレ。

「なんで、こんなことに……」

「まぁそう気を落とすな、楓。な？　しょうがねぇこともあるんだ」

　くっそぉ、紅太のやつ、ニコニコしやがって……こいつ本当に友達なんだろうか？

　オレの視線の先には我が家の上で大の字になって伸のびている男子生徒とそいつの安否を確かめにいった他の男子たち。

「ふん、なによ、ダンボールハウス一軒くらいで」

　不意に頭上から声が落ちてきた。

　見上げてみると、オレの前に仁王立ちしたポニーテール少女。

　どうやら完全に意い気き消しよう沈ちんしているところに、リオンがトドメを刺さしに来たらしい。

「それがどれだけ大事だったか……お前にはわからないよね……」

「わかるわけないわ。バカみたい。っていうか立派な装備を持ってるんだから狩かりでもしたらどうなの？　採集課題バカの楓」

　淡たん々たんと告げるその声にはやっぱり反省とか謝る気配はない。いや、それよりもだ……

「なんでオレの名前……」

「落ちこぼれＤ組の中でも特に変な奴やつ。狩りはしないで採集課題ばっかしてるんでしょ？　なのに装備はレア装備の雪ゆき姫ひめ一式、武器も雪姫の牙きばから造られた双そう剣けん。防具スキルは動きが早くなる迅じん速そくとどんなに動いても息が切れなくなるスタミナだっけ？」

「よ、よくご存知で」

「ふん、誰だれだって知ってるわ。とにかく逃にげ足あしの速い変なヤツって有名よ、アンタ。そんな狩り向きの装備を持っていながら……ホント、宝の持もち腐ぐされよね。」

　あぁ、あんま気にしたことなかったけど、そんなに有名だったんだ……

　まさか誰だって知ってると言われるほどとは……

　っていうかオレの防具スキル、いわゆる防具を身に纏まとうことで使えるようになる特とく殊しゆ能力まで把は握あくしてるのか。さすがというかなんというか。

「私、アンタみたいなやつ嫌きらいなのよ。大した腕でもないのに装備だけは立派だなんて。どうせ誰かからもらった装備なんでしょうけど」

「別にいいじゃんか。っていうか、初対面の相手にその言い草はひどくない？　人の家潰しておいて。そんなんじゃ友達なくすよ？」

「ふん、そんなのそもそもいないわよ。何より私はアンタがダンボールハウスを卒業する機会を与あたえてあげただけよ。幸い、今日がクラス替がえの期限なんだし、課題でもこなしてみたらどう？」

「そうだぜ、楓。ここは心機一転、頑がん張ばろうぜ」

「お前が言うな、紅太のバカ」

「あぁ、アンタが紅太なの？　ジクムントのバカっていう」

「あぁん!?　誰だ、そんな二つ名つけたやつ！　ちょっと呼んでこい、コラァ！」

「うるっさいわねぇ、採集課題の楓にジクムントのバカ紅太。それならどっちの家潰しても変わらなかったわ」

「いや！　楓の家で大正解！　グッジョブ！」

「あー、うざったい、弱いフェルダーなんてガラクタと同じよ。ガラクタが私と話ができただけでも光栄に思いなさい、ふん」

　それだけ言ってくるりと踵きびすを返すリオン。

「あ、ちょっ！　オレの家はどうするの！　せめてダンボールくらい買ってくれても……行っちゃったよ」

　かんっぜんに無視されてたなぁ。

　気づけばわらわらと集まっていた野次馬たちも姿を消し始めていた。

「いってぇ……くそっ、リオンの奴……クラスメイトなら協力しやがれってんだ……」

「ちょっと強いからって調子に乗りやがって……行こうぜ……」

　なにやらぼやきながら投げとばされた連中までもが去っていく。

「なにこれ……俺たちなんにもしてねーのに……」

　紅太の声が静まり返った芝生の上に落っこちた。

　結局、残ったのは意味もなく傷つけられたオレたちと潰されたダンボールハウスだけだった。







「っと、あぶなっ！　歩きづらいなぁ、まったく」

　少し背の高い草に隠かくれた木の根っこに足を取られ、危うくコケそうになる。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった木々が日差しを遮さえぎり、小型のモンスターがガサガサと音を立てながら走り回る。

　結局、立て直しのためのダンボールをもらうため、雪姫を装備したままだったオレは再び課題を受けて聖域『森林』へと足を運んでいた。

　ちなみに今回は一人だ。紅太は『俺の家無事だモーン』とのことらしい。帰ったらぶっとばす。

　とりあえず今回の課題内容は、




　採集課題──ダンボール草を納品

　エリア　──森林

　危険度　──Ｃ

　主な生息獣じゆう──ヴィンクルボアとニュイヴォルケ




　本来、ニュイヴォルケというモンスターは危険度Ｂ以上らしいが、課題を発注してくれる『支し援えん課』のお姉さん曰いわく『出会わなければいいんです』とかなんとか。

　いいのかなぁ、それで。

　まぁ倒たおす必要はないんだし、出会ってしまったらスタコラ逃げるとしましょう。逃げるのは得意だし。

「お、あれもダンボール草だな」

　伸びた草をかき分け、大木の下に生えた緑色の草の前に屈かがみ込む。

　さぁ、見み間ま違ちがいじゃないといいけれど……

　その緑色の大きな葉を撫なでて見るとすこしネバっとした液体が指についた。

　あったりー、この形にこの液体。間ま違ちがいなくダンボール草だ。

　いやぁ群生してないから数を集めるのに苦労した。

　この聖域をひたすら歩き続けてきたからな。

　なんか心なしか森の中が暗くなってきてる気がするし。

　たぶん日が傾かたむき始めたんだろうなぁ。

　まだ気温は温かいけど、すぐに冷えてきそうな気がする。

　暗くなればモンスターもメシの時間だ。当然活発化して危険度は増す。

　オレは腰こしにつけたサイドポーチの中を確認する。

　ダンボール草は今のを合わせて現在八つ。

「ま、こんなものかね」

　特に指定がなかったから、納品数は気にしなくていいだろう。

　となればそろそろ……

　立ち上がり、帰宅するために学校と聖域とを繫つなぐゲートのある『ウェイポイント』の方へと歩き出す。

　その時だった。




『ガァアアアアアアアアアッ！』




　大地が揺ゆれ、草木はざわめき、小型のモンスターたちが走り去る。

「なんだ今の咆ほう哮こう」

　ニュイヴォルケかな？　にしてはちょっと声が低かったような？　ニュイヴォルケの声はもっと高いはず。

　となればなんだろう？　お姉さん、他のモンスターについては何も言ってなかったんだけども……

　もし今日この聖域に現れたモンスターがニュイヴォルケ以外にもいたのなら、課題を受けた時に教えてくれていたはず。

　つまり今朝の時点で確認されていなかったモンスターが現れたってことかな？

　うーん、それはちょっと興味があるなぁ……

　どんなモンスターなのか、龍りゆう類るいか、獣じゆう類か、鳥類か、はたまた水類の可能性もある。

　報告すればそれだけで追加単位がもらえる可能性もある、何より、モンスターが好きなオレとしてはこの目で見てどんなモンスターなのか確かめたい。

「……結構近かったよな、今」

　そう思ったときにはすでに踵を返し、咆哮がした方へと歩き始めていた。







「いやいやいやいやっ……」

　思わずツッコまざるを得ない状じよう況きよう。

　おっかしいなぁ、ここ生い茂った森じゃなかったか？　それも日光を遮るくらいに背の高い木々が生い茂ったさ。




　──それがなんでこうも開けてしまっているんです？




　まるで大きな斧おのを振ふり回し、そこら中の大木を切きり倒したみたいな有様。正直ここに着いた当初は目を疑った。

　でもまぁそれと同時にすぐ目にとまったその生物を見て合点がいった。

　ゴツゴツとした黒い表皮を持つ灰色の龍。

　蛇へびのように長い首、大木を踏ふみにじる巨きよ体たい、そして細長い尻尾しつぽは鋭えい利りな刃は物もののようだった。横たわった大木の切断面がやけに綺き麗れいなのを見るに、間違いなくあの尻尾で切り倒したんだろう。

「あれって新種かなんかかな？　図ず鑑かんなんかでも見たことない。すっごい気になるなぁ、あとをつけて調べたりしたいなぁ、でも夜近いし今日は諦あきらめようかな？」

　となればとりあえずエリアと見た目だけ覚えておいて、あとで教官にでも報告……あれ？

　なんかあの巨体の側にこう人ひと影かげが……

「っ……ホントうざったい、足さえ壊こわさなきゃ、こんなやつ……」

　苦々しい表情を浮うかべた少女の姿。

『ガァアアアアッ！』

　咆哮と共に首を振り上げた龍。

「待った待った待った！」

　瞬しゆん間かん、考える前に飛び出した。

　あのでかい図体に気を取られて全然気がつかなかった！

　思い切り大地を蹴けり飛ばしながら、一直線にリオンの元へ。

「ぬぉおおお！　危ないぃいいいい！」

　咄とつ嗟さに座り込んだ彼女の身体からだを抱かかえ上げる。

「きゃっ！」

　外見からは想像もできない（言ったら怒ど鳴なられそうだけど）可愛らしい声がオレの耳に届く。それと同時、全力で前方へと飛び込んだ。

『ギャァアアアッス！』

　直後、響ひびいた咆哮。チラと振り返かえるとさっきまで少女のいた場所は、その強きよう靭じんな龍の顎あごによってえぐり取られていた。

「こえぇ！　何あの龍！　初めて見たよ！」

「っつ、アンタ……」

「や、やぁ！　また会ったね！」

　オレにお姫ひめ様抱だっこされてきょとんとしたリオンの姿。

　その第一声がこちら。

「あ……」

「あ？」

「アンタ、何やってんのよ！　バカじゃないの!?」

　いきなり罵ののしられた。

「いやいやいや！　怒おこられる理由がわからないっ！」

『グルルルルルッ！』

　オレの叫さけびに合わさって龍が喉のどを鳴らす音。荒あら々あらしい息いき遣づかい。生なま臭ぐささがオレの鼻にまで届いた。

　なんだろう、このまま襲おそいかかられそうな雰ふん囲い気き。龍からもリオンからも。

　とりあえずどっちから逃にげるべきか……そんなの考えるまでもないか。

　オレはすぐさま反転すると、細い獣けもの道みちをリオン抱えて駆かけ出だしていく。

　ジメッとした空気がオレの頰ほおを撫でていく。

「ちょ、ちょっと！　おろしなさいよ！　私はまだ戦える！」

「待って待って！　逃げてる最中にそれは無理！　っていうか暴れないで！」

　背後からはズシンズシンと龍が大地を踏みしめる音。意外に速いっ！

　これはそのうち追いつかれるかも……

「なんで私なんか助けようとしてんの!?　理解できない！　アンタ本当のバカなのねっ！」

「じょ、条件反射で、つい！」

　そりゃもう無我夢中で飛び出したわけですし。

「何がついよ！　バカじゃないのっ！　雑魚ざこのあんたがなんで……！　助けでも呼んできなさいよっ！」

「でもさ、そんなことしてたらお前がやられちゃうじゃないかっ！」

「ほっときなさいよ！　だいたいなんで家潰つぶしたやつを助けようとしてんのよ！」

　性分です。としか言い様がない。本当に何も考えずに飛び出しちゃったんだから。

「っていうか……！　オレなんで怒られてるのっ！」

　という素そ朴ぼくな疑問。

「アンタが無む謀ぼうなことするからよ！　わかったらさっさとおろしなさいっ！」

「そんなこと！　言われてもっ！」

　そりゃ下ろせるならおろしたいですよ？

　もうね、さっきから腕うでがプルプルしてるしさ。人担いで走るのって辛つらいっ！　でも……

「そうするのなら！　最初から、飛び出したり、してないって！」

　とは言ったものの、このままじゃどうあがいても二人まとめて食いちぎられるよな……

『グゥゥッ、グルルルルッ』

　すぐうしろから聞こえてきた龍の声。

　ちらと背後を確認すると、さっきよりも近づいていてその姿は一層大きく見えた。

「ちょっと！　もうすぐ後ろにいるのよっ！」

「ぬぉおおおおっ！」

　さらに足に力を込めて地面を蹴け飛とばす。

「あぁもう！　アンタわかってないの!?　こんなので逃げれるわけないでしょう！　私を囮おとりにして人を呼んできなさい！　そっちのほうが二人とも助かるかもしれないでしょう！」

「でも少し離はなれたところでハイリンクを使って足を治せば……」

『身代わり宝石』とも呼ばれる不思議な水すい晶しよう『ハイリンク』

　本来致ち命めい傷しようを負った生徒はこのハイリンクを握にぎり込むことでダメージを回復できる。ただし水晶の中に溜たまっている水が尽つきるまで。だいたいこれができなくなったら命に関わるから、必ず生徒は課題を中断して帰るんだけど……

「もう使い切ったわ、でなければとうに足を治してるわよ」

「なら、オレのを使うといいよ！　足を治すくらいならできるはず！」

　オレは顎をあげる。

　ハイリンクをペンダントにしてるからね。リオンはそれを取って握り締しめた。

「助かるわ。でもこれならなおさら、私を置いてアンタが走って助けを呼びに行くの。この辺の木こ陰かげで隠かくれながら回復して時間を稼かせぐから……」

「それ無理っ！　モンスターは血の匂においを追えるし、何よりもうアイツも近いし！　それに急速回復するもんじゃないだろう！」

「あぁもう、うざったい！　何雑魚が私の心配してんのよ！　いいから従いなさい！」

　声を荒あらげたリオンはオレの胸を力強く叩たたき自ら地面へと落っこちた。

「ちょっ！　お前、なにやって……！」

　ちょうどその瞬間だった。

『グォオオオオオオッ！』

　突とつ然ぜん唸うなりを上げた龍。

　そちらに視線を移すと大きな体がねじられていた。

　かと思うと、ヒュンっという風を斬きる音。目の前の巨体が一回転する。振り回された尻尾。辺りの木々を切り倒たおしながら襲い来る。

「あ、ヤバ……」

「あぁもうっ！」

「ぬぉ!?」

　リオンの声と共に背中をぐいっと引っ張られ、視界が薄うす暗ぐらい森から紫むらさきがかった空へとシフトした。

　そんなオレの視界が一いつ瞬しゆんだけ真っ黒に染まる。それが奴やつの尻尾だと気づいた時には、周囲の木々が音を立てて横たわっていた。

「…………」

　もしかしてあと少しでオレあの木みたいになってたのかな？

「なにボサっとしてんのよ！　アンタホントに死にたいわけ!?」

「ご、ごめん、ありがとう、助かった」

　ふたり揃そろってしゃがみこんでいるわけにもいかない。オレはリオンをかばうようにすぐに立ち上がった。

「ったく、やっぱアテにならないわ、アンタはさっさと逃げっ……」

『グルルルルルッ』

　攻こう撃げきを外した龍りゆうはオレたちの方に向き直って、こちらを、というよりオレのことを見ていた。

　なるほど、やっぱり立ってるオレをターゲットにしたのか。

　やばいなぁ……どうしよっかなぁ……

「ちっ……ほらっ！　早く逃げなさいっ！　アンタさえいなくなればアイツは私を襲うからっ！　早くっ！」

「無理じゃないかなぁ……それ」

　アイツの目はオレをしっかりと捉とらえている。

　いやぁデカイデカイ。

　ま、できることをやってみるしかないかな？　幸いオレは足に自信あるしさ。

　ふぅと一度息を吐はく。

　もうこうするしかないと思うと、意外と冷静になるもんなんだなぁ。

「ちょっと！　アンタ本気!?　ハイリンクくらい持って行きなさいよ！　意味わかんない！　なんでアンタがそこまでして私を！　私のやったこと忘れたの!?」

「家を潰されて暴言吐かれたくらいかな？　ごめんねって言ってくれたらそれでいいかな」

　そんなことをぼやきながらオレは龍へと駆け寄よっていく。

　龍の横をするりと駆け抜ぬけつつ、まだ切きり倒されずにすんだ鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の中へと飛び込んだ。




「ちょっと！　ふざけないでよ！　ねぇ！　ねぇってばぁ！」

　リオンの声と共に龍はしっかりとオレを追いかけてきてくれた。







　数分後。

　両手いっぱいに黄色く光輝かがやくきのこを持ってリオンに駆け寄るオレ。




「おい！　珍めずらしいきのこがゴロゴロしてる場所見つけたぞ！　あはははは……」

「龍はどうしたぁああああああ！」




　狼おおかみ少女の声が薄暗くなった森に響ひびき渡わたった。







　２狩り目　ダンボール組集合







「この無能なわたくしめに！　どうか！　どうかダンボールを二枚恵めぐんでください！」

　土下座再び。

　たいまつが灯されオレンジ色に染められた支し援えん課。その中にあるＤ組受付の前にて。

　いやぁなんか腰こし痛い。筋肉痛みたいな痛さ。

「本当にどうしようもない姿ですね！　そんなに欲しいのですか!?　この箱が！」

「それが欲しいのです！　お願いします！」

「いいでしょう！　あなたみたいな惨みじめなクズにはこの紙箱に住むのがお似合いです！　さぁ、さっさともって帰りなさい！　この卑いやしいカスめっ！」

　長机の向こうから飛んでくる二枚の潰されたダンボール箱。

「ありがとうございますっ！」

　オレは床ゆかに額をこすりつけるようにして頭を下げてから、隣となりに落ちたダンボール箱二枚を手に取り立ち上がる。

　ふぅ、腰の痛みは座ってるよりやっぱ立った方が楽だな。

　それにしても、さっきの課題報ほう酬しゆうに単位ではなくダンボールを貰もらえないか頼たのんだらまさかの女王様プレイ再び。

　完全にあれ、あの人の趣しゆ味みだね。

　とはいえなんだかんだ言っていつもダンボール箱を恵んでくれるので、根はいい人なんだと思う。思いたい。ただちょっとＳっ気が強いだけなんだよ。

　まぁなにはともあれ今回も無事にもらえたのでよかったよかった。

　ホッと胸を撫なで下おろし、チラっとＡ組受付に視線を送る。

「……本当にごめんなさいね？　これがこの学校のルールなんです」

　Ｄ組受付のお姉さんとは違ちがって見るからに優しそうなお姉さんが泣きそうな顔しながら、リオンの生徒手帳に記帳していた。

「いえ、未熟な私が悪いんです。来学期だけＤ組で頑がん張ばります」

　おろおろするお姉さんとは違って、当のリオンは硬かたい表情を崩くずさない。

　ここに戻もどるまでに聞いた所、アイツは本来二人で行くべき課題を一人で行っていたらしい。当然課題を成功させたら二人分の単位が入手出来る。

　しかし狩しゆ猟りようや討とう伐ばつ課題には保証単位というものがある。課題を失敗した際のペナルティーだ。この保証単位も彼女は一人で二人分払はらっていた。

　しかも一人で行くためにほとんどの単位を保証に当てていたとか。

　そしてあのモンスターが現れ課題は失敗。

　保証単位は戻ってこず、彼女は所持単位が尽つき学年最下位になってしまったというわけだ。

「今日だけでもＡ寮りようにいられないか掛かけ合ってみましょうか？　いきなり出て行くことになるなんてあまりにも」

「いえ、ルールはルールですから、心こころ遣づかいだけで嬉うれしいです。ありがとうございます」

「……そうですか……わかりました。それではこれより貴女あなたはＤ組となります。二年の一学期間、どうか挫くじけず頑張ってください。応おう援えんしていますから」

「はい、ありがとうございました」

　礼れい儀ぎ正ただしく腰を折ったリオンは生徒手帳を受け取ると、踵きびすを返しスタスタと歩き出す。

「……えーっとさ、行くあて、ある？」

「あるわけないわよ、友達だっていないしね。私物が少ないのが救いだわ」

　淡たん々たんと言い放つリオン。なんか寂さびしいことを平気な顔して言うヤツだな。

　こっちが悲しくなってきたぞ。

「まぁアンタには関係ないことよ。助けてくれたのは礼を言うわ、ありがとう。それじゃあね」

　それだけ言ってリオンは支援課を出て行った。

　うーん、なんというか、このままハイさようならってのも気が引けるというかなんというか……

　とりあえずオレもここに居る必要はもうないし、リオンの跡あとを追うとしよう。

　外に出ると月明かりが差し込む薄暗い廊ろう下か。光源は所々に立てられたランプだけ。

「…………」

「…………」

　軋きしむ木の床。前を歩くリオンを眺ながめながら歩いていく。

「……なんでついてくんのよ」

「出口がそっちだからなぁ」

「……あっそ」

「…………」

　なんだろう学校に戻ってきた途と端たん、急にそっけなくなった感じ。

　表情が乏とぼしくなったというかなんというか。

「なー狼少女さん」

「うっさい、話しかけんな、あと狼少女言うな。アンタとはもうなんのつながりもないんだから」

「いやぁそうでもないと思うよ？　今日からクラスメイトなわけだし」

　リオンからしたら受け入れがたいことかもしれないけどさ。

「うっ、そうだった……ホント悪夢よ、私がＤ組だなんて……」

　薄うす暗ぐらい廊下の上でリオンがしゃがみこんで頭を抱かかえた。

「まぁ仕方ないよなぁ、こればっかりは。同情するよ」

「……ふん、同情なんていらないわよ！　すぐ単位を稼かせぐだけ稼いでＤ組なんか出てやるわ！」

　そう言って立ち上がったリオンは、ギシギシと強く床を踏ふみ鳴ならしながら再び廊下を進み始める。

「ま、ジクムントの一いつ匹ぴき狼おおかみなんて言われてるんだし、すぐにできるだろう」

「えぇやってやるわよ！」

　おーおー随ずい分ぶんと息巻いてらっしゃる。

　まぁやる気に満みち溢あふれるのはいいことだと思う。もっとショックを受けるかと思ってたんだけどな。それよりもだ。

「それはそうとお前さ、結局今日どうするんだ？　頼たよる相手もいないんだろう？　まだ夜は冷えると……」

「…………」

　急に立ち止まったリオンがこちらを振ふり向むく。

　その表情はどこか険しい。

「ん？　どした？　オレなんか気に障ること言った？」

「あのさ、私の名前、知ってる？」

「突とつ然ぜんだなぁ、まぁ知ってるけど？　有名人だしさ、リオンだろ？」

「そうよ！　なのになんでアンタずっと私のことお前とか狼少女とか呼ぶのよ！」

「なんでって言われてもなぁ」

　ぶっちゃけ、なんとなくです。

　別に名前で呼ぶのが恥はずかしいとかそういう思春期的なものではない。断じてない。

「どうせ呼ぶならリオンって呼びなさい！」

「わかった、リオンちゃまって呼んでみようかな」

「殺す」

　ちょっとちょっと？　なんで背中の大だい剣けんを握にぎるんです？

「待って待って！　オレが悪かったから大剣抜ぬこうとしないで！」

　ちょっとふざけてみただけでこれだよ。

「にしてもなんで突然そんなことを？」

　一匹狼とか言われるリオンが他人にどう呼べなんて言うイメージがなかっただけにちょっと意外だ。

「そりゃーこれからアンタと私はパートナーになるんだもの、お前って呼ばれ続けるくらいなら呼び捨ての方がまだマシだわ」

「はー、なるほどなぁ……」

　パートナーになるなら、たしかに名前で呼び合うくらいは……

「……ん？　パートナー？」

「そうよ、パートナーよ」

「うえぇえええ!?　オレと!?　お前が!?」

「当たり前じゃない。何ぼけた顔してんのよ」

「いやいやいや！　むしろお前がボケてんじゃ、ぐぼあっ！」

　容よう赦しやない腹パン。アーマーのない部分をえぐるように固く握った拳こぶしをねじこんできやがった。

　うぅ、お腹痛い。

　何？　なんなの？　この理り不ふ尽じん。

「誰だれがボケなのよ、誰が。あとお前って呼ぶなっつーの。リオンって呼びなさい」

「だ、だって、オレなんかと組む理由が思いつかなくて……」

　半泣きになりながらそう答えるオレに、リオンは真ま面じ目めな顔を向けた。

「……アンタが私の下に戻ってきたときのこと、思い出してご覧なさい」

「へ？　あの時のこと……」

　たしかオレが生きてる喜びを嚙かみ締しめながら帰ってきたら……




　　　　＊　＊　＊




「モンスターはどうしたぁああああああ！」

　狼おおかみ少女の声が薄暗くなった森に響ひびき渡わたった。

　リオンはオレが下ろしたところでハイリンクを握りしめて立ち尽くしていた。足治ったのならすぐに逃にげてもよかったのに。

「へ？　あぁなんか誰かが仕し掛かけてた罠わなが残っててさ、それに引っかかってたから逃げてきた。それよりほらこのキラキラきのこ、見てこれ、マジでうまそうじゃない？」

　手に握り締めた光ひかり輝かがやくきのこをリオンに差し出す。

　いやぁこのきのこ、こんなに自己主張激しいせいかモンスターに食われまくってなかなかお目にかかれないんだよ。

　そのきのこをなんだか冷めた目でリオンが眺めていた。そして……

「…………」

　ぱしっ──

　容赦なく叩たたき落おとされた。

「あぁあっ！　オレのきのこ！」

「んなもんどうでもいいのよ！　それよりモンスターよ！　アイツはどうしたの！」

「いやだから誰かが仕掛けたはいいけど回収せずに帰ったらしい罠に引っかかってたから逃げてきたんだって。まったくきのこを大事にしてくれよな」

「は？　罠が残ってた？　まぁ確かにそういうことも……」

　そこまで言ってリオンが口をつぐんだ。

「ううん、違ちがうわ……アンタ、一体何を隠かくしてんのよ」

「へ？　お前まさかこのきのこが取れた場所を教えろっていうのか！　そうはいかな……ぐはぁ！」




　　　　＊　＊　＊




「ってやりとりのこと？　ナイスストレートだったよ！」

「んなことどうでもいいのよ。アンタ、罠が残ってたって言ってたわよね？　今日あの聖域は夕方から開放されていた地域、そして私が一番に乗り込んでいたの。その意味わかる？」

「えーっ、なら前日から残ってたんじゃないかな？　にしてもホントにいいきのこポイントがあんなところに」

「いい加減きのこから離はなれてくれないかしら？」

　あ、やばいリオンの顔がマジだ。なんか拳こぶし握にぎってるし。

「りょ、了りよう解かいです」

「あのね、いくら罠にかかったとしても、あのレベルのモンスターなら罠を壊こわして私の血の匂においでこっちに戻もどってこないとおかしいの。罠なんて弱ってない限りすぐ壊せるのがモンスターなんだから」

「…………」

「つまり、アンタはすくなくともあの龍りゆうが戻ってこれないような何かをしたからこそ戻ってきたのよ。本当に罠があったとしたら、逃げる力すら奪うばう程弱らせた、とかね」

「待って、ちょっと考えて欲しいんだけど、オレご存知のとおり、最弱のＤ組だし、採集課題専門だよ？」

「弱い奴やつが強いフリはできなくても、強い奴が弱いフリはできるじゃない？　する必要性がわからないけど」

「いやぁ買いかぶりだって、マジで」

「それにあんたならきのことるポイントくらいはじめから知って」

「あーっ！　なんか持病の腰よう痛つうがーっ！」

「棒読みになってるわよ、棒読みに」

　いやでも今腰こしが痛いのは本当なんですよ？

「ったく、シラを切るのね、まぁいいわ。どちらにせよ私、楓かえでに興味持っちゃったの。どうせこれから一学期同じ組なんだし、楓に付きまとって秘密、探らせてもらうわ。それくらいの楽しみないと、Ｄ組なんてやってられないもの」

　そう言って不敵な笑みを浮うかべるリオン。

　──なんか面めん倒どうなことになったなぁ……

　思わずため息が出てしまう。

「そういうわけだから、今日からアンタのこと楓って呼ぶから、アンタも特別にリオンって呼んでいいわ。私からリオンって呼ばせるなんて家族くらいなのよ？　光栄に思いなさい」

「……え？　マジで？」

「マジよ」

「いやでもほら、オレよく一いつ緒しよに課題する奴いるし……」

「ならそれに私も加えなさい。一匹狼と言われた私が組んであげるって言ってんのよ？　そいつも光栄に思うに決まってるし、問題ないわ」

　……どうだろう、紅太がゴネそうな気もするんだけど。

「だいたい私もアンタに借りを返さないとなんか気持ち悪いし。だから、今日から私がアンタのパートナーよ。嬉うれしいでしょう？　ね？」

　オレの顔を覗のぞき込んできたリオンはパッと笑みを浮かべた。そんな笑顔を見せられたら返事は一つしかないよ。

「遠えん慮りよします」

「ぶっとばすわよ」

「わ、わーい……嬉しいなぁ……」

　マジで？　マジでリオンと組まなきゃいけないの？

　学年上位と最下位がバディを組むの？　マジで？

「よろしい。パートナーに家がないとなったら当然泊とめて上げるのがパートナーの義務よね」

「なにその理り屈くつ！　ウチに転がり込む気っ!?」

「まぁそうなるわね。っていうか、さっきからアンタしきりに私の行くあて気にしてたし、元々泊める気はあったんでしょう？」

「うっ……」

　まぁそう言われたらそうなんだけどさ、さすがにこの寒空の下いきなり宿無しだなんてあんまりだしな。

　だからどうせ明日あしたからリオンもダンボールハウス暮らしなんだし、このダンボール箱を上げてオレは今日テキトーなとこで一夜明かそうかと思っていた。

「図星ね。何よ、それじゃあパートナーとして頼たのむわ、私を泊めなさい」

　頼むって言ってるのに命令口調！

「はぁ、わかったよ……実際泊めるつもりだったしさ」

「そうと決まれば、さっさとアンタの家建て直すわよ。あーぁ、こんなことならジクムントのバカの方の家壊しとくんだった」

　それだけ言うとリオンは薄うす暗ぐらい廊ろう下かをスタスタと先に歩き始めてしまった。

「厄やく日び、なのかなぁ……」

　取り残されたオレはただただ楽しそうに跳はねるポニーテールを見送るだけだった。







　ほとんど闇やみ夜よに包まれた南ダンボール区。

　明かりらしい明かりは並木道に等とう間かん隔かくに立てられた松明たいまつくらい。

　オレとリオンは一度リオンの部屋に戻って私物を回収してから帰ってきたところだった。

　それはオレのダンボールハウス跡あと地ちに近づいてすぐに気づいた。

「あれ？　なんでウチがあったところにダンボールハウス建ってるんだ？　しかも誰かいるし」

　パッと見、人ひと影かげは四つ。

　三人は立っていて、もう一人は台車に座っている。

　それを見てその影かげが誰なのかオレは気づいた。

「うっ、あれもしかして……ちょっと私そのへん隠れてるわ」

　そう言ったリオンはそそくさと近場のダンボールハウスの影へと隠れてしまう。

　んー？　なんで突とつ然ぜん隠かくれたんだろう？

　まぁいいや、とりあえずオレは人影の方へと向かう。

「よっ、師し匠しよう」

　そこにはガタイのいい長身の青年。男にしては長めの茶ちや髪ぱつに縁ふちの薄うすいメガネ、そして常に半はん裸らスタイルがトレードマークのＤ組の長老的存在。

　かつて卒業試験に失敗して退学となってから、再試験を受けて商業科に入ったという猛も者さ。ボーガンを使う腕うでのいいガンナーで集中して狙ねらえば百発百中。ただし人に見られると恥はずかしくてうまく射しや撃げきできないというデメリット持ち。半裸のくせに。

　しかもそれが原因で卒業試験もコケたとか。

　それが彼、アーディ・リョウカ、通つう称しよう『師匠』だった。

　ちなみに師匠と呼ばれているのは単純にダブってるからという理由と彼にはちょっとした特技があるからだ。

「おかえりなさい、楓さん。聞きましたよ、家が潰つぶされて課題に出ていたんですってね。お疲つかれ様さまです」

　そう言って半裸で爽さわやかな笑顔を向けてくれた。いつでもこんな感じ。一番年上だけあって大人な雰ふん囲い気きではある。半裸だけど。

　そして、師匠の傍かたわらにもう一人薄うす桃もも色いろの綺き麗れいな肩かたまである髪かみをおさげにした女の子。

　腰に一本の刀を帯びた、Ａ組所属で入学当時に紅太と何かあったらしくそれ以来紅太のストーカー……もとい追っかけをしているニクセ・零れい華か、通称『両断のゼロ』というイカツイ二つ名を持った柔にゆう和わな巨きよ乳にゆう美少女。

　スキル『両断』の効果で納刀状態で構えていた時間が長ければ長いほど、凄すさまじい切れ味を発揮できるためにそう呼ばれているとか。

　こいつはいつ見てもスタイルいいなぁ。

　ボンキュッボンって言葉がよく似合う。

　それに引ひき換かえ……

　ちらっと唯ゆい一いつ台車に座っている少女に視線を移した。

　こっちはいつだって幼児体型ですね。同い年だし成長期はもう迎むかえているはずなのに。

　長くサラサラとした金色のロングヘアーにいつも眠ねむたそうな顔をしているのが特とく徴ちようのそいつはオレの幼おさな馴な染じみにして同じ村出身コロネ・コルネートだった。ちなみにコイツもよくパーティを組む一人だ。

　そんな三人プラス紅太といういつもの面々。

　っていうか紅太はなぜか女装してるし。

　紅太のあの制服はゼロのかな？　ゼロが紅太の制服を着てるみたいだし。

　にしてもサイズが合わないのだろう、紅太の着てる制服ぱっつんぱっつんだ。

　恐おそろしく似合わない。おへそ見えてんじゃん。それ以前になんで服を交こう換かんしてるんだ？

「あ、お帰り！　かえちゃん！」

「あぁ、ただいま」

　ゼロはいつも通りいい笑顔だな。可愛らしい子だ。

「……おか」

「おー、ただいま、コロネはいつ見ても眠そうだな」

「……成長期故なの」

　にしてはどこも成長してるようには見えないけどね。

「……なんかすっごい失礼な事考えてない？」
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「い、いや？　別になんにも」

　さすが幼馴染み、危うく思考を読まれる所だったよ。

「おう、お帰りアナタ。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも俺か？」

「おうってのはどうかと思うけど、とりあえず紅太っていう選せん択たく肢しだけはないかな」

「からの俺選せん択たくだよな。へっ、俺、初めてだからよろしくな！」

　いい笑顔でグッとサムズアップ。

「なるほど、今日は赤飯ですかね」

「いやいや何言ってんの師匠。つか赤飯買えるだけの単位持ってないだろ」

「ダメだよ、かえちゃん。紅太はわたしのモノなんだから」

　そりゃもう凄まじい形相でオレを睨にらむゼロ。

「……そしてかえちゃんは私のもの。コウにも渡わたさない」

　コロネはコロネで表情こそ変わらないけど雰囲気が怖こわい。

「……だそうだ、悪いけど紅太、初めてはゼロにあげるといいよ。そしてコロネ、オレお前のものになった記き憶おくはないからね？」

「あー、俺もまだ自由な身を楽しみてぇんだ……」

「わたしはいつでもウェルカムだよ！」

　両手を広げたゼロが紅太に飛びついた。

　なんというかゼロはいつでもどこでも紅太に対してはスキンシップ過多なんだよなぁ。

「お前はなんでそうあけっぴろげというか、もっとこう恥じらいを持ちやがれ！　っつーかくっつくんじゃねぇ！　俺は誰だれのモノにもなりたくないんじゃぁああああっ！」

　紅太の首に手を回したゼロがむっとした表情をする。

「そうやって紅太はいつも否定するよね？　わたしのことそんなに嫌きらい？」

「嫌いかどうかで言われたら別に嫌いじゃねぇけどよ……」

「わたしは紅太のこと大好きだよ」

「うっ……だからそうまっすぐと俺のことを見ねぇでください。恥ずかしいので」

　目をそらした紅太が何か言いたげにオレの方を見つめてくる。

　目が何かを伝えようとしてきているな。

　えーっと、なになに？

『助けてかえちゃん！』

『もういっそ受け入れてあげたらいいんじゃないかな？』

『なっ！　俺のことは遊びだったっつーのね！』

『別に付き合ってもないんだけど』

『はんっ！　俺だって男なんかお断りじゃァああああっ！』

『途と端たんに態度が豹ひよう変へんしたね』

『あ、ちげぇよ？　むしろ楓かえでなら大だい歓かん迎げい。だから助けて！』

『それはそうと、ウチを直してくれたのは紅太？』

『まぁな、過失がないわけでもないし、９：１くらいで……俺が１だけど』

『ありがとう、助かる。ってことで今回は助けてあげるよ』

『楓さまぁああああ！　大好きです！　マジ愛してる！　今度抱だいてやるからな！』

『ごめん、やっぱやめるわ』

『ウソウソウソ！　俺お前のことマジ嫌い、マジ死んでほしいと思ってる』

『それもなんかおかしくない？』

『いやもうどうでもいいから！　早くして！　このままじゃ俺の貞てい操そうが危うい！』

「ん？　貞操が？　おぉマジだ！」

　目で会話するという器用な真似まねをしてたから気づかなかったけど、ゼロが着々と紅太の着ている制服を脱ぬがしにかかっていた。

　なんかゼロの目が据わってるしちょっと怖い。

　そもそも可愛らしい女の子がはぁはぁ言いながら、女装した男の服を脱がすっていうこの図はどうなんだろう？

「いつだって積極的ですねぇ、ゼロさんは」

「いやいや師匠、そういう問題じゃ……ゼロちょっといいかな？」

「何かえちゃん？　今忙いそがしいからあとにしてほしいなって」

「やーめーてぇええええ！」

　ガチ泣きしそうな勢いで服を守る紅太に、なんか息を切らしながら紅太の服を剝はぐゼロ。

　凄まじい画だな、これ。誰も喜ばない。

　正直オレも紅太が貞操を奪うばわれる所なんて見たくない。

　どうせ奪われるなら是ぜ非ひともオレが見てない所でしていただきたいので、今回はゼロの気を別のモノに引こうと思う。

「ゼロは知ってる？　コイツのこと」

「うん？　誰のこと？」

　まったくこっちを見ずに聞いてくるゼロ。どんだけ夢中なんだ。

「だからコイツだよ。ほら、いつまでもそんなとこ隠かくれてないで出てきなよリオン」

「へ？　リオちゃん？」

「そうそう、リオン」

　とりあえずリオンが身を潜ひそめているダンボールハウスの陰かげへと歩み寄る。そこにはしゃがみ込んだリオンがいた。

「さっきから何やってんだ？　リオン。とりあえず出てきなって」

　リオンの腕を摑つかんで引っ張り出してみる。

「なっ！　ちょっ！　やめろ！　私もアイツ苦手なんだって！　嚙かむわよ！　おいこらっ！」

　リオンが手を引っ張るオレに対して吠ほえ立てる。なんか引っ張られないように一いつ生しよう懸けん命めい踏ふん張ばってるし、散歩を嫌いやがる犬とその飼い主みたいだ。

「何言ってんだよ、リオンのクラスメイトだろう？　元だけど」

「あれ？　リオちゃんじゃん！　どうしてここに！　っていうか元ってどういうこと？」

「うっ……別にいいでしょ。アンタには関係ないわよ」

「えー気になるよ？」

　おぉ、すっかり興味はリオンに向いたみたいだ。

　ブラウスをはだけさせられた紅太がどんよりとした顔つきでオレの肩にもたれかかる。

「た、助かった……サンキュー楓。お礼は俺の体で……」

「絶対感謝してないよね。まぁいいや、ウチを直してくれたしな」

　ぽんと一回紅太の肩を叩たたいておく。

「……どうしてかえちゃんと狼おおかみが一いつ緒しよなの？」

　……あれ？　なんかコロネの雰囲気がちょっとトゲトゲしいというか、怖いというか。

　いや多分気のせいだよ。

「それなんだけど……」

　こうしてオレは今までの経けい緯いをみんなに説明する。

　ちなみにその間リオンは不ふ機き嫌げんそうな顔を隠しもせず、オレが貰もらってきたダンボールを組立て黙だまって座っていた。




「なるほど、それで楓さんとリオンさんが一いつ緒しよにいるというわけですか。しかしまぁお二人共ご無事で何より」

「いやほんとにね」

　ちなみに説明が面めん倒どうくさかったので、たまたま持ってた道具でなんとか撃げき退たいしたということに。

　話している間リオンが何か言いたげな表情をしていたが、空気を読んだのか黙っていてくれた。正直助かります。

「えーリオちゃんいいなー。私もＤ組に行きたいよ」

「は？　アンタバカ？　なんでＤ組がいいのよ！　なら私と代わりなさいよ！」

「代われるなら代わってあげたいくらいだよ」

「それだけは勘かん弁べんしてくれ……マジで」

　ぼそっと呟つぶやいた紅太の言葉をオレは聞き逃のがさなかった。

「だって紅太もいるしかえちゃんもいるんだよ？　それにＡ組ってギスギスしてて楽しくないしー」

「……ふん、そんなの知ったこっちゃないわよ」

　……なんつーか、ギスギスの原因の９割はリオンのせいなんじゃなかろうか。

　そんなことを考えていた矢先、静かな声がオレたちの耳に届いた。

「……かえちゃんの家に泊とま……る？　ふざけてるの？」

　静かな怒いかりを震ふるわせるコロネさん。

　あれか、リオンがオレの家に泊まることを認めたくないってことか。

「落ち着くんだ、コロネ。こいつもう寮りようから追い出されてて……」

「……かえちゃんは黙ってて！」

「い、イエッサー……」

「……かえちゃんの家に泊まるだなんて許されるわけがない」

「ちょっと楓。この子何言ってるのかよくわかんないんだけど。っていうか、誰？」

「あーオレたちのパーティの一人でコロネっていう……」

「あぁ、働かない賢けん者じやとか呼ばれてる？　なんだこの子がそうだったの。それがなんだって怒おこってんのよ」

「なんというか……コロネはオレの幼おさな馴な染じみでさ、ちょっとオレに執しゆう着ちやく心があるというかなんというか……」

「ふぅーん……」

　どうやらオレの言いたいことは伝わったようで、リオンは一度小さく頷うなずいた。

「なら楓その子に伝えて。楓とはもうパートナーなの、泊まるのは当然よって」

「いやこの距きよ離りなんだから直接伝えれば……」

「……パート……ナー？」

　あ、コロネの奴やつ絶対誤解していらっしゃる。

「なっ！　楓貴様っ！　狼少女とパートナーだと!?　おいこら狼少女！　なんで楓なんかと！　楓は俺のパートナーだぜ！」

　まぁパートナーは一人なんて決まりもないから別に問題はないと思うんだけども。

　っていうかオレなんかとっていう言い草もひどくない？　気持ちはわからなくもないけれど。

「あーもううっとおしいわね。別にアンタには関係ないでしょ。私はこいつを選んだんだから。ってアイツに伝えて」

「だからなんでリオンはオレに言うの？」

「……パートナーは私、小さい頃ころからそう決まってる」

「知らないわよ、そんなの。ってあの子に伝え……」

「自分で言いなさいっ！　シャイガールなのかリオンは！」

「うるっさいわねぇ、なんでアタシがこんな雑魚ざこどもと話さなくちゃならないのよ」

　なんだろう、ホントさっきまでのリオンはどこへやら。昼間の辛しん辣らつな女の子に戻もどってるよ。

「なぁリオン、これから同じクラスになるんだし、しかもこいつらはオレのパーティの仲間なんだ。つまりリオンも組むことになるんだから少しは穏おだやかに……」

　そうオレが忠告しようとした、その矢先、スっと前に紅太が割り込んできた。

「いいんだ、狼ガールの言うこともわからないではない。でもまぁ楓の言うとおり、今日から俺たちはクラスメイトでありチームメイトなんだ。昼のことは水に流して仲良くやろうぜ、狼ガール！」

　快活な笑みを浮うかべて握あく手しゆを求める紅太。

　そんな紅太を冷たい視線で見つめるだけのリオン。

　途と端たんに妙みような空気が漂ただよう。




「悪いけど私、楓かえで以外に興味はないから。って伝えて頂ちよう戴だい、楓」




　あ、完全に時間が停止した。

　しん、と静まり帰るダンボールハウス前。




「はぁあああん!?　楓以外に興味はないだぁああ!?　こっちはいろいろ我が慢まんして友好をしめそうとしてんだ！　そういう問題じゃねぇえんだよぉおおい！」

　静せい寂じやくを打ち破ったのは案の定というか、やっぱり紅太だった。

「お前楓が好きなんか！　残念でしたー！　楓は俺のモノですー！　もうすでにあんなことやこんなことした仲なんですー！」

「いやはや楓さんもスミに置けませんね」

「違ちがう師し匠しよう！　誤解だから！」

「……かえちゃん……私という存在がありながら……私なんかいつだってかえちゃんと式を挙げる覚かく悟ごなのに……」

「かえちゃん、それ本当なのかな？　ねぇ、教えて欲しいなぁ」

　スラッと腰こしに帯びた鞘さやから刀を抜ぬいてオレにつきつけるゼロ。

　透すき通とおるような刀身が月の光を受けて怪あやしく光った。

「コロネもゼロも落ち着いて！　紅太のデマカセだから！　アイツバカだから！」

「信じるよ？」

「目が怖こわい目が怖い、そんなことするわけないじゃんか。さぁ落ち着いて、な？」

　完全に目が据わってるよ、ゼロ……

　人間の一人や二人殺したことあると言われても納得するレベル。

「用は終わった？　終わったなら私まだ傷残ってるし、休ませて欲しいんだけど」

　淡たん々たんと告げるリオン。

　そんなんじゃ友達できないぞ。

「終わってねぇよ！　これから朝まで俺と楓の熱き友情物語を聞かせてやる！　お前なんかが入ってくる余地がないことを嫌という程教え込んでやるわ！」

「……なんなの？　私のかえちゃんを奪うばうつもり？　そんなのヤダ、絶対にヤダ……」

「落ち着いて紅太！　っていうかリオンもいちいち逆上させるような言い方しなくてもいいだろう。コロネもさっきからブツブツ怖い！　ゼロはひとまず刀を仕し舞まわない？　危ないから、いやマジで」

「なによ、本当のことなんだから仕方ないでしょう？　それじゃあ行くわよ。ここよね？　楓の家。本当にここに住んでるの？　屈かがまないと入れないじゃない」

　リオンはぶつくさ言いながら扉とびら代わりに立て掛かけてあるダンボールをどけて、家の中へと消えていった。

　取り残されるオレと紅太、コロネ、それにゼロの四人。

「相変わらずだなぁ、リオちゃんは」

「……敵、彼女は敵」

　コロネの中でリオンは敵認定されたらしい。にしても相変わらずということは……

「やっぱＡ組でもあんな感じだったんだなぁ、リオンの奴」

「そだね。Ａ組はクズばっかだから関わりたくないって言ってたらしいよ？　私は課題行ってたから直接聞いたことはないんだけどねー」

　なるほど、リオンなら言いかねない。というか実際昼間言ってたっけ？

　そりゃまぁクラスがギスギスもするわけだ。

「うぉおお！　許さん！　せっかく昼間のことは水に流すと言ってるのに！　なんだあの態度は！」

　オレとゼロがのんびり話している中、完かん璧ぺきに無視を決め込まれた紅太だけが吠ほえ続けていた。

「これじゃ俺の気が収まらねぇっ！　なんとしてでもアイツをＤ組に歓かん迎げいしてやるっ！　歓かん迎げい会かいを開いて、結びの言葉に『このような素晴らしい会を開いてくださって、リオン感激ですぅ』とか言わせてやる！」

「怒ってんのか歓迎してんのかよくわからないな」

　しかも無む駄だにリオンの真似まねうまいし。

『なんだなんだ歓迎会？』

　その声を聞いたＤ組の生徒たちが続々と箱から出てくる。

『マジで？　歓迎パーティー？　会費とかいる感じ？　出来たら食費浮かしたいっす』

　しかもほとんど全員。こいつら今まで大人しく部屋で何をしていたんだろう。

「なんか楽しそうだし、もうちょっと見てっていい？」

　たくさん集まった面々を見み渡わたし目を輝かがやかせるゼロ。

「いいんじゃないかな？」

　歓迎会とは言ってるけど何をするのかすらよくわからないし、もし普ふ通つうにパーティーだったとしてもダメってことはないだろう。

「っていうか、なんの準備もしてないのに歓迎会？　そもそもなんで歓迎会？」

　そもそもＤ組に歓迎されてリオンが喜ぶとも思えないんだけどなぁ。

「決まってるじゃねぇか、アイツを……自然にウチのクラスに迎むかえるためだ」

　キリッとした表情で言い放つ親友の姿に、オレも「お、おぉ」としか言えなかった。

　そんな紅太はスっとオレのマイハウスの前に立つと腰に手をあて堂々と仁王立ち。




「よくぞ集まった野や郎ろうども！　歓迎会じゃぁあああああっ！」

『おぉおおおおおおっ！』




　こうして唐とう突とつにリオンの歓迎会が開かれたのだった。







『第一回　ようこそ！　リオンちゃん歓迎会』




　誰だれがあのノボリを用意したんだろう。

　っていうかどうみてもアレ商店区のどっかの店のノボリなんだけど……

　どこかからパクってきたんじゃないだろうな。

　しかも『本日半額』と書かれた文字の上に重ねて書いてあるから読みづらいことこの上ない。しかも第一回って、二回目とかないと思うよ？　たぶん。

「なんか思ったより大おお掛がかりになったねぇ」

　ゼロが楽しそうに笑いながらそう言った。

「だね、まさか紅太がここまで本気だったなんて」

　いつの間にやら並木道にある松明たいまつをここまで運んできてるし、しかもほとんどのＤ組生徒が出で揃そろっている状じよう況きよう。

　聖域に行く時の格好、防具一式を着た紅太がウチの前で仁王立ちしながら声を上げた。

「いいかぁ野郎ども！　あのジクムントの一いつ匹ぴき狼おおかみこと『リオン・クインネス』を楓の家から引っ張りだし、歓迎してやるのが我々の目的であーるっ！」

「なんで防具引っ張り出してきたの？　紅太」

「決まってんだろ、これはもはや俺とリオンの戦なんだ」

　んなおおげさな、とも思ったけど紅太の目は本気だ。

　こうなったらもはや止められるとは思えない。そもそも楽しそうだし、止めようとも思っていないけどさ。

「野郎ども！　料理の準備はいいかぁ！」

『オッケーです！』

　紅太の声がけにＤ組生がテンポよく返事する。

「鳴り物の準備はいいかぁ！」

『準備万ばん端たん！　いつでも来いっ！』

「よっしゃあ！　歓迎会の開かい催さいじゃあああああああっ！」

『うぉおおおおおっ！』

　やたら盛り上がるダンボール組。

　どこから持ってきたその料理やら太たい鼓こやら。お前ら単位持ってないだろう。まぁたぶんみんなが持ってる単位をかき集めたんだろうけど。

『っていうか主しゆ賓ひんがいませんっ！』

「そう！　いいところに気づいたっ！　問題の主賓は今楓の家に引きこもっていやがるっ！　そこで！　これから楓の家の前で出し物をしてもらいます！　その出し物に釣つられて主賓は外に出てくるだろう！　そこをみんなで歓迎してやるんだっ！　つまりっ！　ヤツを楓の家から出したやつが優勝だ！　優勝賞品はなんと！　なんと……あー……とにかく優勝だぁあっ！」

「いやそんなテキトーなノリでみんながノってくるわけ」

『うぉおおおお！　目指せ優勝！』

『優勝はオレのもんだぁあああっ！』

　さすがＤ組、細かいことにはこだわらない。

「それじゃあまずトップバッター！　名乗り出るものはおらんかぁあ！」

　紅太の叫さけび声ごえにざわざわ、ざわざわとどよめき立つＤ組生。

　トップバッター如何いかんでこれからあとの出し物のクオリティーも変わってくる。

　そう、言ってしまえばこの歓迎会のクオリティーを決めてしまうと言っても過言ではないわけだ！

　そんな責任重大なトップバッターに、さすがのＤ組の面々も尻しり込ごみしてしまう。

「おいおい、こんなんじゃ優勝なんて夢のまた夢だぜー」

　紅太が苦笑するそんな中、オレたちの中から彼が一歩前に歩み出た。

「仕方ありませんね、ここは私が出るとしましょう」

「師匠、トップバッター、任せていいんだな？」

　そう言って真しん剣けんな眼差しで師匠を見つめ、肩かたを叩たたいた紅太。

「もちろんですとも、私が催もよおし物ものというものを見せて差し上げましょう」

　クイッとメガネを上げる師匠の姿にクラスメイトたちが湧わき上がる。

『いけぇええ師匠！　アナタなら出来るっ！』

「ようは相手を家から出せばいいのですよね？」

「ああ、そうだ。手段は問わねぇ、頼たのんだぜ、師匠」

「ふふっ……簡単なことです。相手はこの学校の有名人『リオン・クインネス』。この私がターゲットにしないはずがないのです！」

　キランっと光る師匠のメガネ。

　師匠は素早い身のこなしでズボンの中に手を突つっ込こんだ。

　やっぱり出るのか、師匠のとっておき……師匠が師匠たる所以ゆえんとなるもの……

「さぁリオンさん！　今すぐ出てきなさい！　さもないと私がイメージして書いたアナタの恥はずかしい姿のイラストをばら撒まきますよ！」

　ズボンの中から取り出した五、六枚くらいの紙を掲かかげてヒラヒラさせる師匠。

「それ出し物じゃなくて脅きよう迫はくぅううううっ！」

　思わず止めに入るオレ。

　おかしいから！　トップバッターがいきなりおかしいから！

　師し匠しようの特技──妄もう想そうイラスト。

　その上手さからダンボール組の男子生徒には大人気。

　しまいには師匠から絵を学びたいという男子生徒が殺さつ到とう、気づけば絵の師匠となっていた。だから、師匠。ちなみにこの学校で『変態画家・アーディ』と言えば彼のことだ。

「止めんな楓かえで！　これならリオンも出てこざるを得ないだろう！」

　紅太に続いてクラスメイトどもが喚わめき立てる。

『そうだ止めちゃいけない楓！　マジで！　っていうかいっそリオンも出てこなくていいからあっ！』

　さすがウチのクラスバカばっかりだ！

「お前ら歓迎会って名目どこいったの！　それに紅太！　実は握あく手しゆ拒きよ否ひされたの根に持ってるんだろう！」

「え？　いやべつにそんな、なぁ？　俺がそんな根の暗いようなことを……ごにょごにょごにょ」

　めちゃくちゃ目が泳いでるんだけど。
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「さぁいいのですかリオンさん！　今出てきたらアナタの餓が狼ろう装備が半分脱ぬげてしまったというシチュの絵だけで済みますよ！　さぁ！　さぁ！」

「師匠も何食わぬ顔で進めんなって！　っていうかいつ描かいたの、そんなものっ！」

「さっきです、即そつ興きようで」

「すごいな師匠！　じゃなくて引っ張り出す方法がおかしいから！　もっとこう歓迎会らしいものがあるでしょう！　師匠なら似顔絵とか……」

「さぁさぁ！　早くしないとさらに恥ずかしいイラストにしますよっ！」

「お願い話を聞いて！」

　ダメだ！　オレ一人の力じゃこいつらは止められそうにないっ！

　こうなったらリオンに飛び出してきてもらうしかないんだけど……

「…………」

　声をかけているのにまったく応答がない。

　まさかアイツ、たかがイラストくらいと思っているのか？

　それは甘いっ！　おしるこよりも甘すぎるっ！

　彼のイラストは精せい巧こうにして精密、そりゃもう本物のようだと評判だ。

「リ、リオンさんっ？　ばらまいちゃいますよー、いいんですかー？」

　師匠は少し戸と惑まどった様子を見せながら、オレのダンボールハウスに近づくとそっと中にイラストを一枚入れ込んだ。

「どうです？　なかなかのものでしょう！　これをバラまかれたくなければ出てくるのです！」

　だからその文句完全に脅迫だから。

　しかも言ってることはすっごい黒いのに本人が超ちよう爽さわやかっていうギャップ。

「…………」

　サンプルを渡わたされたにもかかわらず、リオンからはなんの応答もない。

「……出てこないね、リオン」

　オレは師匠の隣となりに立ってダンボールハウスの方を眺ながめる。

「なっ……まさか私のイラストが似ていないとでも……？」

　いやそんなはずはないと思うんだけどなぁ。

　その精巧すぎるイラストのせいで今まで数多くの女生徒から訴そ訟しようを起こされているというのに。

「似ていないから恥ずかしくないということですか？　くぅっ！　負けたっ！　私の負けですっ……！」

　どさっと地面に膝ひざを付き頭を垂れた師匠が敗北を認めた。

『ししょぉおおおおっ！　絶対そんなことないって！　だからイラストくださいっ！』

　うなだれる師匠に駆かけ寄より肩を叩く男子たち。

　お前ら歓かん迎げい会どうでもよくなってるだろう。

「みなさん……」

　顔を上げた師匠の目には一ひと粒つぶの涙なみだ。そんなに悔くやしかったの？

「ではこれはいつも通り競売にかけるとしましょう！　さぁみなさん張った張った！」

　商業科所属、アーディ・リョウカ、専門『画家』。

『５単位！』

『10単位だっ！　しばらく飯が食えねぇ！』

『ならオレは……』

　なんか気づけばオークションが開かれてるんですけども。

「くっ……中々やるじゃねぇか狼ガール」

「紅太はオークション混ざらないんだな、いつもはそのうち値が上がったら売るとか言って参加してるのに」

「後ろ見てみ、後ろ」

　ん？　後ろ？　俺は紅太の背中の方に目を向けてみる。

　するとそこにはギラギラとした光を放つ一本の刃は。

　その刃を辿たどった先には当然……

「あー……」

　オレはぎこちない動作で正面に向き直る。見ていない見ていない、オレは何も見ていない。

「なっ？　今少しでもあっちに向かってみ？　殺やられるぜ？」

「なるほど……納得した」

「さ、さぁ次だ！　誰だれかリオンを引っ張り出す自信のある奴やつはおらんかぁ！」

　次って言ってもなぁ、師匠が敗北したあとだ、全体の士気は目に見えて落ちている。

『くっ……あの師匠が負けるだなんて』

『師匠に勝てない相手を僕たちがどうこうできるだろうか……』

「ちっ、やっぱみんな尻込みしちまったか」

　悔しそうに舌打ちした紅太。

　ざわざわとどよめくクラスメイトたち。

　そんな中、スっと透すき通とおるような声がオレたちの耳に届いた。

「……蛇じやの道は蛇へび。ここは私が行く」

　今まで大人しくオレたちの背後で台車に横たわって眺めていたコロネが立ち上がった。というか、身体からだを起こした。

『委員長っ！　働かない賢けん者じやが動きだしたぞ！』

『いいんちょぉおおおっ！　今日も奇き蹟せきをお願いしますっ！』

「コロネか、たしかにお前になら任せられそうだぜ」

　紅太が怪あやしい笑みを浮うかべる。

「……任せて」

　それを見て同じように笑みを浮かべたコロネ。

　なんだろう、嫌いやな予感しかしない。だって二人共怪しい笑顔なんだもん。

「いや任せてって、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「幼おさな馴な染じみのお前が何言ってんだよ。なんてったってコロネは祈き禱とう師だぜ？」

「……そう、私は祈禱師なの」

　自信満々にそうのたまう二人。

　この祈禱師ってのは奇蹟──自然から力を借りて本来有り得ない現象を引き起こす力──を使えるフェルダーのことだ。

　それこそ奇蹟なら何もないところに道具を使わず火をつけたり、生き物の傷を直したりとかできる。この奇蹟を使える祈禱師っていうのはごく少数しかいない。

　まず扱あつかうことが相当難しい。次に教えられる人物がそういないので、若いやつが育たない。なのに、独学できない。だからもともと奇蹟が使える親の下に生まれでもしない限り奇蹟を使えるようにはならない。

　しかも生物を傷つけると力が失われるという制約もある。ハンターを目指すフェルダーなんかじゃ、まず奇き跡せきを扱うことはできないのだ。

　そのため、奇蹟を使える生徒は一つの学年に五人もいない。

　このコロネはそんな珍めずらしい祈禱師の一人。ただ本人があまりにもぐーたらなため、ダンボール組になんかいる。

「そりゃまぁそうだけど……祈禱師ならリオンを部屋から出すことができると？」

　オレの知る限りじゃ引きこもりを部屋から出す奇蹟なんてない気がするけど。

「……うん、見てて、引きこもりの気持ちは引きこもりにしかわからない」

　そう言ったコロネはスっと指を中空に掲げた。

　かと思うと、スラスラと宙をなぞり何かを描き始める。なぞられた宙に光が発して文字が浮かび上がる。コロネの指先には光が灯り尾おを引ひいた。

　本当ならこの際スペル詠えい唱しようがいるらしいけど、コロネはそれを省略できるとか。

「……引きこもりはね？　なんで引きこもると思う？」

　なんで引きこもるのか？

「そんなの外に出たくないからじゃないのか？」

　そもそもリオン引きこもりじゃないんだけど。なんで引きこもりを出す事になってるんだろう。

「ううん、違ちがう、それはね？　そこに家があるからなの」

　間ま違ちがってる気がするんだけど、否定もできないっ。

「だから、その根本を断って上げればいいの」

「うん？」

　なんかすっごい嫌な予感が……

「それはもしかして……」

「家がなければ引きこもれないっ……！」

　コロネの言葉と連動するように宙に描かれた文字が急に燃え上がった。

　クイッとコロネが指先を上に向けると、その文字が引きつけられるようにコロネの指先へと移動する。

「待って待って！　それはおかしい！　っつーかオレの家だからっ！　普ふ通つうにボヤ騒さわぎになるからっ！」

　咄とつ嗟さにオレはコロネの身体を羽は交がい絞じめにした。

　燃やす気だっ！　オレの大事なウチを燃やす気だっ！

「止めないでかえちゃん。家が燃えれば出てこざるを得ないんだよ」

「淡たん々たんと怖こわいこと言うなっ！　相変わらずぶっ飛んでるな、お前はっ！」

「なるほど、この発想は俺にもなかったぜ」

　なんで紅太は感心してるんだ！

「あってたまるかっ！　お前、祈禱師は生物傷つけちゃいけないんだろう！」

「ダンボール箱は無機質だからセーフ」

「中の人が死ぬからっ！」

「……大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、火事の結果だから」

「そういう問題かぁああああっ！」

「……大丈夫大丈夫」

「大丈夫じゃないってぇえええっ！」

　ギャーギャー騒ぎ合っているとフッと炎ほのおを纏まとっていた文字が消える。

　お？　さすがに思いとどまってくれたのか？

「……もうかえちゃんが邪じや魔まするから、持続時間オーバーしちゃったよ」

　ただのタイムオーバーかよ。

「ばかえでっ！　せっかくコロネが俺の仇あだを討ってくれそうだったのにっ！」

「紅太お前やっぱ根に持ってんだなっ！」

「ち、違いますーっ！　べ、別に根に持ってなんかいませんーっ！」

　絶対噓うそだ。歓かん迎げい会かいとか言いながらリオンに仕返しするつもりだったんだ。なんて奴だ。

「コロネももうあっちで料理でも食べてなさい！　どうせまた面めん倒どくさがって飯食ってないんだろう！」

「……それじゃあ私の負けを意味する」

「お前は何と戦ってんだっ！　っていうか普ふ段だん働かないくせにこんな時だけやる気を出すなっ！　ほらっ！　あっちに料理あるからっ！」

『え、もう飯食っていいの？』

『あ、僕もお腹すいたー』

　オレの言葉をもう料理に手をつけていい合図と勘かん違ちがいしたＤ組の面々が料理の方へと走り出す。

「お前らは飽あきてきてんじゃないよ！　主しゆ賓ひんがまだだからっ！　飯はおあずけっ！」

　騒ぎはどんどん広がり気づけば至る所でぎゃーぎゃー声が上がり始める。

　料理を持ってきては食べ始める奴、オレの家に火を放とうとする奴、オークションをする奴、持ち寄った太たい鼓こを叩たたきまくる奴もいれば、それを止めようとする奴も少しはいた。

　なんかもうカオスな状じよう況きよう。ダンボール組っぽくもある。

「アハハハハ！　こんだけ騒げば狼おおかみガールも気になって出てくんだろ！」

　やたら満足そうな顔で笑う親友。

「おまえ！　まさかそれが狙ねらいでっ！」

　紅太が高笑いをしたちょうどその瞬しゆん間かんだった。




「うるっ……さぁあああああああいっ！」




　それは夕方聞いたモンスターの咆ほう哮こうにも似ていた気がする。

　一気に静まり返るダンボール組。

　全員が声のした方向、オレのダンボールハウスを注視した。

「…………」

　そこから無言で出てくる少女が一人。

　もちろんリオンだ。

　トレードマークでもあるポニテは解かれ、ジャージに身を包んでいた。

　もしかして寝ねてた？

　当初の計画だとリオンが出てきた今、太鼓が打ち鳴らされ『ようこそＤ組へ！』とみんなで言うはずだった。

　が、誰ひとりとしてそれを実行できずにいた。

　なぜかって？

　リオンがひと目でブチ切れているとわかったからだ。

「疲つかれてゆっくり寝てたら外でどんちゃんどんちゃん……」

　やっぱ寝ていたのか……通りで師し匠しようの脅きよう迫はくにも出てこないわけだよ。

　わなわなと震ふるえるリオンがこちらを見る。

　目があった。マジで怖い。

「……楓かえで、アンタに話があるわ」

「え、オレ!?」

　オレはむしろこいつらの凶きよう行こうを止めようとしてたんだぞ？　なのに名指しでオレ？

「な、なんでしょう」

「これの弁明を聞かせてもらおうかしら」

　これ？　これって一体……

　そこでリオンの手元に視線を落として気づいた。

　リオンの手には一枚の紙。グシャグシャに握にぎりつぶされた一枚の紙。

　あれはまさかっ……！

「これはアンタが描かいたのかしら？」

「違うんだ、聞いてくれ、それはさっき師匠が入れたんだ、別にオレが欲しかったわけじゃない！　っていうかお前みたいなペッタンコぶっちゃけ興味ぐぼぁっ！」

　強きよう烈れつなアッパーがオレの顎あごに突つき刺ささる。跳はね上がる頭。綺き麗れいに入ったせいで全身の力がふっと抜ぬけ、気づけばその場に腰こしを落としていた。

　や、殺られる。絶対に殴なぐり殺ころされる。無実の罪で。

「……………」

　あれ？　リオンがこちらに向かってこない。

　それどころか握ったイラストをまじまじと見つめていらっしゃる。

　どうしたんだろう？

　オレだけでなく、呆あつ気けに取られていたクラスメイトたちまでもが不思議そうにリオンを見つめる。

「あんた今ペッタンコって言ったわよね？」

「あ、あぁ。実際お前ペッタンコだろう？」

　見た感じ。

「うん、追加で一いち撃げきね」

「ぶほぁっ」

　腰をついたオレの横顔に容よう赦しやなくリオンの回し蹴けりが炸さく裂れつ。

　地面を横よこ滑すべりするかわいそうなオレ。

　ダメだ、この子にペッタンコなんて言ったらダメだ！

「まぁでもこれで楓はこの絵を見てないってことがわかったわ。この絵、なぜか私の本当のバストサイズっぽいし。普ふ段だんさらし巻いてるのになんで知ってるのよ」

　なるほど、本当のバストサイズを知らない＝オレは絵を見てないと判断したのか。にしてもペッタンコって言っただけで回し蹴りってひどくない？

　おいおいと涙なみだするオレに珍しくコロネが自分で歩いて近寄ってきた。

「……わたしのかえちゃんになんてことを」

「なによ。そいつがペッタンコなんて言うのが悪いのよ。文句ある？」

「……ある」

「へぇ……」

　こっちはこっちで緊きん迫ぱくした空気。

「……だいたいなんなの？　わたしのかえちゃんなのに興味持ったりしないで」

「ふん、そんなこと知らないわよ。もう興味持っちゃったんだもの。たとえ私の裸はだかイラストを集めるような変態だったとしてもね。それとこれとは別だから」

「……つまり私のライバル」

　たぶん、違うと思う。

『マジかよ……なんでヘタレ楓を女の子が取り合ってるんだよ……』なんてクラスメイトの言葉が聞こえてきた。

　悪かったね、オレなんかで。っていうか、みんな勘違いしてるよね？

「なによ、ライバルって。アンタも楓（の強さ）を知りたいの？」

「……ふん、かえちゃんのことは（幼おさな馴な染じみだから）もう隅すみ々ずみまで知りつくしてる」

　ざわっと揺ゆれるギャラリーたち。

『お、おいおい、知り尽つくしてるって、まさか』

　まさかなんなの。

「は!?　アンタ知ってるの？　楓（の強さ）のこと！　教えなさいよ！　アイツ、速いだけじゃないんでしょう!?」

『は、早い……ってまさかそれ……』

　だからまさかなんなの！

「…………」

　なぜか誇ほこらしげな笑みを浮うかべるコロネさん。

　知ってる？　お前ら、その会話微び妙みように嚙かみ合ってないからね。

『くっ、やはり委員長はすでに楓のボディを知り尽くして……おい、みんな奴やつの暗殺計画を……まずアイツがトイレに行ったら……』

「誤解！　誤解だから！　っていうかターゲットに計画漏もれてるから！」

「ちょっとなに勝ち誇った顔してんのよ！　いいわよ！　私だってこれから付きまとって突き止とめてやるんだから！」

「なっ……それはダメ。かえちゃんは渡わたさない」

「は？　台車で運ばれるような雑魚ざこが楓についてこれるわけないじゃない。渡さないもなにも、ここに私がいる間、こいつのパートナーはこの私なのよ」

「……ぐぬぬ、か、かえちゃんは台車を引いてくれるもん」

　形勢逆転したからか、今度はリオンが笑顔を浮かべてコロネが悔くやしそうな表情をした。

　っていうかなんなのこれ。なんかもうクラスメイトたちはオレを見ながらヒソヒソ話してるし。やめて、完全に誤解なんだから。

　にしてもこの喧けん嘩かは一体どうなるんだろう？　どうにか収束できないかと頭をフル回転させた矢先、コロネが爆ばく弾だんを落としてしまった。

「……ペッタンコわんこ」

　コロネの一言が嫌いやに大きく聞こえた。

　それはそれは長い時間を沈ちん黙もくに費やした気がする。

「はぁ!?　だから私はさらしだって！」

「……そんなの見たことないし、ペッタンコにさらしかもしれないし」

　まぁコロネの言い分も、もっともといえばもっともだ。

　唯ゆい一いつ、その真相をなぜか知っている師匠が一歩前に出てきた。

「いやコロネさん、リオンさんは」

「……親衛隊」

「うすっ！」

　コロネの言葉にすぐさま親衛隊の返事が聞こえた。

　かと思うと、人だかりの先頭にいた師匠は背後から伸のびた手に引きずられ群衆の中へと引きずられていく。

　コロネ親衛隊──コロネにとって不都合な相手をコロネの合図で排はい除じよする集団。ウチのクラスに数人いるらしいが、その実態は定かではない。

「むぐっ！　んんんんっ！　んっ……あ……」

　なんかテントの裏から嫌な声だけが聞こえてきたけど気にしない方がいい気がする。

「だいたい私よりアンタの方がペッタンコじゃない。何その幼児体型。年とし頃ごろの女の子とは思えないわよ？」

「……あ、私怒おこっていい。もう怒ってたけど」

「ふん、怒ったからどうすんのよ？　私に勝てるとでも？」

「…………」

　コロネは何も言わない。ただただ押おし黙だまってリオンを見つめていた。眠ねむたそうな目で。

　どうするんだ、コロネの奴。

　さすがに殴りかかったりすることはないと思うけど……

「……わたしだってちょっとはある」

　それだけ呟つぶやいたコロネが着ていたジャージの上着を脱ぬぎ捨すてる。そして顕あらわになる白い半はん袖そでのシャツ一枚。オレたちＤ組の夏の制服だ。

「……どっちが幼児体型か、見比べてもらう」

「ふん、いいわよ。やってやろうじゃない」

　マジで？　マジで？　っていうかこの子達は一体何をやってるんだろう？

　これは止めておいた方がいいんじゃないか？

「お、おいお前ら、何もそこまでやらなくても……」

「うっさい、黙れ」

「……黙って」

『黙れや楓ぇえええええ！』

　リオン、コロネ、それにクラスメイトたちの怒ど号ごう。なんかゴメン……

「せいぜい私のスタイルを前に嘆なげくがいいわ」

　リオンが着ていたジャージの上着を投げ捨てる。そして半袖になると裾すそをめくりあげなにやらごそごそ始める。

　それがさらしを外しているんだと分かったのは、彼女が細長いさらしを引ひき抜いた時だった。

　アイツ本当に晒し巻いてたのか。

「さぁ、準備できたわよ」

「……吠ほえ面づらかくがいいの」

　そう言ってコロネはそのシャツに手をかけた。

　それを見てリオンも同じように手をかける。

『おぉおおおおっ！』

　思わず歓かん声せいを上げるクラスメイトたち。

　バッ！　と夜空に舞まう二枚のシャツ。

　露になる美少女二人の白い柔やわ肌はだ──のはずが、現れたのは黒いタンクトップを着た上半身。露ろ出しゆつらしい露出は腕うでのみ。おへそすら見えていない。

　そして何より目を引いたのがそのライン。二人とも申し訳程度の膨ふくらみ。

　なんていうか……さらしいらなくね？

「アンタ、そんなのでよく私に張り合えたわね」

「……アナタこそ」

　オレ知ってる、これどんぐりの背比べって言うんだ。

　思わず絶句するクラスメイトたち。そうだよね、少なくともここは下着姿を想像するもんね。なのにこの体ていたらく。そりゃ落らく胆たんもするか。
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『…………』

「ちょっと！　あんたたちが決めるのよ！」

「……寒いから早くして欲しいの」

　二人の呼びかけに誰だれも応じない。

　そもそもどちらも大して変わらないからどう判断すればいいのかわからない。

　全員が顔を見合わせ困り顔。このままじゃ女性陣じん二人がキレて大惨さん事じを引き起こすことは必然。それでクラスメイトたちがやられるのは忍しのびない。なんせこれの原因オレだから。

　ここはオレがなんとかするしかない。

　覚かく悟ごを決めて、ゆっくりと口を開く。

「お、お前ら、よくそれで張り合えたな」

「…………」

「…………」

　無言になった少女二人がオレの方をゆっくりと向いた。

　おや？　目に光がないぞ？

「ご、ごめん噓うそ！　噓だからね！」

「…………」

「…………」

「本当にすいませあだぁぁああああああっ！」




　その日、最後に見た光景は目前に迫せまる二つの拳こぶしだった。







　３狩り目　Ｄ組だってやればできる──危なくなったら逃げるけど







　暖かな太陽の光が窓から差し込む。

　この学校で二年目の生活が始まってから既すでに七日目。

　今はどのクラスでも座学が行われている時間。

　レンガの壁かべに木の床ゆかで作られた第二校舎の四階、一番端はじっこにあるＤ組でも同じだった。しんと静まり返った教室の中、教官の声だけが響ひびき渡る。

「このとおり、龍りゆう類るいと獣じゆう類は鼻が効くため目め潰つぶし玉などで視界を奪うばっても的確に血の匂においを嗅かぎとり追つい撃げきしてくる、つまり視界を奪っても油断はできないということだ。まぁ刺し激げき物ぶつではあるので、数秒のたうち回る事はあると思うがな……」

　生態学の教官はモンスターについて丁てい寧ねいに解説してくれていた。

　オレはふと辺りを見回す。

　……うん、ほとんど寝ねてるな。コロネに至っては台車の上で転がってるし。まぁアイツだけは例外か。

　紅太の奴やつは……なるほど、墨すみでまぶたの上に目を書くという古典的方法か。遠目にも丸分かりだけどな。っていうか今寝ているクラスメイトの七割がその手法っていう……

　教官は気づいてんのかなぁ、無視なのかなぁ。

　むしろみんな同じ目だからこそ、気づかないみたいな。

　うーんと悩なやんでいると、『クァアアアアッ！』という鳥の鳴き声が校舎の至る所から響き渡わたった。

「よーし、今日はここまでだ、明日あしたは水類のモンスターについて説明する。今日の内容をテストするからしっかり覚えておけ。あと墨を使うという発想は悪くない。だが無理があるな、おすすめは目を明けて寝ることだ。以上」

　それだけ言うと教官はさっさと教室を後にした。

　同時に沸わき立たつクラスメイトたち。

『くそっ！　バレていたとは……！』

　あれ？　ちゃんと聞いてたんだ？

「Ｄ組の授業ってこんななのね……っていうか、内容が低レベルだわ……」

　不意に後ろの席からリオンの声が聞こえてきた。

「まぁＤ組だし」

　学内でも最低ランクなわけだしさ。

「さすがダンボール組ね……正直侮あなどってたわ。っていうか、授業中に寝る方法なんかに頭使うくらいならもっと課題の事に頭使いなさいよ」

　それはたしかにと同意しておく。

　そんな中、その寝る方法を中心になって考案する元げん凶きようがやってきた。

「そうか、目を明けて寝るのか……たしかにそれなら完かん璧ぺきじゃねぇか……」

「やぁ皆みなさんお昼ですし、これからご一いつ緒しよにどうですか？」

　まぶたに黒い線が入ったままの紅太とそれに付つき添そった師し匠しよう。

「おぉ、いいね。リオンも一緒に……」

「……遠えん慮りよしとくわ。私は一人で食べるから」

　それだけ言って席を立ち荷物を置いてある後ろのロッカーへと向かうリオン。

「うーむ、せっかく歓かん迎げい会開いたのに今ひとつ心を開いてくれねぇよなぁ」

　紅太の言うとおりなんだよなぁ、オレ以外のクラスメイトを避さけているようなそんな感じだ。

　なんとか打ち解けてくれた方がいいんだけど……

　ってあれ？　リオンが立ち止まって廊ろう下かの方を……

　それを見て気づく。今日も連中がやってきたのだと。

『お、いたぞ、リオンの奴』

『アイツとうとうダンボール組に馴な染じんできたんじゃねぇか』

『なんかヘタレ野や郎ろうと組んでるんだろう？　ヤキが回ったんじゃね？』

　ヘタレで悪かったな、ったく……

　廊下にはうんざりするような人だかり。

　みんながみんなこそこそとこちらにまで聞こえてくる陰かげ口ぐちを叩たたいている。

「んだよ、また来てんのか？　ったく、いい加減にしねぇとアイツ等の秘密を暴いて学校中にばらまいちまうぞ、楓かえで名義で」

　紅太が廊下の連中を睨にらみつけながらそんなことを呟つぶやいた。

「せめて自分名義でやってくれないかな？」

「あ？　狼おおかみ少女の身代わりになりたくねぇの？」

「……まぁなりたいかと聞かれたら微び妙みようだけど」

　でも少しは矛ほこ先さきが変わるならそれも悪くは……

「もう七日は経ってますよね？　飽あきない方々ですねぇ」

　師匠は師匠で苦笑を浮うかべる。

「あーもうあんなのはただのノイズだ。気にするこたねぇよ、おい、狼少女！　お前も気にすんなよ！」

　紅太の声に足を止めていたリオンが再び自分のロッカーへと向かう。

「うっさいわね、アンタに言われなくてもそのつもりよ、まったく」

「素直じゃねぇなぁ、ありがとうって言ってもいいんだぜー」

　最近ではちょくちょく見かけるこういう光景。少なくともウチのクラスにリオンは歓迎されている。

　が、Ａ組ではそうでなかったらしい。

『一人で粋いきがるからこうなんのよねー』

『いい気味ね、このままずっとダンボール組にいてくれたらいいのに』

　新学期が始まってリオンがダンボール組に落ちたという話は瞬またたく間まに広まっていた。

　それ以来、Ｄ組は見世物小屋となっていた。主にＡ組、リオンの元クラスメイトたちによって。

「ふむ、しかしなぜあそこまで嫌きらわれているのか、今ひとつ理解できませんね」

「そうなんだよなぁ。たしかに高たか飛び車しやだけど、ここに来てから嫌われるような言動はしてないもんね」

　何よりあの歓かん迎げい会かいでコロネと張り合って服を脱ぬいだことから、ウチのクラスでは意外と愉ゆ快かいなヤツなんて評価だ。

「まぁなんか奴らにも理由があんじゃねぇの？　うっとおしいけどよ。そのうち飽きんだろ」

「だといいけど……」

　オレたちでは手の打ちようもなく、リオンはスタスタと出入り口に向かう。

「ようリオン！　ダンボール組に馴染んでるじゃねぇか！」

　お？　アレはこの前オレのダンボールハウスを潰つぶしたリーゼント。

「いいざまだぜ、へへへへっ！」

　それに取り巻きのモヒカン三兄弟もいるな。

「なんかお前が家を潰したあのヘタレと仲良くしてるっぽいじゃねぇか！　あんな雑魚ざこのどこがいいんだか！」

　仲良くってほどでもないけどなぁ。

「…………」

　そんな連中相手に一言も発しないリオン。あの見物が始まってからずっとあの調子だ。

「はっはっは！　何も言わねえんだな！　まぁそうだよな！　Ａ組の俺たちの方がつええんだから！　優ゆう秀しゆうなんだから！　怖こわくて喧けん嘩かなんてできないもんなあ！」

「何が名門クインネスだ！　一族全員学校をトップ卒業したとか噓うそなんじゃねーの？　犬っころどもにそんなことできるとは思えねーなー！　ギャハハハハ！」

　リーゼントの笑い声に釣つられるようにしてモヒカンたちもバカ面下げて大笑いする。

「くっ……」

　再びリオンが歩みを止めた。

　それを見て立ち上がる師匠。

「下品な方々ですねぇ」

「……同感だぜ、師匠。ちょっと楓のお面とか作ってくれねぇか？」

「すぐにでも」

「あれ？　何に使うつもり？　っていうか、そこまでするくらいなら自分で行くから」

　それだけ言ってオレは廊下へと歩み寄る。さて、なんて言ったものか……

「……もう一回、言ってみなさい？」

　静かに、でも力強く響いたリオンの声。

　ひそひそ聞こえていた陰口が一気に止んだ。

「もう一回言えっていってんのよ！」

「おー怖い怖い、やんのか？　今度は手加減しねーぞ？」

　前やられたのに粋がる余よ裕ゆうがあるのか。ポケットに手なんか入れてるし。

　リオンは顔を伏ふせ静かに口を開く。

「私の悪口なら別にいいわよ、好きなだけ言いなさいよ」

　その表情は重く暗い。

　それでも彼女は顔をあげ、すべてをぶつけるように叫さけびつけた。

「でもね、家族の悪口だけは……母様や父様の悪口だけは絶対に許さないっ！」

「絶対に許さないっ！　アハハハハっ！　どうよ似てたか？」

　なのにリオンの怒いかりを、叫びをアイツは受け止めなかった。

　奴のモノマネで回りの連中がクスクスと笑い出す。

「くっ……！　なによ！　何がおかしいのよ！」

　吠ほえるリオン。

　その表情は本当に悔くやしそうで、悲しそうで、辛つらそうで。

「だいたいアンタたちみんなそうなのよ、陰かげでこそこそこそこそ……言いたいことがあったらはっきりいいなさいよっ！」

「んだよ、和を乱してたのはお前だろ？　雑魚の犬っころさんよー」

「……えぇそうよ、乱してたわよ。だって私は……！」

　そう叫んだリオンがギュッと拳こぶしを握にぎり振ふりかぶった。

「そんなアンタたちが大っ嫌いだからっ！」

「ダメだ！　殴なぐっていいことなんか、あっ」

「へっ!?」

　オレはリオンを止めようと慌あわてて駆かけ出だした。この慌ててってのが間ま違ちがいだった。

　まさかの自分の足に自分で躓つまずくという愚ぐ行こう。

　リオンの斜ななめ後方から飛び込むようにリーゼントとの間に割って入った。入ってしまった。

　ブンっと振るわれたリオンの拳がオレの後頭部にめり込む。強きよう烈れつな衝しよう撃げき。その衝撃はまっすぐとオレの顔をリーゼントの顔面へ運んでいった。




「ちゅっ」

「んちゅっ」




　時が止まった。
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「んぁああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「ぐぇぇつ！　ペッ！　うぉえぇえええ！」

　止まった時間がオレとリーゼントの悲鳴で動きだした。

「え？　えぇ？」

　戸と惑まどうリオン。当然ですよね、こんなの軽い奇き跡せきですよ。

「うぅっ、オレのファーストキスが……こんなリーゼントなんかと……うぅっ……」

「っざけんじゃねぇぞ、コラぁっ！　オメェ何してくれてんだ！」

「ちょ、ちょっとタンマ。まだオレ立ち直れてないんです」

　ぺっぺと口を拭ぬぐっていたリーゼントに胸ぐらをつかみあげられる。

「た、大変ですっ！　今のを見ていたコロネさんが気絶しましたぁ！」

『委員長ぉおおおお！』

『くっそぉ！　Ａ組めっ！　楓の唇くちびるはどうでもいいけどよくも委員長気絶させやがったなぁあ！』

『お前らのせいで委員長がぁああっ！　楓の唇はどうでもいいけどっ！』

　あの、お前らできればオレのことも気き遣づかって欲しいなって。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　こ、これは私が殴りかかろうとしたからで、でもなんでこんなことに……！」

　完全にうろたえるリオン。

「うっせぇ！　こいつが邪じや魔ましなけりゃこんなことには！」

「本当に申し訳ありませんでしたっ……お互たがいこのことは忘れません？」

「お、おぉ。それは俺も同意してやるよ……二人だけの秘密な……」

「あ、アニキ、それなんか違ちがう……」

　モヒカン１、ナイスツッコミ。

「うっせぇ！　くそがっ、ふざけやがってＤ組め」

「ぷっくくっ、ま、まぁ落ち着けよ、な？」

　必死に笑いをこらえながらやってきた紅太がオレの胸ぐらを摑つかんでいるリーゼントの手を摑んだ。

「んだよ、何笑ってやがんだ、てめぇ、こらっ！」

「いやぁ、すげぇ奇跡も起きるもんだと思ってよ」

「うっせぇ！　何も起こってねぇ！　起こってねぇんだよ！　なっ、ヘタレ野郎！」

「そうだよ、紅太！　何も起こっていないんだ！」

「ぷくくっ、まぁ忘れたい気持ちも、ふひっ、わからなくはねぇよ？　でもさ、元はといえば、他クラスの前に毎日集まるお前たちが悪いっしょ？」

「あぁん？　なんだお前喧嘩売ってんの？」

「まぁ聞けって。お前たちはここに来てリオンをからかいたい、俺たちはそれがうっとおしい。どうだ？　俺たちと勝負してみないか？　お前たちが勝てばもう何も言わねぇよ」

「は？　勝負だ？　寝ねぼけてんのか？」

「別に？　大おお真ま面じ目めだ。大真面目にお前らに勝って、お前らを黙だまらせるって言ってるんだ」

　紅太の言葉のおかげか、オレの胸ぐらを摑んでいた手が解かれる。その代わりリーゼントは紅太の方へと向き直った。

「お前ら俺らのことなめてんのか？　だいたいなんで俺らがお前ら雑魚の相手をしてやんなきゃいけねぇんだ、あぁ？」

「はんっ！　楓かえでとチューしたこと広めるぞ。広められたくなけりゃ、俺が売ってる喧嘩を買いやがれ」

「紅太っ！　それだけはやめてっ！」

「勝手にせぇよ、あれは事故で……」

「噂うわさってのは尾おひれがつくもんだぜぇ？　いいのかなぁ？」

　怪あやしく笑ってみせる紅太。あの、それオレにもダメージがくるんですけど。

「舐なめやがって……」

「おちょくるのとコケにするのが俺の特技なんだぜ？　覚えとけよ？」

　あーあー、リーゼントの額に青筋が……

「……そうやって怒おこらせて、俺たちに喧嘩を買わせる。そういう魂こん胆たんなんだろう？」

「あぁ、そうだぜ？　その通り、わかってんじゃん」

「……わかった、乗ってやる。ただし、俺が出す条件をクリアーできたらの話だ」

「へっ、まぁそれくらいは飲んでやるよ。あっさりクリアーしてお前らに吠え面づらかかせてやる」

「……クソが」

　吐はき捨すてるようにそう呟つぶやいてから、リーゼントはぐいっと紅太の胸ぐらを摑みあげ顔を近づけた。

「失敗しても勝負に負けてもお前たちＤ組全員、俺たちのおもちゃだ。壊こわれるまで遊んでやるよ」

「オーケイ、宣戦布告いただいたぜ？　覚かく悟ごしろよ、エリートさん」

　それだけ言って紅太は胸ぐらの手を払はらい除のけ、笑いながら背を向けた。







　クラス採集課題──炎エン纏テン魚ウオ一いつ匹ぴきの捕ほ獲かく

　エリア　──草原

　危険度　──Ｄ

　主な生息獣じゆう──カルヒェン、エンテンウオ




『うぉおおお！　草原狩がりじゃあああっ！』

『エンテンウオどこじゃあああいっ！　リオン嬢じようのためにぃいいいっ！』

『委員長の仇あだ討うちじゃああっ！』

「……あぁもうなんなのこのクラス、ほんとウザったい」

　防具を身に纏まとい大だい剣けんを肩かたに担いだリオンがそう呟いた。

　前後左右いたるところではＤ組の面々が防具に身を包み血気盛んに歩き回っている。

　木で作られた小屋と石で出来た大きなゲートのあるウェイポイントを出てすぐ、エリア１に向かう道すがらのこと。

　この世界は『街や村』──『小動物などのいる安全な自然』──『モンスターの棲む聖域』という三つの地域に分けることができ、この奇き蹟せきを利用して作られたワープゲートは聖域の一歩外、自然に作られている。

　ゲートは一見ただの石で作った枠わくなのだが、支し援えん課から発行される手形を持って近づくと鏡のようになり、その鏡に入ると手形に書かれた場所までいけるようになっている。

　ここから聖域まではこの細長い道を通れば着くことになる。

　辺りは広々とした草原。青い草が風に揺ゆれた。

　空は真っ青で白い雲がぷかりと浮うかぶ。

　いやぁいい天気だ。

　いい天気で朗らかな気分になりそうなもんなんだけど、リオンはいつも通りなかんじ。

「だいたいなんで私の問題のはずがＡ組とＤ組の喧けん嘩かになってんのよ」

「楓があのリーゼントにちょっかい出してくれたからな、おかげでトントン拍びよう子しに進んだぜ、うぇっへっへ」

　なんか気持ち悪い声を出しながら笑う紅太。

　オレたちの周りにはいつも通り紅白の衣装を着たコロネ、相変わらず上半身裸はだかの軽装にクロスボウを背負った師し匠しようがいる。

「アイツ等は私をバカにしにきてたのよ？　どうしてこんなことに……だいたいアンタがあそこでバランスを崩くずすからっ！」

「待って待って！　たしかにあれはオレのせいだけど！　でもオレだって辛つらい目にあってるんだから！　っていうか思い出させないでっ！」

「かえちゃんが……私のものであるかえちゃんの唇が……」

　オレが引いている台車の上で紅白の衣装に儀ぎ式しき刀を握ったコロネが泣きそうな声をあげる。

「まぁ楓の唇一つで奴やつらとやりあう機会が生まれたんだ、安いもんじゃね？」

「安くないからっ！　オレの唇を返せっ！」

「ったく……だいたいその言いぶりだと、ジクムントのバカはアイツ等と勝負したかったみたいじゃない」

「ん？　みたいじゃねぇ、したかったんだ」

　意外なことを言い出す紅太に、全員が首をかしげる。

「なんせ相手はＡ組だぜ？　たんまり貯ため込んでるのは間違いねぇ。そんな連中が俺たち最下位組と自分から接点を作りに来てくれてるんだ。どうにか勝負してその貯め込んだ単位をもらえねぇかとな」

　なんと、紅太はそんなこと考えてたのか。

「でも、思ってたっていうのはいつから？」

「アイツ等が来るようになってからだな。狼おおかみ少女が起き爆ばく剤ざいになるんじゃねぇかって」

「なるほど。実際は楓さんのキスがきっかけになったわけですね」

「じゃあアンタは私をダシにしようとしてたわけ……？」

　背中に背負った大剣を摑み、リオンが紅太に詰つめ寄よる。

「おっと、最初はそのつもりだったけど、今はちげーぞ。俺たちが勝てばお前はもうバカにされない、俺たちも美味おいしい。ほら、協力すべきだろう？」

「ふん、私は一人だって奴らに勝てるわ」

「でも、一人じゃ勝負すらしてもらえねぇだろ、だからしっかり頼たのむぜ、狼少女。つっても狼少女の力を頼たよるのは本番になるんだけどな」

　にこやかに笑った紅太にリオンは返事をしなかった。

「お、聖域が見えてきました」

　師匠が指差す方向には一枚の立て看板。ここからは何が起こってもおかしくない領域。

「エリア１ですね。さぁ皆みなさん気を引ひき締しめ」

『うおっしゃあああ！　エンテンウオ出てこいやぁああああ！』

『あぁああああっ！　おとなしく出てきてくださぁあああいっ！』

　このエリアにいるかもわからないターゲットを求めて駆かけ出だしたＤ組の連中。命知らずというかなんというか、まぁいいんだけどさ。

「ったく、なんでこんな奴らと課題しなくちゃいけないのよ。しかも採集課題なんかを……よりによってエンテンウオなんて」

「確かにタイミングが良かったですね、悪い意味でですが。エンテンウオなんて月に一度くらいしか課題にならないというのに」

「しかも珍めずらしい割に実入りわりぃからな、こんなのこなす生徒なんてほとんどいねぇ。だからこそ、あのリーゼントもこの課題を条件にしやがったんだろ」

「……誰だれもやらないからこそ、見つけて捕つかまえるのが大変」

　なるほどねぇ。たしかにリオンなんて絶対やらないだろうしね。

「けどま、アイツ等大事なこと忘れてやがったな」

「ですね。我々には採集課題の楓さんがいらっしゃいます」

　楽しそうに笑った師匠がオレの肩を叩たたいた。

　そう、オレだけは去年二、三回こなしたことがあったんだ。

「それで？　楓は本当にエンテンウオの居場所知ってんのよね？」

「うん、伊達だてに一年間採集課題ばっかりしてないよ」

「それじゃあさっさとどこにいるのか教えなさい。あと姿形とかもね」

「そうだな、姿はちょっとでかいトカゲだよ。だいたい普ふ段だんは川があるエリア２、６のどっちかにいるはず。けどこの時間だと……」

「わかった、じゃ、私先に行くわね」

「あ、おいこら、狼少女！　チームワークを乱すんじゃねぇ！」

　紅太の静止に足を止めたリオンは静かな目で紅太を見み据すえた。

「あのさ、私別にアンタたちＤ組と組む気はないの。楓には興味あるけどね」

「ちょ、リオンっ！」

　オレが名前を呼んだ頃ころにはすでにリオンは走り去ってしまった。

「だーもう！　あの狼少女、勝手なことしやがって！」

「……わがまま狼。やっぱりかえちゃんのパートナーにふさわしいのは私」

「今それは関係ないと思うな、コロネ」

「まぁまぁ、落ち着きましょう。どうせ向かうところは同じ……」

「あ、師匠、それが違ちがうんだよ」

　オレの言葉に紅太も師匠も首をひねる。

「んぁ？　どういうこった？　楓かえで」

「リオンにはああ言ったけど、オレが行こうと思っていた目的地は別なんだよ」

　オレは空を見上げて太陽の位置を確認する。

　ちょうど真上から少し西に傾かたむき始めていた。

　うん、間ま違ちがいない、今向かうべきは川のあるエリアじゃない。

　本当に向かうべきはこのエリア１から東にあるエリア３を越こえた先、ジトジトとしたコケだらけのエリア５。

　リオンが向かったのはエリア２方向だから西に行ってしまっている。

　エンテンウオという名前だから水の中にいると思いがちだけど、実際エンテンウオはでっかいトカゲみたいな奴だ。

　背中の穴から炎ほのおを吹ふき出せる変わったトカゲのような生物。

　草食動物で、主食はコケ。水辺にいるのは朝晩の寝ねるときだけ。

　モンスターってのは餌えさを求めて遠出することもある。まず間違いなく川にはいない。

「なるほどな……参ったな、そうなると完全にはぐれちまってるじゃねぇか」

　そうなるんだよなぁ。さすがに呼びに行って、戻もどってから向かうのも手間がかかるし……

　なによりこの草原は中ちゆう継けい地点がこのエリア１と最奥のエリア８のみ。

　合流しようと思ったら一周するしかない。

　エリア１の真まっ只ただ中なか、幸いにして草そう食しよく獣じゆうしかいないこのエリアで全員どう動いたものか思案する。

「しゃあねぇな」

　そんな中、不意に口を開いたのは紅太だった。

「悪いんだけど、師匠。リオンを探しにいってくれねぇか？」

「えぇ、私もそれがいいと思っていました。一周してエリア５で落ち合いましょう」

「あぁ、よろしく頼むぜ」

「気をつけてね、師匠」

「……ガンバ」

「皆さんも、くれぐれも採集だからと油断せぬよう」

　そう言い合ってから、オレたちは二手に分かれて歩き出したのだった。







「なーんか大事なことを忘れてる気がするんだよねー」

「あ？　なんだ突とつ然ぜん？」

　紅太と台車に乗ったコロネ、その台車を引くオレの三人はエリア３を抜ぬけ、エリア５へと続く獣けもの道みちを歩いていた。

『エンテンウオをー求めてー歩くのだー』

　後続にはなんか歌いながら歩くクラスメイトの姿も見える。そろそろ大人しくしてもらいたい。

　さっきまでの爽さわやかな風吹く草原から一転、木々が増えジメッとし始める。ここだけ見れば林と言っても過言ではない。

「なんかすっごく大事なことなんだけど……」

　うーん、とさっきから頭を抱かかえる。

　思い出さないといろいろマズイことなはず。だけど、一向に思い出せない。リオンと師匠がいなくなってから、急に不安になったんだよな。

「……たぶん、わたしに対するプレゼント」

「何もプレゼントする気はなかったよ」

「……かえちゃんのバカ」

　なんか膨ふくれてるんだけど、どうしてプレゼントだと思ったの、この子。

「んーじゃああれだろ、あのモヒカンとのキ」

「もうその話題を引っ張らないで！」

「んだよ、じゃあ他になんかあんのか？」

「あるはずなんだけどなぁ……なんかこうこの課題に関することが」

　ガラガラと音を立てるコロネの台車を引きながらオレはあーでもないこうでもないと考える。

「なんかよくわかんねぇけど、気のせいじゃねぇの？　ほら、もうすぐエリア５につくんだし、気にすんなよ。思い出せないってことはどうでもいいことだって」

　確かに紅太の言うとおりかもしれないな。今はこの課題に集中したほうがいいか。

　気を取り直して、正面を向くとちょうど獣道が終わって、目前の視界が広がった。

　そこは無数のコケが生えたジメジメした草場。

　倒たおれた大木は腐くさり、ところどころにキノコが生えたりしている。

「たぶんこの辺りに……」

「おっ！　あれじゃねぇのっ!?」

「……おぉ、火、吹いてる」

　エリア５のど真ん中、のそのそと四足で歩くオレンジ色のトカゲがいた。

　コロネの言うとおりボフッ、ボフッ、と歩くたびに背中に空いた小さな穴から炎が吹き上っている。

「なんだこの課題楽勝じゃねぇか！」

　水音を立てながらコケの上を走る紅太。

　オレもコロネの乗った台車を引きながらその背中を追いかける。追いかけるんだけど、なんだろう、なんか得体のしれない不安が。

　昔俺も紅太みたいなことを言った記き憶おくが……

『お？　なんかもうエンテンウオ見つかったみたいじゃね？』

　なんてクラスメイトたちの声が聞こえてきた。

「へぇ、これがエンテンウオってやつか。ほれ、コロネ、お前が持っててくれ」

「……アイアイ」

　しっぽを摑つかんだ紅太がコロネに手て渡わたす。コロネがそのエンテンウオを大事そうに抱え込んだ。歩くときにしか炎を吹かないはずだから、コロネも怪け我がしたりしないだろう。

「さーて、こんなに早く見つかっちまうと逆に困るな」

「そうだね……」

「ん？　まだなんか考えてんのか？　楓」

「そうなんだよ、なんか今思い出しかけて……」

「んー考えるだけ無む駄だじゃねぇ……の？」

「あっ！」

　紅太が口をつぐむのとオレが声をあげるタイミングが重なった。

　と、同時にオレたち三人の上に黒い影かげが落ちてきた。

『お、おいお前ら……』

　クラスメイトたちの震ふるえる声。

　あぁ、なんでこのタイミングで思い出すかなぁ、オレ……

「……なぁ楓よ。何を思い出したか言ってごらん？」

　──バッサバッサ

「……あ、あのさ、エンテンウオを主食にしてるモンスターがいてさ」

　──バッサバッサバッサ

「ほーう、そんなヤツがいるんだなぁ……」

「あぁ、そりゃもうデッカイデッカイ……」

「……かえちゃん、コウ、上におっきな鳥さんいるよ」




『クァアアアアアアアッ！』




「「うぉおおおおおおっ！」」

　一気に駆かけ出だしたオレと紅太。

　ガラガラと大きな音を立てて台車が走る。

『ぬぉおおお！　全員撤てつ退たいっ！　総員退たい避ひぃいいいいっ！』

『紅太と楓を囮おとりにオレたちはずらかるぞォオオオオッ！　委員長だけは守ってやってな！』

「薄はく情じようものぉおおおおっ！　てめぇら帰ったら覚えてやがれ、こんちくしょぉおお！」

　紅太の叫さけび虚むなしくクラスメイトたちは獣道へと姿を消していった。

　とはいえ、走り出したオレたちも止まるわけにはいかない。

　全力疾しつ走そうだっ！

「……きゃー、落ちるー」

「本当に落ちそうなの!?　落ちそうならもうちょっと落ちそうな雰ふん囲い気きを出して！」

「うぉおおお！　追っかけてきてっぞ、あのモンスター！　もしかしてあれがお姉さんの言ってたカルヒェンとかいう奴やつか！」

「そう、それ！　リオンも師し匠しようもいなくなって不安になったのはアイツがいるからだよ！　すっかり忘れてた！」

「もっと早くに思い出さんかい、バカエデッ！　俺カルヒェンってその辺の草食獣だと思ってたわ！」

「ごめんなさいっ！」

　とにもかくにもまっすぐと走り続ける。

　背後からはバッサバッサと羽音が聞こえた。今はおそらく様子見しているんだろう。

「……かえちゃん、落ちるー」

「マジで!?　っていうか抑よく揚よう無さ過ぎて本当に落ちそうなのかわかんないっ！」

「っておい！　マジで落ちてんぞ、お嬢じようちゃん！」

　紅太の言葉に振ふり返かえってみると本当に台車の上からコロネの姿が消えていた。

「うぉ！　ほんとだ！　しっかり摑まって……」

　そうか、エンテンウオを抱だきかかえてたから摑まれなかったのか。

「おいおい！　アイツがエンテンウオを狙ねらってここに来たんだとしたら……！」

　紅太の言葉を聞くよりも早く、オレは台車を飛とび越えコロネの元へと駆け出す。

『クァッ！』

　それとほぼ同時、空中でホバリングしていたカルヒェンがコロネ向かって急降下を始めた。

「……なるほど、これはピンチというやつかもしれない」

「落ち着いてる場合じゃないからぁああっ！」

「え、でも動きたくないし……動くくらいなら死んだ方が……」

「ぐうたらにも程があるって！　だらけるのに命かけてるんじゃないよ！」

　風を切きり裂さき、ピィィと音を立てるカルヒェンの身体からだ。おおよそ半年ほど前、オレもあれに襲おそわれた。

　あの攻こう撃げきはターゲットにあたる寸前で身体を反転、その鋭するどいカギ爪づめで摑み取どりに来る。

　そう、ぐるんと振り子このように爪が襲ってくるんだ。

　つまり、縦に振り切られる攻撃。

　だから横にコロネの身体を動かせば……！

「あ、かえちゃ……」

「ごめんっ！　コロネっ！　よいしょっと！」

　コロネの側面に駆け込むと即そく座ざに横たわった体をゴロンゴロンと転がす。

「あ～、こ～ろ～が～る～」

　二転、三転してちょっと離はなれたところでコロネはまた仰あお向むけになった。

　それを確認するやいなや素早くバックステップ。

『ピィッ！』

　凄すさまじい風圧と大きな巨きよ体たいが目の前で半回転した。

「ぬおぁああっ！」

　カッコ悪いオレはその時の凄まじい風圧にやられ尻しり餅もちつく。

「うっ、つぅ……」

　すんでのところで攻撃を回かい避ひされたカルヒェンが地面に足をつけた。

　茶色い羽色、赤い嘴くちばし、その大きさはオレの二倍以上。あの赤い嘴は今まで食べてきたエンテンウオの血で赤いんだとか。

『クァアアアアアッ！』

　鳥にしては低い鳴き声をあげて、カルヒェンはコロネの方に向き直って頭をのけぞらした。

　奴の足元にはまだ寝ね転ころがっているコロネの姿。

　まさか嘴を突つき立たてる気じゃ……！

「……ピンチその２かも」

「逃にげろっ、コロネっ！」

　オレが声を上げるとほぼ同時。ガラガラと鳴る音に気づいた。

「うぉおおおおっ！　間に合いやがれっ！」

　台車を押しながら紅太が駆け出した。そしてその勢いのままコロネへと向かっていき……

　ガツッと嘴が台車に突き立てられた。

　台車の下、車輪と車輪の間には横たわったコロネの姿。

　なるほど、そう台車を使うのか。

　すぐさまオレは台車に駆け寄よるとコロネを台車の下から引きずり出した。

「お前は本当に動かないなっ！」

「……まぁ二人がいたから」

　信用されてるのは嬉うれしいけれど、少しは自分で逃げる努力もしてもらいたい。

「のんびり話してる場合じゃねぇぞ！　楓かえで！」

　たしかに嘴が食い込んだとかそういうわけではない。

　すでにカルヒェンはこちらを見ている。

「わかってる！　っとぉっ！」

　オレはすぐさまコロネの身体を抱きかかえてやる。どうせ自分じゃ走らないだろうから。
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　働かない賢けん者じやというのは伊達だてじゃない。

　っていうか最近誰だれかをかかえることが多すぎない？　オレ。

「……おぉ、かえちゃん力持……ぷるぷるしてるね」

「そこは黙だまっててくれてもいいところ！」

「……お姫ひめ様抱っこだなんて愛されてるぅ」

　な、なんだろう、コロネはこの状況わかってないのか？

　とにもかくにもジリジリとカルヒェンの目を見たまま後ずさりするオレたち。

「そ、それで！　これからどうするの、紅太！」

「逃げたいっ！」

「願望なんだねッ！」

「お嬢じよう抱だきかかえた状態で鳥類から逃げるのはまず無理だろうっ！　かと言って台車でも無理！　そもそももう台車使えねぇし！　背中を見せた瞬しゆん間かんやられるっ！　だからっ！」

　紅太は自身の主武器である戦せん斧ふを構えた。

　それとほぼ同時、素早く飛び上がったカルヒェンがこれまた鋭くこちらに突とつ進しんしてきた。

「ぐっ……くっ」

　紅太がすかさず戦斧で受け止めるも、その威い力りよくに顔を歪ゆがめる。きっとガード越ごしでもダメージをおっているのだろう。

　それに対してノーダメージのカルヒェンは悠ゆう々ゆうと旋せん回かいを開始する。その目はコロネに注がれていた。

「紅太、大だい丈じよう夫ぶかっ！」

「なんとかなっ！　それより楓っ！　お前、今持ってる道具は！」

　今回俺が持ってきた道具……たしか……

「煙けむり玉だまと雷らい鳴めい箱ばこ！」

　ただ煙を出すだけの玉と、踏ふむと雷鳴と共に近くにいる生物を痺しびれさせる手のひらサイズの箱。

「よっしゃ、煙けむり炊たいてその中に雷鳴箱置いたらコロネを抱かかえて入れっ！　ヤツが飛び込んできたところをオレが叩たたき落おとしてやるっ！　楓はオレの声がした方に走って出てきてくれっ！」

　それだけ言うと、紅太は少し離れたところにまで走り、注意深くカルヒェンの動向を探った。

　やることが決まればのんびりなんかしていられない。

　オレはその場にコロネを下ろすとすぐさま腰こしのポーチから煙玉を取り出し、地面に叩きつける。割れた玉からはもくもくと煙が立ち上り、オレたちを覆おおった。

　あっちからも見えないだろうけど、オレたちも外が見えない。

　その煙の中心に、小さな雷鳴箱を一つ置いておく。

「よし、コロネ、しっかり摑つかまって」

「……ぎゅっ」

　首に手を回したコロネ。あとは紅太からの合図を待つだけ。

　なんだかドキドキしてきた。いや、コロネが抱だきついてるからではなく。

　それは長かったような、短かったような、『ピィッ』という鳴き声とほぼ同時「こっちだっ！」という紅太の声が聞こえてきた。

「あっちかっ！」

　声のした方向へ駆け抜ぬける。

　紅太が煙を炊たかせたのは、煙の中へ突っ込こんだカルヒェンが逃げ出したオレたちに気づかないようにするため。もし見られていたらオレたちを追ってくる。そうすれば雷鳴箱の上にカルヒェンを誘ゆう導どうできない。

　オレは辺りを覆っていた煙を肩かたで切りながら素早く煙から脱だつする。そして景色が開けた瞬間、すれ違ちがうようにして横を飛び上がった紅太の姿。

　振り返ると煙に映った大きな黒い影かげ。

　その影向かって紅太は振り上げた身みの丈たけよりも大きな戦斧を思い切り振ふり下ろした。

「おらっ！」

　大技過ぎて本来ならなかなか決まらない一いち撃げき。しかし決まれば最高の一撃。

『キイッ！』という悲鳴に似た鳴き声のあとにズシンと地鳴りが一回。そして雷鳴一つ。

『ギャァアアアアアアッ！』

　断だん末まつ魔まに似たカルヒェンの声が煙の中から聞こえてきて、煙の中の黒い影は静かになった。

「どうだっ！　そこで寝ねてやがれっ！」

　着地した紅太は口くちの端はを釣つり上げ、不敵な笑みを浮うかべていた。

「やるじゃん、紅太っ！」

「はっはっは！　俺様が本気を出せばこんな……」

　意い気き揚よう々ようと笑っている最中に吹ふき込んだ風。

　それはこの場の熱をさらうように、喜びをさらうように、煙をさらっていった。

『ピィイイイイッ！』

　横たわっていたカルヒェンの身体が悶もだえ、そして再び飛び上がる。

「マジかよ、俺の渾こん身しんの一撃だったのに……」

　呆ぼう然ぜんとする紅太に、カルヒェンは容よう赦しやしなかった。

　さっきの仕返しと言わんばかりにその巨体を突とつ撃げきさせる。

「ぐっくぉおおおお！」

　なんとか弾はじき返したモノの紅太の身体は大きくのけぞった。

「く……そ、どうしろってんだ……」

　雷鳴箱じゃダメだった、となれば倒たおすしかない。

　けれど、紅太のあの一撃を食らった上であの動き。

　コロネをかばいながらとなるとかなり厳し……

「楓っ！」

「しまっ！」

　目の前には奴やつのカギ爪づめ。すぐさま反転して背中を向ける。コロネにだけは手を出せてたまるかっ！

　ガキンッ！　という激しい音。

「ぬぉあっ！」

　丸太でしばかれたみたいな衝しよう撃げきにオレの体は前のめりに押おし倒された。

　いってぇぇええ！　防具してなかったら背中なくなってた！

「……かえちゃん！　大丈夫？」

「なんとか……」

　またも悠々と旋回を始めるカルヒェン。鳥が獲え物ものを見定める動作。獲物を……待てよ？　つまり……

「紅太、アイツの狙ねらいはこのエンテンウオなんだよね!?　なら！」

　オレはコロネを下ろし、抱だきかかえられたエンテンウオに手を伸のばす。コロネはすんなりとエンテンウオを渡わたしてくれた。

「あぁなるほど、確かめてみるかっ！」

　オレは紅太が構えるのを見るとエンテンウオを掲かかげた。すると今度はオレの方向へと突進を繰くり出だしてくる。

「うぉりゃあっ！」

　ギンッ！　と紅太の戦斧がカルヒェンの身体からだを弾き返す。と、同時に、紅太の身体がオレに寄りかかってきた。

「ありがとう、紅太っ！」

「っつー、き、気にすんな、もう二度とやりたくねぇけど。でもこれで決まりだ、やっぱりそのエンテンウオ狙いだ」

「ならオレはこいつを持ってリオンたちの方へと走っていくよ」

「大丈夫か？　俺がやっても……」

「オレのが足速いでしょ？」

　オレの言葉に紅太は小さく頷うなずいた。

　何より、二回アイツの攻こう撃げきを弾いた影えい響きようで紅太の体はきっと鈍のろくなっている。

　一いち撃げき貰もらったけど、オレなら走れる。

「気をつけろよ、楓」

「……かえちゃん、危なくなったら逃にげて、約束」

　善処するよ。オレは一つ頷いて素早く駆かけ出す。

「さぁ、こっちだ！」

　このエンテンウオには悪いけど、しばらく利用させてもらおう。

　滑すべるコケの生えた地面。

　うまくバランスを取りながら駆け抜けていった。







　背後からはバサバサと羽音が聞こえる。この羽音がなくなったら、羽音が風を裂さく音に変わったら要注意だ。

　聞き耳を立てながら駆け抜けるエリア５とエリア７を結ぶ獣けもの道みち。両サイドに木々の生おい茂しげった茂みのあるこの道とその先にあるエリア７を抜け、最奥であるエリア８までたどり着けばすぐにリオンと師し匠しように合流できるかもしれない。

　それまでスタミナが持つかどうか、それだけが問題だ……

『ピィィィイッ！』

　甲かん高だかい音。カルヒェンの鳴き声。それと共に聞こえるヒュンっという風切り音。

「ぬぉっ！」

　咄とつ嗟さにしゃがみこむ。

　が、そのしゃがみ込むタイミングが早すぎたのだろう。

　カルヒェンはしっかりとオレの背中に鉤爪を走らせた。

　ズキンと痛む背中。

　オレの身体は前のめりに倒れ込んだ。

「っつ……」

　いってぇ……けど、アーマーのおかげで血が出るほどではなかったか……

「にしてもあぶねぇ……エンテンウオ潰つぶすところだった」

　まるで差し出すみたいにしてエンテンウオをかばった。が、それを見たカルヒェンはすかさず嘴くちばしを振ふり上げた。

　カルヒェンの固定パターン。急降下からの嘴くちばし突つきたて。

　確実にエンテンウオを狙うこいつの嘴はオレの腕うでごと持っていくだろう。

　こいつを放り投げでもすれば助かるかもしれない。

　けれどエンテンウオは絶対数が少ない。課題が珍めずらしいのはそのためだ。つまり、こいつを逃のがせばチャンスがなくなる。Ａ組に挑いどめなくなる。

　ひいては、リオンがまたあんな顔を──

「あぁもうっ！」

　オレはぐいっとエンテンウオを抱きしめるように覆いかぶさった。これなら嘴でエンテンウオは取られない。

　アーマーがあるとはいえ、背中に対して二度目の攻撃。アーマーが持つか？　なにより鋭するどさがさっきの比じゃない大おお怪け我がは必至。

　ギュッと目を閉じ、襲おそい来るはずの痛みに備える。首にかけていたハイリンクをあらかじめ握にぎっておけば痛くとも回復はできるはず。

『クァアアッ！』

　カルヒェンが喉のどを鳴らした。




　──くるっ！




「アンタ、私に噓うそ教えたわね？」

「へ？」




　不意に聞こえた不ふ機き嫌げんそうな声。

　激しい風切り音が聞こえ『グァアアアッ！』という悲鳴が一つ立ち上った。

　仰あお向むけになり、辺りを確認する。

　さっきまで足元にいたカルヒェンは宙に舞まい上がっていた。

　そして──

「なんかそこにはエンテンウオいないとか言い出すし、探してみたらこんなところで襲われてるし！　バカじゃないの!?　なんで戦わないのよ！　死にたいの!?」

「リオンっ！」

「な・に・がリオンッ、よ。アンタよくもこの私を騙だましてくれたわね？」

　スっと大剣の切っ先をオレに向けるリオン。

「待って待って待って、話を聞かなかったのはそっちだから！　だいたい今のんきに話してる場合じゃ……」

「アンタが川って言ったんじゃない！」

「いや言ったけど……リオン！　後ろっ！」

　宙に舞い上がっていたカルヒェンがリオンの背後から襲いかかっていた。

　オレや紅太が力負けしたカルヒェンの滑かつ空くうからの攻撃。

「あぁもうなんなの？　うっとうしいわ、ねっ！」

　オレの目の前にあった切っ先がスっと移動した。

　リオンはくるっと振り返かえると同時にその赤黒く染まった大剣を振り回す。

　力任せなリオンの一撃。

　側面から大剣の攻撃を食らったカルヒェンの巨きよ体たいが地面の上を横よこ滑すべりした。

「すげぇ……」

　な、なんか横たわったカルヒェンがうなってるんだけど……

「で？　言うことは？」

「ご、ごめんなさい……」

「よろしい」

　こえぇ、狼おおかみ少女こえぇえ……

「あぁもう走り疲つかれたじゃない。だいたい何？　なんであんたそんな弱っちいの？　少しは戦ってみせなさいよ。本当に私の勘かん違ちがいなの？　まったく」

「そ、それはそうと師匠は……」

「あぁ、あの半はん裸ら？　あいつならその辺の茂みにそそくさと入っていったわよ、射しや撃げき体勢見られるのが恥はずかしいとか言いながら。まったく、どんな体勢で狙ってるんだか……」

『クァアアアアッ！』

　いつの間にか身体を起こしていたカルヒェンが両の羽を広げながら駆け寄よってくる。相変わらずオレの抱かかえているエンテンウオめがけて。

「あら、起きたのね」

　それに対しリオンは慌あわてる素そ振ぶりもない。

　すっとオレの前に立ち、その大きな剣を振りかぶった。全身に力を込めているのだろう。

　一いち撃げきで打うち倒すために。

　ドタドタと駆け寄ってくるカルヒェン。

　リオンまであとわずかというその時、響ひびき渡った雷らい鳴めい。

『グァアアアッ！』という悲鳴、その巨体に黄色い稲いな妻ずまが駆け巡めぐる。

　カルヒェンの首元には一本の矢。

　カルヒェンの斜ななめ後方にある大木、その木の枝に乗っかった師匠が放った矢。

　オレと目が合うと師匠は恥ずかしそうに顔を隠かくした。キモイ。

　それを見て何が起こったのかを悟さとった。

　クロスボウを持つ師匠は先せん端たんに雷鳴箱をつけた特別な矢をカルヒェンの首元に打ち込んだ。矢とカルヒェンの体に挟はさまれ壊こわれた雷鳴箱は音を立てながらその巨体を停止させた。

　首元に打ち込めばどんな巨体も充じゆう分ぶん止まる。とはかつて師匠が言っていたこと。




「こんな鳥ごときに苦労するだなんて、まったく」




　それだけ呟つぶやいたリオンは溜ために溜めた力を一気に爆ばく発はつさせた。

　ブォンっと風を裂き、振り下ろされる大剣。

　天を仰あおぎ見みるように立ち尽つくしていたカルヒェンの視界は、きっと真っ黒に染まったことだろう。

　赤黒い狼の牙きばによって。







　４狩り目　喫茶店騒乱







　レンガ造りの薄うす暗ぐらい校舎の一階にあるＤ組の教室を見み渡わたして考える。

　なんだっけなぁ、ちょうど今のこの状じよう況きようを表すような言葉があった気がする。

　四時間目、一日の最後の授業が終わり生徒たちが課題を始めたり商業科なら商店区でお店を開いたりする時間。

　木製の机にうつ伏ぶせになるダンボール組の生徒たち。

『やべぇ、やべぇよ……これが筋肉痛ってヤツなのか……』

『うーおー、体痛すぎて帰れねぇー、動けねぇー』

『あ、なんか今お迎むかえが来た気がする……』

　机に突つっ伏ぷして唸うなるクラスメイトたち。たぶんそのお迎えについて行ってはいけない。

「あぁ、思い出した、死し屍し累るい々るいだ」

　みんなで課題に繰くり出だし、一晩明けた今日全員死人となっていた。

　いやぁ採集課題でこの有様とは。

　でもまぁ、一いつ生しよう懸けん命めいエンテンウオ探して駈かけずり回ってくれてたらしいし、仕方ないか。

「コロネはいいよな、お前はずっと寝ねてっから」

　なんだか死にそうな顔した紅太が教室の後ろで、台車の上で寝ね転ころがっているコロネを見てそう呟いた。

「……うらやましいでしょう。これが違ちがいというものなの。それはそうと、かえちゃんはバカ」

「いやあの脈略がなさすぎねぇか？　今の語ご尾び」

　オレの代わりにツッコんでくれる紅太。

「ふん……」

　コロネはなにやらご機き嫌げん斜ななめなご様子。

「おいおいかえちゃんよ、お前コロネに何かしたんか？　それはそうとかえちゃんはバカ」

「うつってるうつってる。なんか昨日からこんな感じでさ」

「かえちゃんはバカ」

　オレの視線に気づいたコロネがまっすぐとこちらを見ながらそう告げた。

　たぶんエンテンウオをかばって身を投げ出したことを師し匠しようから聞いたんだろう。リオンが話すとは思えないし。

「そ、それはそうと紅太、Ａ組とはいつ勝負できるの？」

　オレは次の予定を紅太に聞いてみる。

「あぁ、昨日課題こなしてすぐ交こう渉しように行ったからな。次は三日あとだぜ、まずは疲ひ労ろう回復しねぇとな。それはそうとかえ」

「もういいからそれは！」

　でもまぁたしかに急ぐことはないか。正直、今のダンボール組では聖域に出たところで五秒と持たないだろう。

「勝算はあるの？　そもそもの力量が違うと思うんだけど」

「あぁまぁそのへんは俺に任せとけって。ふへへ、たんまりと単位をぶんどってやる」

　そう言って紅太は不敵な笑みを浮うかべてみせた。

　こうなると心強い。あの連中との勝負はそれなりに勝算があるってことなんだろう。

「それはそうとだ、身体からだを休めるには甘いものだと思うんだよな、俺。だから今日は……」

　それだけ言った紅太は教きよう壇だんの前へと向かっていった。

　お？　紅太の奴やつ、何するつもりだ？

「あー！　諸君！　昨日は一日ご苦労だった！　諸君らの働きの甲か斐いあって！　我々は無事Ａ組への挑ちよう戦せん権けんを得た！　ありがとう！」

『うぉー』

　覇は気きのない声を返すクラスメイトたち。相当疲れてるな、こりゃ。

「本番は次の課題なわけだが……その前に！　諸君らに感謝を込めて軽い打ち上げを行おうかと思う！」

『!?』

　打ち上げという単語に食いついたクラスメイトたちが全員机から起き上がり紅太を注視する。それを見て、満足気な表情を浮かべた紅太。

「これよりみんなで喫きつ茶さ『ハイカラ』にでも行こうではないか！　疲れた体には甘いものだ！　もちろん！　俺のおごりでなぁあああっ！」

『うぉおおおおお！』

　一気に復活したＤ組の面々、なんとまぁ現金な。

「ふっ、俺様にかかれば士気を上げることすら容易い」

　なんだか怪あやしい笑みを浮かべながら紅太がこちらに帰ってきた。

　さっきまで動けないとか言っていたクラスメイトたちは既すでに喫きつ茶さ店てんへと向かい始めている。

　なんかみんな鼻歌交じりだし。実はみんな元気だったのか。さっきの死にそうな顔はどこいったの。

「けどいいな喫茶店。最後に行ったのいつだったっけ？」

「……私はちょくちょく行く」

　コロネはＤ組でもちょっと異質だからな。

　祈き禱とう師の腕うでを買われて他クラスから治ち療りよう依い頼らいが来るくらいだし。

　それで唯ゆい一いつそれなりに稼かせいでるから委員長なんてしている。

「それわたしも行きたいかもー」

　唐とう突とつに紅太の背後から可愛らしい少女の声が聞こえてきた。

「ひゃっ！」

　なんか可愛らしい悲鳴を紅太が上げた。気持ち悪い。

「やほ、紅太にかえちゃん、それにコロちゃんもー」

　いつも通り柔にゆう和わな笑顔を浮かべたゼロがお下さげ髪がみを弾はずませながら現れた。

「か、帰れＡ組！　貴様は敵じゃああっ！」

　やっぱりゼロには冷たいんだな、紅太の奴。別に喫茶店くらい一いつ緒しよに行ってもいいと思うけど。

「いいじゃんちょっとくらい。わたしは対たい抗こう戦が始まるまでは中立でいるつもりだしー」

「中立なんて許されねぇよ！　帰れぇええい！」

　にしてもなんでこんな冷たいんだろう？　ゼロ自身は結構いい子なのに。

「えーいいじゃん、喫茶店についてくくらい」

「オレもそう思う、別にいいんじゃないの？」

「……喫茶店デート」

　オレもコロネもゼロの参加を認める流れ。

　唯一紅太だけが渋しぶっている。

「デートとかマジ勘かん弁べんしてくれ。俺はできたら遠えん慮りよし」

「今日は予定ないからなー、一日中つきまとえるなー、お風ふ呂ろもトイレもずーっと……」

「あれ？　なんかゼロと喫茶店行きたくなってきたぜ」

　そういうわりには顔が真っ青なんだけど紅太さん。

「えへ、だよねー。さぁ行こう！　紅太の気が変わらないうちにさぁ行こう！」

「…………」

　あ、紅太の目が死んでる。

「……プロだね」

　なんの？

　そんなやり取りをしていたオレたちの横をリオンがスタスタと通り過ぎようとした。

　どうせならリオンも誘さそってみたらどうだろう？　案外乗ってくるかもしれないし。

「リオン、一緒に来ない？　喫茶店」

「断るわ」

　うん、予想通りだった。相変わらずつれないなぁ。

「えーリオちゃんも行こうよ、楽しいよ？」

「馴なれ合う必要なんて私にはないの、っていうかアンタＡ組じゃない、帰りなさいよ」

「そうだそうだぁ……」

　小声で抗こう議ぎする紅太。しかしゼロはまったく気にも留めていない。っていうかそもそも聞こえていない？

「今は中立だからセーフ！」

「何がセーフよ、まったく……」

　それだけ言って教室を出ようとするリオンだったが、「待て！」と今度は紅太に引き止められる。

「いいチームワークを発揮するためには親しん睦ぼくを深めるのも大事だぜ？」

「チームを組まない私には必要ないわ。だいたいのんびりしてる暇ひまないの。私は一刻も早く単位を集める必要があるんだから」

「といっても、リオンだって昨日の戦いで疲つかれてるんじゃない？　休むのも大事だと思うけど」

　なにより急いだとしても結局クラス替がえは学期末なわけだし。

「アンタたち貧弱者とは鍛きたえ方が違うのよ」

　それだけ言ってリオンはオレたちに背を向ける。

「うーん、そうか？　せっかく食べ放題になりそうなのによぉ……」

　紅太がそれはそれは残念そうに呟つぶやいた。

「…………」

　おや？　なんか今食べ放題に反応したような。

　どうやら今の反応に気づいたのはオレだけじゃなかったらしい。

　全員が顔を見合わせ頷うなずいた。

「あー食べ放題なのにもったいねぇなぁ！」

「ケーキとかアイスとかいっぱい食べられるのにね、タダで！」

「……来ればおデブ街道まっしぐら、太るがいい」

「そっか、リオンは行かないのかー、次はいつ行けるかわからないのになー！」

　リオンの周りをぐるぐるぐるぐる回りながら誘ゆう惑わくするオレたち。

　傍はた目めから見たらただのバカだけど気にしない。

「…………うぅっ」

　思わずうなり始めるリオン。

　これはいけるっ！

「たーべほーだい！　あそぉれ！　たーべほーだい！　あそぉれ！」







　商店区はオレたちの住む南ダンボール区の真反対、学校の北側にある商業科の生徒たちが営む店の集まる地域を指す。

　だいたい三年生、二年生が店長をしており、一年はバイトという形で入っている。当然給料も支し払はらいも全部単位で行われる。

　今日俺たちは師匠がバイトしている喫茶「ハイカラ」に足を運んでいた。ちなみにコロネの台車引きはオレがしている。

　店に入るとすでにクラスメイトたちがズラッと席を占せん領りようしていた。

「師匠、タダ食いしに来たぜい！」

「何言ってるんですか、紅太さん。っていうか、この騒さわぎはやっぱり貴方あなたの仕業でしたか」

　当然の反応である。

　師匠はさすがにここでは店の服を着ていた。半はん裸らじゃないんだな。

　店の中はというと、こじんまりした綺き麗れいな喫茶店といった雰ふん囲い気き。観葉植物なんか置いてあり、窓からは日差しが差込み明るい雰囲気を醸かもし出していた。

　お昼時ではあるけど、まだ早いからかあまり人はいない。

「だから、昨日の疲れを癒いやすために甘いものを食べに来たんだぜ？　タダで！」

　紅太は相変わらずタダを強調しながら師匠にそう告げた。

「明らかに最後がおかしいですよね？　どこにタダで食べられる店があるっていうんです」

「ここ、ここ」

「そんなわけありますか。店長ブチ切れますよ？」

「何、大だい丈じよう夫ぶだ、俺たちが払はらわず、ほかの誰だれかが払えばすべて解決じゃね？」

「解決はするでしょうが、誰が出すというのです？」

「そりゃもちろん」

　紅太はスっと目の前の師し匠しようを指差す。

「冗じよう談だんですよね？　なぜ私がそんなことを」

　オレならすでにキレるレベルなんだけど、それでも怒おこらない師匠は大人だな。

「ちょっと、私はタダで食べ放題って聞いて来たのよ？　ダメだったらアンタに払わすからね？」

　お腹が空いているのかいつもより若干不ふ機き嫌げんそうだな、リオンの奴。

　もうお昼だしな、イライラするのも気持ちは分かる。

「まぁ師匠、ここはこいつで手を打ってはくれまいか」

　そう言った紅太がポケットを漁りながら師匠を店の隅すみへと連れて行く。

「なんか渡わたしてるね？　なんだろう？」

　首をかしげるゼロ。

「どうせくだらないものでしょう、どうでもいいからさっさとしなさいよね」

「……賄わい賂ろ」

「オレたちに見せないものだから、まぁ怪しいものなのは間ま違ちがいないね」

　そしてそれが多分何かエロい物なのも間違いないだろう。

　それ以外で師匠がなびくとは思えない。

「いいでしょう！　それで手を打ちます！」

「よっしゃ、交こう渉しよう成立だ！　みんなー、こっちの席こーい」

「どうぞ、みなさん！　今日はお好きなモノを食べていってくださいね？　全部私の奢おごりです！」

　……なんだろう奢りは嬉うれしいんだけど、一体どんな取引があったのか気になって仕方ない。

「いぇーい！　わたしハニーケーキ食べたいハニーケーキ！」

「……あんみつ」

　台車から降りたコロネが椅い子すに移動した。

「ふんっ、とりあえず私はこのページの一番上、シュガートースト」

　っつーか、女性陣じんは何も思わないのだろうか。

　いや、むしろ気にしたらダメなのか？

　まぁ首をツッコんでもいいことなさそうだし……

　なんとなく目をやった師匠のポケット。

　そこからはみ出す薄うすいピンク色の布。フリル付き。

「パンっ……」

　────はっ！

　隣となりの紅太から強きよう烈れつな殺気を感じるっ！

「……パ、パン三種盛りで」

「んじゃー俺もそれでよろしゅー」

「かしこまりました、少々お待ちくださいませ」

　全員の注文をメモに取った師匠は丁てい寧ねいに腰こしを折ってから厨ちゆう房ぼうの方へと戻もどっていった。

　触さわらぬ神に祟たたりなし、オレは何も見なかった。







「そういや思ったんだけどよー」

　みんなの料理がきて食べ始めた矢先に紅太が口を開いた。

「狼おおかみガールは噂うわさでは超ちよう攻こう撃げき的で誰だれ彼かれ構わず敵作るって聞いたけど、意外とそうでもねぇよな？」

「……中々いい子」

「そうなんだよねー。本当はリオちゃんいい子なんだけど、どうしてもＡ組には馴な染じめてなくて。まぁあのＡ組だし」

　全員からいい子判定を受けたリオンが頰ほおを真っ赤に染めながら否定する。

「はぁ!?　知らないわよ、そんなこと！」

　みんなの言葉にオレも頷く。

「リオンは独りよがりで高たか飛び車しやなところもあるからなぁ」

「かえちゃん、リオちゃんはね、強がりさんなんだよ、仕方ないんだよ」

　同じＡ組だったからか、ゼロはリオンのことを分かっているようだ。

「あーもううざったいうざったいうざったい！　なんなのよ！　変なこと言わないで！」

「いやそれが俺たちの率直な感想なんだわ。それに聞いたぜ？　昨日の課題、自分が間違ったとこに来たって知ったとき、慌あわてて俺たち探してくれてたんだろ？」

「なっ！　それ誰からっ！」

　紅太が黙だまって指差したのは厨房の方。

　そこからにこやかな笑顔で師匠が手を振ふっていた。

「あの半裸……」

　顔を赤くしながらわなわなと震ふるえるリオン。

「もしかして狼少女は課題を受けたときにカルヒェンがいたから先走って倒たおしに行ったんじゃねぇのかなぁって俺は思ったわけだがどうだろう？」

「……はぁ？　意味わかんない。何が言いたいのよ」

　そう言ったリオンに、誰も何も言わなかった。

　きっとみんなリオンが気づいていると知っていたから。

　どこか落ち着かない様子のリオンはメニュー表をひったくるようにして取ると師匠を呼んだ。

「このページのやつ全部持ってきて」

「え？」

　思わず聞き返す師匠。ぶっちゃけオレたちも耳を疑った。

　照てれ隠かくし？　照れ隠しで一ページ全部頼たのんでる？

「だからこのページ全部よ、私が食べ終わるまでに持ってきて」

「あの、リオンさん？　ちゃんと食べ切れますか？　全部で二十品はありますよ？」

　笑顔を保ってはいるものの、当然師匠は困っているように見えた。

「余よ裕ゆうよ、いいからさっさと持ってきなさい。余計なこと喋しやべった罰ばつよ、たくさんおごらせてやるんだから」

「か、かしこまりました」

　戸と惑まどいつつも師匠はオーダーを厨房に持って返る。

　そりゃ戸惑うよな、普ふ通つうそんなに食べる奴やついないぞ。

「お、おいリオン本当に大丈夫？　ここ一品一品が相当量あるんだよ？」

「別に楓かえでが心配することじゃないわよ」

　それだけ言って押おし黙ってしまったリオン。

　ここからリオンとハイカラ店長との激げき闘とうが繰くり広ひろげられることをまだオレたちは知らなかった。




　──二皿目

「さぁ、あっという間にふた皿目へと突とつ入にゆうっ！　見た目からは想像もできない食いっぷりぃいいっ！」

　なんか実じつ況きようを始めた紅太。

　当のリオンは涼すずしい顔でパスタをふた皿ぺろりと食べきってしまった。

　厨房の方では師匠と調理をしている三年生と思しき店長との会話が聞こえてくる。

「あの一番奥の席に座ってるポニーテールの女の子です」

「はんっ！　あの小こ娘むすめがこれ全部？　食えるものなら食ってみるがいい！」




　──四皿目

「なんてことなく四皿目突入！　狼少女はまだ余裕そうだぁあああ！」

「……奇き蹟せきでも使ってるの？」

　コロネが不思議がるのも当然だな。

　すでにリオンは四種類目のパスタに挑いどみ始めていた。

「お、おい、まだペースは落ちないのか、あの小娘」

「み、みたいですね」




　──八皿目

「さすが狼ガール！　黙もく々もくと食い続けていくぅう！」

　騒がしい紅太とは対照的に、淡たん々たんと最後の一種類となったパスタをなんてことなく完食するリオン。

「おいアーディ！　あの小娘に伝えてこい、全部食べ切れたら無料にしてやる。ただし！　負けたら倍額払はらうんだ、と」

「しかし店長さん、そんなこと！」

「いいんだ、これはもう俺とあの少女の戦いなんだ」




　──十二皿目

『りっおっん！　りっおっんっ！』

　気づけばクラスメイトたちのリオンコール。

　そんなことはお構いなしで、やはりリオンは黙々と食べ続ける。

　師匠から聞いた店長の伝言にも「ふーん」と答えただけだった。

「どうだアーディっ！　やつの顔色は！」

「変化なしです、店長！」

「ぐぬぬっ……」




　──十五皿目

「いったぁああああ！　十五皿目ぇえええっ！　狼少女の胃い袋ぶくろは底なしかぁあああ！」

　気づけばすでに十五皿。リオンの後ろには今まで食べてきた料理の空き皿が積まれていた。

　なんか見てるオレの方が苦しくなってきた……

「なぜだっ！　あんな小こ柄がらな体型のどこに入るって言うんだっ！」

「落ち着いてください店長！」

「くそっ！　こうなったら最終手段だ……」




　──十六皿目

「み、見るからに量が大盛りになってない？　リオちゃんのご飯」

　ゼロの言うとおり、やってきたＡランチ定食はあからさまに量が増やされていた。

「店長がなりふり構わなくなってきたぁ！　さぁどうするリオン！　果たして完食できるのかぁ！」

『きたねぇぞ店長！　正々堂々勝負しろぉおお！』

　湧わき上がるギャラリー。聞こえているはずの厨房は完全に無視。

「ふっふっふ、食べきれる物なら食べてみろ……」

「店長、悪役みたいになってます」




　──十七皿目

　ギャラリーに混じって紅太が叫さけんだ。

「十七皿目も完食したぁあああああああっ！」

「ちょっと、次まだ？」

「しかも催さい促そくぅうううっ！　狼少女の胃袋はどうなっているんだぁあああっ！」

「くぅっ！　なんなんだ……！　なんなんだあの小娘は……！　負けるのか？　俺負けるのか？」

「店長！　まだ！　まだあと三皿ありますよ！」




　──二十皿目

「いったぁああああ！　顔色一つ変えずに完食ぅううう！　勝者、リオン・クインネスぅ！　いぇええええぃ！　実況は私、大和やまと紅太がお送りいたしました！」

『りっおっんっ！　りっおっんっ！　りっおっんっ！』

　おそらくこの店開店以来の盛り上がりを見せるお客プラスクラスメイトの皆みんな。

「そんな……三年間、ここで働き、ここで生きてきて初めての経験だ……」

「店長！　気を確かに！」

　フラフラと厨ちゆう房ぼうから出てきた店長が膝ひざをついた。

　そんな店長にリオンが静かに歩み寄る。

「美味おいしかったわ」

　それだけ告げると彼女はカウンター席に座り、食後のお茶を楽しみ始めたのだった。

『かっけぇええええ！　りっおっんっ！　りっおっんっ！　りっおっんっ！』

　広がるリオンコール。すっかり店内はお祭まつり騒さわぎとなっていた。

　いいのか、この騒ぎ。店長も止めないし別にいいのかな？

「えぇい！　約束だ！　全部無料にしてやる！　好きなだけ飲み食いしていけぇええ！」

『うぉおおお！　店長ふとっぱらぁあああっ！』

　大だい丈じよう夫ぶだろうか、あの店長。あとで後こう悔かいしなければいいけども……

『いぇーい！　今日は祭りじゃあああ！』

　リオンのあれを見てみんなテンションが上がりまくってるな。

　先導してるのは紅太だけども。もしかしてリオンが食べまくってるって噂うわさ流したのも紅太なんじゃ……

　こうなるとオレ一人じゃ止められるわけがない。まぁそもそも止めようとも思ってはいないけどさ。

　オレはジュースに口をつけて気づいた。今この席に残ってるの、オレとコロネだけだ。

　紅太はどんちゃん騒ぎに混ざりに行ったしゼロはそれを追いかけていった。リオンはカウンター席に移動したからな。

　じーっとオレを見つめながらアイスをパクつくコロネさん。

「あ、あのコロネ？」

「かえちゃんはバカ」

「約束破ったから怒おこってるんだよな」

　コロネはこくんと頷うなずいた。

「ごめん、逃にげ出すこともできなかったし、エンテンウオも手放せなかったんだ。約束破ってゴメンな」

「……許さない」

　マジか。はっきりと許さないと言われるとどうしたもんか悩なやむな……

「……考えたら、泣きそうだった」

「へ？」

「かえちゃんが死んじゃうと思うと、泣きそうになる」

　コロネがまっすぐにオレのことを見上げてくる。その目はどこか潤うるんでいた。

「もう……かえちゃんがいなくなるのヤなの」

　なんかコロネがこんな顔するの見たのいつ以来だろう……

　たぶん最後に見たのは去年かな？　オレが村を追い出される時だ。

「あー……ホントに悪かった、もう約束破らないから」

　さらさらとした金色の髪かみを一回二回と優しく撫なでる。

　気持ちよさそうにコロネが目を細めるのを見て、ちょっとホッとした。

「んっ……」

　そういや昔からこうやって頭を撫でてやると泣き止んだっけ？

「ほら、コロネは知ってるだろ？　ほかの連中より頑がん丈じようだからさ、なんとかなるかなーって」

「……それでもダメ、極力怪け我がはしないで」

「はい、肝きもに銘めいじておきます」

「ん……今回は許して上げる。次約束破ったら」

「破ったら？」

「……無茶できないように首輪つけて飼う。室内飼いする。そしたらかえちゃんはかえちゃんのままでいられるし」

「……二度と無茶しません」

「……ん、それじゃあ私はその辺の料理をかっさらってくる」

　パンパンっとコロネが手を叩たたくとどこからともなく親衛隊の一人が現れた。

「……移動よろしく」

「うっす」

　短いやり取りを経てどこに潜ひそんでいたのか現れた親衛隊がコロネの台車を引き、他の客たちが座っているテーブルへと向かっていった。

「お？」

　ふとそれを目で追っているとカウンター席に座ってチラチラと、騒ぎ回る客たちを眺ながめるリオンが目に入った。

　なんか暇ひまそうだし、絡からんでみるか。

「混ざらないのか？　あっちに」

「……混ざらないわよ、くだらない」

　くだらないっていう割には混ざりたそうな雰ふん囲い気き出てるけどな。

「素直じゃないなぁ」

「は？　何がよ、ぶっとばすわよ」

　フンッとそっぽを向いたリオンは料理に手をつける。

　山のように盛られた肉と野菜。コイツ、まだ注文してたのか……

　まぁそれはいいとして、

「そうだ、あの時助けてくれてありがとうな」

「別に。借りを返しただけよ」

「それでもだよ。おかげで課題も達成できた。さすがジクムントの一いつ匹ぴき狼おおかみだな、アイツをわずか数撃で倒たおすんだから」

「……ふん、あんなの時間かかる相手じゃないじゃない、まったく」

　それだけ言ってリオンはちびちびと肉を口に運んだ。

「そういや、ジクムントの一匹狼で思い出したんだけど、なんでお前ソロで活動してたんだ？」

　ちょっと気になってた疑問。

　確かに人付き合いが苦手なんだろうけど、それでもパーティくらいは組めるだろう。それこそリオンはゼロのことを苦手というが嫌きらってはいないみたいなんだし。なのにこいつはいつも一人で課題に挑いどんでいた。

「別に、アンタには関係ないじゃない」

　うーん、まぁそう言われちゃどうしようもないんだけど……

「…………」

　参った、完全に会話が途と切ぎれた。なんてオレが頭を搔かいていると、

「クインネス、って知ってる？」

　不意に口を開いたリオン。

「お前の苗みよう字じだよな？」

「そうよ、厳密には一族のこと」

　たしかこの地方で一、二を争うくらいに有名なフェルダー、それもハンターの家系だ。

「ウチはね、昔から一人で狩かりを行って生きてきたの。それがウチの家系の誇ほこりだから。聞いたことない？　クインネスは徒党を組まないって」

　あーそういや兄貴がそんなこと言ってたっけ？　人の手を借りず、ましてや家族どうしでも助け合うことをよしとしない。

　けれど、それだけ個々の能力が高いフェルダーがいるとか。

「私も、小さい頃ころからなんでも一人でやるように教わって、そして誰だれよりも強く、誰の手も借りないハンターになれって言われてきたの」

「あぁ、それでお前は」

「そうよ、それで一人で課題をこなして、トップで卒業しようと頑がん張ばってたの。私も一人でなんでもできるようになるために」

　そうか、それでこいつはどんな課題でも一人でこなしてきたっていうわけか。

「ま、集団課題なんてやっちゃったけどね……」

　それだけ言ってリオンは少し目を伏ふせる。

「…………」

　なんと言ったらいいものか。かける言葉が思いつかない。オレとしては数回くらい誰かと課題に望んだっていいと思う。

　そもそも協力することこそ、狩りの醍だい醐ご味みだとも思うわけで。

　オレが言葉を選んでいると、リオンが先に口を開いたのは少し意外だった。

「私からも、楓かえでに質問していい？」

「ん？　なんだ？　答えられることならなんでもいいけど」

　珍めずらしいなリオンから質問だなんて。

「アンタはなんでハンターになりたいの？」

　まっすぐとオレの目を見つめながらリオンは続ける。

「私はとにかく一番強くなりたいの。父様や母様がそうやってハンターになったように、私もなりたいの。じゃあアンタは？　どんなにけなされても否定しない、聖域でピンチになっても戦わない。なのに狩しゆ猟りよう科なんでしょう？　アンタはなんでここにいるの？」

「……そうだな」

　オレは一呼吸おいてから口を開いた。

「狩猟科だとみんな狩りのことばっかだけど、生態を調べるのなんかも狩猟科の分野だろう？　オレ動物とか植物なんかが好きでさ、いろいろなモンスターを調べたいって思ってるんだ」

「……そう言えばアンタだけは生態学真ま面じ目めに受けてたわね」

「好きだからね。将来は特に雪ゆき姫ひめのことを研究したいと思ってるんだよ」

「雪姫を？」

「あぁ、オレの故郷から少し離はなれた雪山に生息してるらしいんだ。かなり強くて危険な奴やつだからその雪山は立ち入り禁止になってるけどね」

「ふーん……でも、なんで雪姫を？」

「雪姫はウチの村じゃ伝承にまで出てくるようなモンスターなんだけどさ。オレ、そいつを昔一度だけ見たことがあるんだ。こっそり年の離れた兄貴と一いつ緒しよに雪山へ行ってね。まぁそこで雪姫に襲おそわれたり無事帰ったら怒られたりと大変だったけど、吹雪ふぶきの中佇たたずんでるあの龍りゆうの姿が忘れられなくてさ……それ以来ずっと雪姫を研究するのが夢なんだ」

「そう……じゃあ、なんとなくとかじゃないのね？」

「あぁ、確かに傍はた目めから見たら逃げ回ってばっかでテキトーに見えるかもだけど、オレはオレで真しん剣けんにハンターになりたいからここにいる。みんなと方向性は違ちがうかもしれないけどさ」

「……そう、それだけ聞けたら今はいいわ。ふざけてハンターになりたいって言うバカじゃないとわかればね」

「…………」

　なんと返していいのかわからなくなって、オレは持ってきていたグラスに口をつけた。

　コツン、とすっかり小さくなった氷がグラスの中で揺ゆれていた。

　会話が途切れ、オレとリオンの間に沈ちん黙もくが訪れる。

　ダメだ……！　どうしてもどこかで会話が途切れる！

　話題！　こういう時は話題を提供しよう、オレ！　そう、質問形式で！

「今度はオレから質問いい？」

「……なによ」

　よかったぁああ！　なんとか答えてくれるらしい。

「いやさ、よくあれだけ食べられたなぁと思ってさ」

「なんでって、餓が狼ろう装備のせいよ」

「餓狼装備の？」

「えぇ、あれを着て動けば動くだけお腹が空くの。その代わりスタミナ切れないから全力で走り続けられるのよ、疲つかれはするけどね」

　そういや餓狼にはそんな効果あったっけ？　まぁそれでも一日明けた今日でも食いまくれるってのは中々厄やつ介かいなスキルだな。

「なるほど、それであんだけ食べても平気なわけなんだ」

　装備の効果なら理り屈くつじゃないからなぁ、あれはどうあがいても店長に勝ち目はなかったのか。どんまい、店長。

「それにしても美味おいしいし量もいっぱいあったし、いいわね、ここ。気に入ったわ」

「あぁちょくちょくくるといいよ、きっと店長も歓かん迎げいしてくれるだろうし」

　リベンジのチャンスがやってきたとか言って。

　まぁ勝負は見えてるんだけどさ。

「そうね、そうするわ。ホント、今日はお腹いっぱいになったし満足だわ」

　そう言ってリオンはふと笑顔を咲さかせる。そういやオレ、こいつが笑ったところを見るのは初めてかもしれない。

　いっつも仏頂面しか見てなかったからどこか新しん鮮せんだ。

「珍しいな、リオンが笑うだなんて」

「へ？　あ、っと……別にニコニコなんてしてないわよ！」

　指し摘てきされたのが気になったのかリオンはなんとかいつもの表情を作ろうとしかめっ面して見せる。

　それがなんだかおかしくて思わず笑いそうにもなった。

「いつもそんな顔してればいいのに、友達増えるよ？」

「ふん……別に友達なんかいらないわよっ」

　そっぽを向くリオン。今はどんな表情をしているのか気になるな。

「だいたい私はここに友達を作りに来たんじゃないの。トップで卒業するために来たのよ」

「あぁ、さっき聞いたな」

「尊敬する父様や母様みたいなハンターになるために、絶対トップにならなくちゃいけないのよ」

「でもだからって友達を作らないってのも極きよく端たんすぎないか？　別に友達作ってもトップにはなれると思うけど」

　むしろ人に嫌きらわれたトップって誰も祝ってくれないよな？　それはあまりにも寂さびしすぎる気がする。

「何言ってんのよ、自分以外の人間なんてライバルよ？　自分より強いのなら学べる部分があるかもしれないから認めはするわ。でも結局そいつも競争相手じゃない？　弱い人間なんか学ぶところもないのよ？　接するだけ時間の無む駄だ。弱くて性格も悪いとなったらもう最悪ね、話しかけないで欲しいくらい」

　なんとなーくだけど、今リオンが言ってるのはＡ組の連中だと思う。

　弱いっていうけど、それでもＡ組は学年の上位が集まっているんだ。リオンが言うほど弱くはないだろう。性格悪いのは、まぁ否定はしない。

「それに、一人の方が都合いいこともあるの。アンタにはわからないかもしれないけど、私は一人でいなくちゃいけないの。だからアンタがいくらなんと言おうと……」

　そこまで言ってそっぽを向いたリオン。

「やめた、なんでアンタにそんなこと言わなくちゃなんないのよ……」

　どうしよう、なんて言えばいいのか……

「……まぁなんというか、一人で努力して誰にも認めてもらえないってのは寂しすぎると思うんだよ。たしかにリオンにも言い分はあるんだろうけどさ」

「…………」

　俯うつむくリオン、その横顔は何かを考えているようにも見えた。

　それがオレの気のせいなのか、それとも少しでも彼女の中で何かが変わったのか。

　今はまだ、分からない。

「……あーもう、なんかアンタと喋しやべってると調子狂くるうわ……」

「そう言われても困るんだけどさ」

「ふんだ……あぁうざったい、もうアンタあっち行きなさいよ」

「んー……それはヤダ。っていうかオレにつきまとうって言ってたのはリオンじゃなかったっけ？」

「それとこれとは別よ……ったく、なんなのよ、アンタたちは理解できないことばっかりよ。本当にバカばっかりなの？」

「そうだなぁ……」

　オレはぼーっと騒さわぎ回る友人たちに視線を送る。

　どうやら客やクラスメイトに混ざって騒いでいるらしい。

『うぉおお！　このピラフ、中からエロイラストが！　衛生面完全無視！』
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「私の力作ピラフですっ！　ぜひご堪たん能のうくださいっ！」

「紅太がいつまでも私をもらってくれないんだよ……ひどいよね……」

『うぉらあああ！　喰くらえ紅太っ！　貴様、こんな可愛いゼロちゃん泣かせやがって男の敵めぇ！』

「フォークは！　フォークはやめろっ！　まじでっ！　っつーかお前らっクラスメイトに向かって何を！　そもそもなんでゼロに懐かい柔じゆうされてんだ！」

「……次はあのテーブルの料理をかっさらってきて」

「了りよう解かいっす！」

『ぐうたら姫に料理奪うばわれるぞぉおおお！』

　うん、これを見たら一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「バカばっかりだな！」

「……なんでそんな楽しそうなのよ」

「そりゃ楽しいからだよ。リオンもたまにはみんなで何かをするってのもいいんじゃない？」

　リオンはすぐには答えず、オレと同じようにしばらく連中を眺ながめる。

　そしてゆっくりと彼女は口を開いた。




「……ふん、知らないわよ」
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　クラス対たい抗こう戦狩しゆ猟りよう課題──黒くろ獅じ子し三体の狩猟

　エリア　──鉱山

　危険度　──Ａ

　主な生息獣じゆう──ニュイヴォルケ、ヴィンクルボア




　その日はすぐにやってきた。

　喫きつ茶さ店てんでお祭まつり騒ぎを起こした三日後昼過ぎ、オレたちリオン含ふくむＤ組とゼロのいるＡ組は聖域『鉱山』の麓ふもとにあるウェイポイントに集まっていた。

「よっしゃぁ、お前ら！　このクラス代表五人！　メンバー発表するぜ！」

『いよっしゃああ！』

　紅太の言葉にクラスメイトが歓かん喜きの声を上げる。

「まず一人目は当然俺様！　次、肝かん心じん要かなめのリオン！　お前がキーだ頼たのむぜ」

「ふん、当然よ」

「それに委員長であるコロネ！　とにかく回復を頼んだ」

「……あいあいさー」

「そして師し匠しよう！　今日もいい射しや撃げき期待してるぜ」

「えぇ、お任せ下さい」

「んでラスト一人！　採集課題であらゆるエリアを知り尽つくした楓かえでに来てもらう！」

『楓ぇ！　唇くちびるを奪われた仕返し頑がん張ばれぇええ！』

「変なこと思い出させないで！」

　もうあの出来事は忘れるつもりだったのに、まったく。

「でも、本当にオレでいいの？」

「あぁ、ここ来る前にも話したろ？　お前くらいしか頼める奴やつがいなかったからな」

「まぁ引き受けるやつもそうそういないだろうしねぇ……」

　みんなの力になれるのならと安やす請うけ合あいしたけど、冷静に考えてみれば結構無む謀ぼうなことを頼まれたというかなんというか。まぁ、なるようになるかな？

『紅太、楓、師匠！　オレたちはここで応おう援えんしかできないけど頑張ってくれぇええ！』

『オレたちの分まで頼んだ！』

『リ・オ・ンっ！　リ・オ・ンっ！』

『いいんちょぉおお！　今日は働けよぉぉおおっ！』

　クラスメイトたちが一様にオレたちにエールを送ってくれる。

　準備は万全だ。

　大箱爆ばく弾だんという強めの刺し激げきを与あたえると爆ばく発はつする箱を三つ台車に乗せ既すでにエリア１へと向かう道の前に置いてある。

　それに全員に小箱爆弾とモンスターの動きを止めるトラップなんかも配っている。

　今回は前回と違ちがって狩猟課題だ。

　可能な限り有利に狩りを進められるよう、道具は使うべきだ。

　真しん剣けんなオレたちを茶化すようにリーゼントとモヒカン三人衆が騒ぎ立てる。

「はっ、雑魚ざこが無謀な挑ちよう戦せんしてきやがって！　お前らに大箱爆弾なんて使えんのか？」

「しかも先頭に置いてるよ、アニキ！　バカじゃないの？　味方の道塞ふさぐだけだよね、ギャハハハっ！」

　連中はいつもどおりだな。

　違うのは、制服じゃなくゴツゴツとしたヘビーアーマーに身を包んでいることくらいかな？

　っていうかリーゼントwithモヒカンはヘビーアーマーで統一してるみたいだな。

　オレたちとは正反対だ。

　そんな二人に紅太も言い返す。

「よく吠ほえるじゃねぇか、凸でこ凹ぼこコンビ。お前たち負けたら覚かく悟ごしとけよ、師匠に恥はずかしいイラスト描かいてもらってバラまいてやっからな」

「紅太さん、私、こんなクズどもの裸ら体たいなんて描きたくありません」

「え、マジで？　じゃあ自分たちに描いてもらうか」

　思いっきり挑ちよう発はつするウチのリーダー。

　喧けん嘩かを売られた凸凹コンビは額に青筋を滲にじませながら紅太に詰つめ寄よる。

「お前ら雑魚こそ、負けた時は覚悟しとけよ？」

　紅太は何も言わず、ただ肩かたをすぼめるだけだった。

「リオン、調子はどうだ？」

　オレは全員を見み渡わたせる一番後ろで静かに佇たたずむリオンに声をかけた。

　てっきりリーゼントに突つっかかるかと思ったら、予想以上に大人しかった。

「別に。いつもどおりよ、調子なんて」

　それだけ言うと目を閉じ、何もリオンは話さなくなってしまう。

　いつもどおりねぇ……

　この感じはやる気まんまんだと思うんだけどな。

「およ？　いたいたかえちゃん、リオちゃん！」

　不意にこの場に似合わない快活な声が聞こえて振ふり返かえる。

　そこには煌きらびやかな防具に身を包んだゼロがいた。おへその見えた軽装。

　腰こしにはもちろんいつもの太刀たち。

　紅太じゃなくてオレたちの方に来るのも珍めずらしいな。

「よっ、リオンには話しかけても多分返事しないよ？」

「あらら、まぁいいや。今日はよろしくねー」

　全体的にピリピリしている中、ゼロだけは雰ふん囲い気きが違う。

「っていうかなんでゼロはアイツ等に協力してるの？」

　それだけがどうしても腑ふに落おちない。

「んー、ほら、リオちゃん混じってそっちは五人でしょう？　こっちは四人で一人足りなかったみたいだから」

「だからって……」

「ごめんね、わたしもいろいろ考えがあってさ。ま、やるからには全力で行くからー……だから覚悟だけはしておいてね」

「…………」

　途と端たんに怪あやしい笑みを浮うかべるゼロ。

　こいつもやる気満々だ。

「それじゃ、あんま親しくしてても怒おこられちゃうし、わたしそろそろ行くねぇ」

　ゼロはひらひらと手を振ってからオレに背を向けＡ組の方へと帰っていった。

　それを確認してからこそこそとやってきた紅太。

「アイツなんて？」

「いやよろしくって挨あい拶さつに来ただけだった」

「そうか、俺のとこには朝一できやがったんよ」

　その時のことを思い出してかどんよりとした表情を紅太は浮かべた。

「へぇ、それで？」

「負けたら俺はゼロのモノになるらしいぜ。好きにしていいと言われたから頑張るんだってよ……」

「あーなるほど、それでか」

　合点がいった。たしかに紅太をエサにすればゼロはやる気を漲みなぎらせるだろう。

「いいか楓、作戦は忘れてねぇよな？」

「あぁ、もちろんだ。目が覚めたらすぐに合流するよ」

「頼んだぜ、相棒。俺は相手組のキーマン『ゼロ』と決着をつける……」

　こくりと頷うなずいた紅太がオレの肩を叩たたき、後ろの方に下がっていった。

　いよいよ始まる。

　オレは首から下げたハイリンクを確認し、大箱爆弾の積んである台車の前に出た。

　よし、ちゃんと中身入ってるな。これをちゃんと握にぎっておいてと……

「おー揃そろってるなー」

　そうこうしているウチにスタートの時は来たようだ。

　いつの間にか現れた一人の教官。

「よっし、代表者前に出ろ」

　教官の言葉に紅太とリーゼントの二人が前に出る。

「課題内容はニュイヴォルケの牙きば二本の納品、これを先にこなしたクラスの勝利だ。クラス代表戦により両クラス五名のパーティで挑いどんでもらう。細かい縛しばりはなし。お互たがい正々堂々と狩りに挑んでくれ、いいな」

　教官の言葉に紅太もリーゼントも首を縦に振る。

　ニュイヴォルケの前牙はたしか口からはみ出てる二本の牙のことだったよな。

　あれを先に持ち帰れば勝ちか。つまり倒たおさずとも牙だけを破は壊かいしてもいいってことか。

「それじゃあ行くぞー」

　間延びした教官の声。それと相反してピンと張はり詰めた空気のオレたち。

　一つ、二つと心臓の鼓こ動どうが大きく聞こえた。

　ここに来る前、紅太と立てた一つの作戦。




　紅太はオレにこう言った。

『いいか、楓はそれを引いて走り出す』

　台車の引手を握った手に力が籠こもる。

『ように見せかけて、油断させろ』

「おいおい！　いきなりそれ運ぶのか!?　アハハハハ！」

　Ａ組の高笑いが聞こえてきたが気にしない。

『そして開始の合図が下った瞬しゆん間かん……』

「はじめっ！」

「うぉおおおおっ！」

　オレはすかさず剣けんを引ひき抜ぬく。

　後方ではリオンたちがその場に伏ふせる姿が見えた。

『やっちまえっ！』

「か・え・で・バァアアアアアストっ！」

　オレの剣が台車の上にある箱を叩く。

「なぁああああああああっ！」

『楓が逝いったぁあああああああ！』




　静かだった鉱山に悲鳴と爆ばく音おん、そして歓かん声せいが木霊こだました。







「あそこまで怒らなくてもいいと思うんだけどなぁ」

　なだらかな傾けい斜しやになった地面を蹴けりながらエリア３の斜しや面めんを駆かけ上がる。

　エリア３といえど、そこそこの高さにあるこの場所はなかなかに景色がいい。

　気づけば既に結構な時間が経っているように思う。

　けっこう早い段階で目を覚ましたのに教官にめちゃくちゃ怒られて出発が大おお幅はばに遅おくれたからな。

　ウェイポイントで大箱爆弾を起き爆ばくした奴やつは初めてだとか。

　いやぁ教官が鬼おにのように怒っておられた。

　あれを考案したのはオレじゃなくて紅太なんだから紅太も同罪だと思うんだよなぁ。

　実行したのオレだけど。

　とはいえ、なんとか解放されて今はエリア６へと向かっていた。

　全部で八つあるエリアの内、エリア７だけは谷となっているため、黒獅子ことニュイヴォルケは残り七つのどこかにいることになる。

　今回の作戦はぶっちゃけこれだけと言っても過言ではない。

　あとはリオンの狩かりの腕うでに賭かけている。

　オレの爆発で相手も相当食らったはず。それで確実に出で遅おくれていた。なんせオレが怒られている最中に目を覚ましたくらいだし。

　だからまずは今どういう戦せん況きようなのかを確認したいんだけど……

　平へい坦たんになり開けた空間であるエリア６は他のエリアとの接続地点。

　そこに近づくと何やら声が聞こえてきた。

「この雑魚ざこどもっ！　どんだけ俺様たちの邪じや魔まするんだ！」

　おや？　あれはリーゼントの声だな。

「見ないでください！　恥はずかしいです！　私はただニュイヴォルケを狩ろうと矢を放っているだけですっ！」




「じゃあなんで俺様たちに当たってんだ、こらっ！　あぶねぇだろうが、あぁん!?」

　エリア６に駆け込んでみるとそこにはＡ組チームがニュイヴォルケを取り囲んでいた。

　なんかあっちの方にある背の高い草むらから師し匠しようの声も聞こえてきていた。

　あぁ、台車もあった。その上にコロネもいるし、間ま違ちがいなくあの近場に師匠が隠かくれてるんだな。たぶん、匍ほ匐ふくして。

『グォオオオオオオッ！』

　空気を激しく震ふるわせる咆ほう哮こう。近場にいたモヒカンが耳を塞ふさぎ、急いで離はなれる。

　喉のどを鳴らし静かに歩きながら辺りにいるリーゼントを睨にらむ黒獅子。

　その名の通り真っ黒で赤い瞳ひとみをしている。

　全身を覆おおう体毛は長くサラサラと横から吹ふき付つける風に流されていた。

　なんといっても特とく徴ちようは口の中に収まりきらなかった唯ゆい一いつ白い牙。

「くそがっ！　おめぇらっ！　一いつ斉せいに攻こう撃げきすっぞ！　そうすりゃアイツ一人じゃ邪魔できねぇ！」

「だから私、本当にニュイヴォルケを狙ねらってるんですが……あ、コロネさんあっち向いててください」

「あいあいさー」

「連中がモンスターを見ている間に……次は麻ま痺ひ矢ですっ！」

「あんぎゃああああああああ！」

　とか言いつつ思いっきりさっき耳を塞いで離れたモヒカンを射ってるんだけど……

「今だっ！　やっぞ、おらぁあああっ！」

　リーゼントの合図で相手三人はニュイヴォルケに襲おそいかかる。

　全員が主武器は槍やり。

　三方向からの突つき刺さしを避さけるすべのないニュイヴォルケ。

　分厚い皮ひ膚ふの上から容よう赦しやなく貫つらぬかれ、悲痛な声を上げる。

『ガルルッ！』

「はっ！　これで終わると思うなよっ！　うらぁっ！」

　リーゼントがぴょんと飛び上がる姿が目に飛び込んできた。あの重装備で軽々とニュイヴォルケの背の上へ。

　彼の頭上には振ふり上げられた鋭するどい槍。

　それは勢いのままに突き立たてられた。

『グガァアアアアアッ！』

　悲痛な叫さけびが蒼そう天てんに響ひびき渡わたる。

　リーゼントもＡ組だけあってやっぱり腕は立つみたいだ……

　これが普ふ通つうの課題ならきっともう終わってたんだろう。けど、これは対たい抗こう戦課題だ。

「……かわいそうに、手が届かないけど私ならできる」

　相変わらず台車に座ったコロネはニュイヴォルケに向かって手をかざす。

「……さぁ元気になって？　ね？」

「こらクソ祈き禱とう師！　お前敵を回復してんじゃねぇえええ！」

　今度はリーゼントが悲痛な叫びを上げた。

「……だってかわいそうだったから」

「理由になってねぇよ、タコっ！　もうふざけんじゃねぇよ、こいつらっ！　ありえねぇ！」

　うーん、これは味方ながらひどい。

　紅太が自信を持っていたのはこういうことだったのか。こうやって時間を稼かせいでいる間にリオンは他のエリアで一人ニュイヴォルケを狩っている、と。

「あ、楓かえでさんじゃないですか、見ていたんですか？　やだ、恥ずかしい」

　オレに気づいた師匠が頰ほおを赤く染めながらこちらに駆け寄よってきた。

「お疲つかれ、師匠、大だい丈じよう夫ぶ射るところは見えなかったから。それにしてもなんかすごいことになってるね」

「えぇ、もうこちらは絶好調ですよ」

「だろうね、傍はたから見ててもそう思うよ」

「……あ、ニュイヴォルケ完治した」

『ギャアアアアアスっ！』

　ニュイヴォルケの咆哮が大地を揺ゆらす。

「完治したじゃねぇええ！　噓うそだろっ！　こんな中倒せってのかよ！　ふざけんなっ！」

　なんだろう、同情しそうになってきた。

「っていうか、ニクセっ！　お前も手伝いやがれっ！　何しに来たってんだ！」

　ニクセっていうのはゼロのファーストネームだったな。

「あれ？　そう言えば紅太は……」

　オレの言葉に師匠が眉まゆをひそめ、そして重々しく口を開いた。

「紅太さんは今孤こ軍ぐん奮ふん闘とう中です」

　そう言いながらこのエリアの片かた隅すみを指差した。

　そこは少し木々の生えた茂しげみ。

「あそこ？」

「えぇ、あそこで戦っています。是ぜ非ひとも楓さんには紅太さんの援えん軍ぐんに行ってもらいたいです」

　なるほど、あそこで紅太は一人ゼロの足止めをしてるってことなのか。

「わかったよ、師匠。ならここは任せた。コロネをよろしくね」

「はい、お任せを。さぁ皆みなさん！　ここは敵チームとか気にせず一いつ緒しよにニュイヴォルケを倒たおしましょう！」

「お前らさっさとどっか行ってくれェエエ！」

　心の底から出たのであろうリーゼントの叫びを聞きながら、オレは紅太のもとへと向かっていった。







「異議ありっ！　そもそも人が寝ねてる時に勝手に侵しん入にゆうして、ちゃっかり添そい寝をしてくる奴をストーカーと呼ばずになんと呼ぶっ！」

　と、紅太の意見。

「異議あーりっ、好きなんだから添い寝したくなる時だってあると思いますー。どう思いますか、裁判長！」

　と、ゼロの意見。

　ふむ、なるほどなるほど……って、

「誰だれが裁判長だぁあああっ！」

　思わず叫ばずにはいられなかった。

　エリア６の片隅でオレの前で正座する紅太とゼロ。

「っていうか何!?　孤軍奮闘してるっていうから来てみたらいきなり話を聞いてくれって意味がわからないっ！」

「いやだから楓、言ったろ？　俺はゼロとケリをつけるって、だからこうやって」

「言ってたけども！　なぜその話題！　っていうかオレを巻き込まないでいただきたい！」

　これなら師匠の手伝いをしていた方がまだマシだった。

「かえちゃん、そろそろ決着をつける時なんだよ」

「知らないってそんなことっ！　そんなの当人二人だけ……」

　スラッと抜ぬかれた白い刃は。

　当然眼前に迫せまってくるわけで……

「親友たちの恋こいだもんな、協力しないわけにはいかないな」

「うん、かえちゃんならそう言ってくれると思ったよ」

　快活な笑顔の裏にある黒い素顔！

　オレ、勝負中に何やってるんだろう、マジで。

　とはいえ、もうこうなったら乗りかかった船だ。さっさと解決してしまうに限るだろう。

「それで？　二人はどうしたいんだ」

　とりあえずそれぞれの望みを聞いてみる。

「俺はこいつにストーカー行こう為いをやめてもらいてぇ、貞てい操そうのためにも」

「紅太と結けつ婚こんしたい」

　ざわざわと波立つ傍ぼう聴ちよう人たち。

　ゼロの望みに紅太が吠ほえた。

「いきなりすぎるわっ！　結婚の前にいろいろあると俺は思うぜ！　まずは恋こい人びと、次に同どう棲せい、両親に挨あい拶さつ！　そして結婚！　順序は守れっ！」







[image: ]







「じゃあ妥だ協きようして両親に挨拶からでいいよ」

「付き合ってもなければ同棲もしてねぇからなっ!?　なんで仕方ないみたいな顔してんじゃいっ！」

「ま、まぁ落ち着け紅太」

　とりあえず興奮している紅太をなだめて座らせる。

「オレも前から気になってたんだけど、紅太はゼロが嫌きらいではないんだよな？」

「そりゃまー友達だからな、っつーか友達だと思ってんだよ。言っちまえば楓と同じ扱あつかいなんだよ」

　そう言いつつどこかバツの悪そうな紅太。

「なっ！　じゃあ紅太はわたしに言い寄られるのはかえちゃんに言い寄られるのと同じってこと!?」

「いや、それとは違ちがうんじゃ……」

「まぁ似たようなもんだぜ、実際」

「じゃ、じゃあ！　かえちゃんとわたしが迫ってきたらどっちを取るの！」

　ちょっと待ったちょっと待ったなんだその質問、おかしいだろう！

「そうだなぁ……」

　何真しん剣けんに考えてんだ紅太っ！

　しかもゼロもゼロでなんで刀に手をかけてるのっ！

　柄つかがオレの方向いてるからっ！　それ絶対斬きられるからっ！

「うーん……しいて言うなら……」

　言わなくていい！　言わなくていいから紅っ……！




　ズンッ……




　オレの願いが届いたのか、突とつ然ぜん響ひびいたこの裁判が中断する音。

　ただしけして望んでいなかった音。




　ズシン──




　何か大きなモノが地面に落ちた時のような振しん動どうまでもが足に伝わってくる。

　それがモンスターの足音だと気づけない程、オレたちは耄もう碌ろくしていない。

「な、なんか今すごい足音が……」

　ゼロがそう呟つぶやいた次の瞬しゆん間かんまた、ズシン──ガサガサガサッ、今度は木々を押しのける音までついている。

「これはなんかすっげぇ嫌いやな予感がすんだけど……」

　ズズンッ──

　さらに足音が近くでなった。

　見間ま違ちがうはずのない木々よりも長い首、でかい図体、太い足。

　あの日、リオンを襲おそった龍りゆうの姿。

　木々を押おし倒しながらオレたちの前に堂々と。

『ガァァアアアアアアッ！』

　ビリビリと大地を揺るがす咆ほう哮こう。

　辺りの草葉がその凄すさまじさにハラハラと散っていく。

　真下で聞いたオレたちは三人とも耳を塞ふさいでしゃがみ込んだ。

　あの龍、他にもいたってことなのか……！

　キーンと耳鳴りがしつつも、オレたちは一いつ斉せいに茂みから飛び出した。

「何アレ何アレ！　おっきすぎるよ!?　っていうか聞いてないよ！」

　ゼロですら戸と惑まどっている様子。

「もしかして楓っ！　前狼おおかみ少女を助けたときの龍って……！」

「そう、あれなんだっ！」

　血相変えて走り込んできたオレたちにエリア６で戦ってた全員がこちらを振ふり向むく。

「どうしたんですか!?　みな……さん……」

　どうやら師し匠しようもオレたちを追ってきたソレを見て言葉を失ったらしい。

「うぉ？　なんだアノクソでかいモンスター……」

「で、でかすぎるよ、アニキ……」

　たしかにモヒカンの言うとおり今回のは前のやつよりもデカイ。

「いいから逃にげろリーゼントども！　あれは戦う相手じゃねぇ！」

　紅太の言葉に彼らはたじろぐ。

「ど、どうする、アニキ」

「う、うっせぇ、とにかくニュイヴォルケはおしいけど一度退くぞ」

　リーゼントどももどうやら撤てつ退たいを決めたらしい。

「コロネ！　オレ達も逃げるよっ！」

　オレは一直線にコロネがいる台車の方へと走っていた。

「……びっくりする大きさ。あれ狩かれる人は少なそう」

　コロネの言うとおり、だいたいモンスターなんてのは強さと大きさが比例している。

　それで行くとアイツはとてつもなく危険だ。

　とにかく急いでこの場を離はなれないと……

　オレは全速力でコロネの台車を引き走り出す。

　今回はしっかりと台車に捕つかまってくれているし落とすことはないだろう。

「にしてもよりによってウェイポイント方面から来るとは……奥に逃げるしかねぇのか」

　紅太の言葉通り、リーゼントとモヒカン三人を含ふくむオレたちはこの聖域の奥の方へと向かって走りだしていた。

「でもあの巨きよ体たいでしたら動きはさほど早くは……」

　なんて師匠が言った矢先だった。

　ズシン、ズシンと大地を踏ふみしめながらオレ達を追いかけてくる。

「オイオイオイオイッ！　普ふ通つうにはえぇ！　普通にはえぇ！」

　あのリーゼントが驚おどろきの声を上げていた。

「こ、これ逃げきれる気がしないな、わたしっ！　いっそみんなで戦わないっ!?　一時休戦っていい考えだと思わないっ!?」

「えぇ、ゼロさんっ、私もそう思いますっ、みなさんはいかがでしょう！」

「オ、オレも異議なしかなっ、役に立つかは別として……」

　全員がスピードを緩ゆるめることなく走り続ける。それにだって限界があるんだ。

　何より、もうすでに一番うしろを走るオレには足音が近づきつつあった。

「……かえちゃん、もっとダッシュ」

「こ、コロネ、知ってる？　台車引いて走るのって結構疲つかれるんだよ？」

「……でも全てはかえちゃんにかかっている」

「なんとまぁ無責任な……」

「よっしゃ、楓かえで、ここはプランＡだ！　コロネの台車は俺が引いて」

「それオレが犠ぎ牲せいになるプランだったよね！」

「えぇ、それでいいじゃねぇか？　そうすりゃ、あの事故もなかったことに」

「ならないから！　オレが死んだって起きた出来事はなくならないからっ！」

　何言い出すんだ、バカ紅太め。

「で、でも、本当にこのままじゃ追いつかれちゃうよ？」

　段々と肩かたで息いきをし始めたゼロ。

「こ、コロネ！　念のため聞くぜ、お前の奇き蹟せきは……」

「……モンスターを傷つけられない」

「オーケィ、ノープランだ！　ゼロ、お前が主力だ！　俺と楓、師匠が全力でバックアップしてやんよ！」

「へへ、紅太とのタッグプレイ、嬉うれしい、かも。かえちゃんも師匠もよろしくね？」

「あぁ、頑がん張ばってみるよ！」

「えぇ、お任せください！」

「……ちっ、オイ、俺様たちもやるぜ！　アイツがいたんじゃニュイヴォルケ狩りなんてしてらんねぇよ！」

「了りよう解かいっす、アニキ！」

「よっしゃ！　楓はまずコロネをエリアの端はしまで連れてけ！　全員やられそうになってもコロネさえいればなんとかなるだろうよ。生きてさえいれば！」

「……頑張る」

「よっしゃ、このあたりからエリア７か……いいな！　真ん中の方まで行ったら全員で反転、一気に叩たたくぜ！」

　紅太の言葉に全員が頷うなずく。

　真ん中まで行けばオレ以外全員が反転、攻こう撃げきに転ずる。

　それで虚きよをつけるのならば、もしかするかもしれない。

　何より今回は総勢七人。きっと、なんとかなるはずだ。

　斜しや面めんではなく、平へい坦たんな広がりを見せるこのエリア７。

　その真ん中まであとわずか──

　３、２、１……

「今だっ！　行くぞぉっ！」

『ギャアアアアアアアアス！』

　紅太の言葉と折り重なる咆哮。

　それを機にみんなが反転する。こうしてオレたちは共きよう闘とうを始めた。







「あーなんか魂たましい抜ぬけそう、俺。今抜けてね？　俺の魂抜けてね？」

「ごめん、今そっち見れないや……わたしなんかすっごい頭がくらくらするんだ……」

「龍と目さえ合わなければ恥はずかしくならなかったのですが……」

「っていうか……リーゼントたちどこ行ったの？　コロネ知らない？」

「……スタコラサッサと逃げてたの。そして、今日は働きまくりな私」

　コロネがそうぼやくのも仕方ない。

　突つっ込こんだはいいものの、その巨体からは想像もできないほどのスピードで連続攻撃、あえなく全員やられていた。

　尻しつ尾ぽ振ふり（紅太吹ふっ飛とぶ）[image: →]突とつ進しん（紅太を助けにいったゼロ吹っ飛ぶ）[image: →]頭ず突つき（照れてる間に師し匠しよう吹ふっ飛ぶ）[image: →]尻尾振り（オレ、撃げき沈ちん）てな感じ。

　今はエリアの端はじっこで全員並んで横たわりながらコロネの奇蹟で回復してもらっていた。

「本当に、リオンが来てくれなかったらどうなってたことやら」

『グギャアァアアアアッス！』

　オレの声をかき消す凄まじい咆哮がエリアの中央から聞こえてきて、オレはそちらに視線を移す。

　そこには小さな体で大きな剣けんを携たずさえた一人の少女。

　モンスターの後ろを取って素早く詰つめ寄よるシーン。

「はぁああああっ！」

　ぶんと振り回した大だい剣けんがモンスターの右うしろ足に叩きつけられる。が、固い表皮のせいで刃はが止まる。

「ちっ……やっぱ硬かたいわね、こいつ……」

　一度攻撃するとすぐさま間合いから離れるリオン。

「うぉおお！　やったれ、狼少女ー！　お前が頼たよりだ！」

「リオちゃーん！　もうすぐ手伝いに行くからー！」

「がんばってください！　今のお姿絵にしたいくらいですー！」

「頑張れリオン！」

「アンタらさっさと手伝いなさいよっ！」

　いやホントにね。とはいえ、まだコロネがオーケーを出してくれないんだ。

「まったく、本当に使えない奴やつばっかりなんだからっ！」

『ギャアアアッ！』

　一吠ほえし、一回転するようにして、龍が尻尾しつぽを振り回す。

「はぁああっ！」

　それを読み切っていたリオンは、待ってましたとばかりに尻尾向かって剣を振り下ろした。

　ギンっと音を立て、尻尾が止まった。

　が、次の瞬間には刃のような長い尻尾はリオンの頭上に振り上げられていた。

「噓うそっ、早っ……」

　咄とつ嗟さに大剣を頭上にかざしたリオン。

　それでもお構いなく、力任せに尾おが打ち付けられた。

「ぐぅっ……」

　かと思うとヒュンと再び尻尾が振り上げられ、また打ち付けられる。何度も何度も何度も。まるで太たい鼓こでも叩くみたいにガンガンと。

「くっそ……うざったいわね……」

　苦く悶もんの表情を浮うかべたリオン。

「おいおい、あれやべぇんじゃねぇの？」

「あんなの何度も上から叩きつけられたら……いくらリオちゃんでも……」

　そうゼロが呟つぶやいた矢先、彼女の膝ひざが地に落ちた。

　そしてその場でリオンの方へと向き直った龍りゆう。

「待て待て待てっ！」

　もうコロネの回復を待ってなんかいられなかった。

　オレは一目散に飛び出していた。

　一いつ瞬しゆん、フラッとしたものの、気にしてなんかいられないっ！

『ガァアアアアッ』

　叩きつけられるようなモンスターの雄お叫たけび。眼前に迫せまった口。

「リオンっ！」

　あの日、リオンを助け出したのと同じように再びリオンのことを素早く抱かかえ上げ、その場から走り去る。

「っつぅ……どんな力してんのよ、この龍」

　か細い声で呟いたリオン。

「ごめんっ、遅おそくなった」

「ほんとよ、ばかえで……」

　さっきの振ふり下ろしでリオンは全身を痛めているはず。

　くそっ、なんとかしてコロネの下まで行きたいんだけど……

　やっぱりオレ自身が全快していないようだ……抱えて走るとコケるかも。

　龍の瞳ひとみがオレを捉とらえる。

　これは攻撃に入る前の確認。しっかりオレを見つめている。

　どうするどうするどうする？　頭の中で何度も唱え、必死に脳を回転させる。

「楓っ！　目をとじろぉっ！」

　──っ！

　全身に力を込めたまま、すかさず目を閉じた。

「喰くらえっ！　目め潰つぶし玉じゃああっ！」

『ギャァアアアアッ』

　刺し激げき物ぶつをボールみたいに包んで作られた目潰し玉。

　紅太はそれを投げてくれたらしい。

　目を開き、オレはリオンを背中に担ぎ上げる。

　案の定龍は紅太に目潰し玉を投げつけられていた。

「……今だっ、楓っ！」

　紅太の声。

「ナイス紅太っ！」

　オレは龍が暴れまわるのをよそにみんながいる場所までリオンを運んだ。

「リオちゃんっ、大だい丈じよう夫ぶっ!?」

「楓さんっ。リオンさんは……」

「大丈夫、さっきのオレらと同じだよ」

　それだけ言ってそっとリオンの身体からだを地面の上に横たわらせる。

「コロネ、リオンを……」

「……お任せ。すぐに目を覚ますから」

　いつもは台車に乗っているコロネが今は自分の足で立っていた。

　普ふ段だんは面めん倒どくさがって動かないけれど、こういう時にはちゃんと率先して動き回ってくれる腕うでのいい祈き禱とう師になってくれるから助かる。

　そんなコロネはパンっと手を合わせたかと思うと、そのまま転がったリオンの胸に手を当てる。

　暖かな優しい光がリオンを包む。

　コロネの奇き蹟せき。

　ハイリンクよりも速く、ハイリンクよりも確実に回復する奇蹟。

　とはいえ、リオンが治るまでこのままというわけにはいかないだろう。

　目潰し玉の効力も残り十秒ないはずだ。

　必ず誰だれかが戦わなくてはならない。紅太はどう判断を下すだろう。

「ゼロ、師し匠しよう、動けるか？」

「へへへ、ちょっと痛いけど、少しなら……」

「私も、八割減くらいの力ですが……」

「悪い、それでも時じ間かん稼かせぎをしてもらいてぇ」

「うん、いいよ。紅太のお願いだもん……どんな状じよう況きようだって聞いたげるよ、その代わり帰ったらご褒ほう美びもらうからね」

「じゃあ私もご褒美をぜひいただきましょうかね」

　頷うなずいた二人は踏ふん張ばりながらも目潰しをくらいのたうちまわるモンスターの元へと走っていく。

「わたしの刃はどんなものでも、一刀両断っ……！」

　鋭するどく、そして素早く振るったゼロの太刀たち。納刀状態から放つその一いつ閃せんはゼロが得意とする一いち撃げき。

　それを食らったにもかかわらずあの龍は微び動どうだにしなかった。

　ゼロの力が弱まっているせいもあっただろう。

「全力なら……こんなことには……でも、リオちゃんだって頑がん張ばったんだ！」

　勇ゆう猛もう果か敢かんに突とつ撃げきしたゼロ。何度も太刀を振り回す。

「み、見られて恥ずかしいのと疲ひ労ろうがきついですけど……この麻ま痺ひ矢を打つしか術が……」

「師匠！　気持ちはわかるが恥ずかしがってる場合じゃねぇぜ！」

「が、がんばります……」

　ボウにセットした矢を師匠がもじもじしながら放った。

　その矢はまっすぐに飛ぶ。そして龍の皮ひ膚ふにぶつかり、くるんくるんと回転しながら地に落ちた。

「あぁダメです！　みんなに見られてると思うと恥はずかしくて、狙ねらいが定まりませんっ！」

「帰ったらそのデメリット克こく服ふくしような！　とにかく二人共！　攻こう撃げきよりも避さけることに徹てつするんだ！　その間に策を考える！」

　紅太は苦々しい表情でオレたちから離はなれた位置でモンスターをにらみ続けた。

「くっそぉ、アイツマジでつえぇなぁ……どうすんべ……」

『グァアアアアアッ！』

　怒ど号ごうや咆ほう哮こうで溢あふれかえるエリア７。

「……っつ……」

　不意にリオンが身体を起こした。

「まだ起きちゃダメ。全然治ってないんだから」

　相変わらず手を触ふれさせたままコロネが諭さとす。

「くそっ……あのモンスター、私をこんな目に合わせて……許さないんだからっ……」

「大人しくしてなきゃダメ。じゃないとどんどん治りが遅くなるの」

「でも……アイツが好き勝手暴れてたらみんな逃にげられないじゃない……だからアイツは私が、絶対、ひとりで……！」

　起き上がろうとしたリオンの身体をコロネは優しく抱だきかかえた。

「でも……また傷つきに行くんでしょう？　たった独りで」

「……何よ、一人で悪い？　私は一人で戦って一人で傷つく、もしそれで倒たおれても誰も悲しまない。何かを守るためには孤こ独どくになる必要だってある、そうやって私は一人で戦ってきたの、これまでも、これからも」

「……そういうのなら、わたしは貴方あなたを行かせられないの」

　コロネはゆっくりと地面の上にリオンの身体を横たわらせる。

「貴方が傷つくのが役目というなら、わたしは傷を癒いやすのが役目なの。治す者として傷つきに行く人を行かせられない」

　いつもの雰ふん囲い気きとは違ちがい毅き然ぜんとしたコロネの言葉に、リオンが口をつぐんだ。

「でも、それじゃあ……」

「……勘かん違ちがいなの。わたしは、やられに行く人は止める。でも戦いに行く人は止めない」

「は？　アンタ、何言って……」

　不意にリオンがオレを、正確にはオレの手元を見て目を見開いた。

「ね？　かえちゃん」

　コロネがオレに向かって優しく微笑ほほえむ。

　その笑顔に向かって返す言葉は一つだけだな。

「あぁ、任せて」

　ブンっと剣けんをひと振ふり。

　前こいつを抜ぬいたのはリオンを助けた時だったかな？

「じゃ、じゃあアンタ、やっぱり戦えたのね……」

「……そう、かえちゃんは戦える。龍りゆう人じん化さえしてしまえば」

「龍人化？　って何よ、それ……」

「……人と龍が混じった状態になれるの。特とく徴ちよう、強い」

「アバウトすぎるわよ！　何？　特徴強いって！」

「……ちっちゃい頃ころ、かえちゃん、雪ゆき姫ひめ『ニュウハ』に襲おそわれて帰ってきたの。そうしたら、ね？」

「なぁ。なんか尋じん常じようじゃなく身体能力が上がっててさ、すごい力が出るようになってたんだよ」

　それこそご飯食べようと手に取るだけで食器を壊こわしたりするようなさ。

　そんな力をうまく扱あつかえるわけもなく、セーブしようにも力がみなぎりすぎてセーブできなかった。

「すごい力の反動は当然かえちゃんの身体に強きよう烈れつな負担となって現れる。それはそれは辛つらそうだったの。だからわたし、かえちゃんにスキル『退化』付きのグローブをあげたの」

「それがこちらになります」

　と、オレは自分の手にはめられたグローブを見せる。このスキルが効きすぎてて普段オレは幼児並みの身体能力になっている。

「……たぶん『ニュウハ』の奇蹟でかえちゃんこうなったんじゃないかなー、っていうわたしの予想。この力を使うとかえちゃん、あとで苦しむから使って欲しくないんだけど……」

「今は仕方ないよ、やるしかないんだ」

「うん……」

「はぁ？　アンタたちいくらなんでもそんな話……」

「……信じられなくても真実なの。それ以外にないの。その力でかえちゃんは一度あなたを助けているの」

「っ……」

　コロネの強い口調にリオンは黙だまり込むしかなかった。

「まぁそういうわけだから。サーっと戦ってサーっと終わらせてくるから。ね？」

　それだけ言ってオレはリオンに微笑みかける。

　そんなオレをリオンは訝いぶかしげな表情で見つめていた。

「……本当に、今言ったとおりなんでしょうね？」

「本当のことだよ。信じられないかもしれないけどさ」

　リオンは一度目を伏ふせた。

　かと思うと、すぐにオレの目をまっすぐと見つめてきた。

「……ちゃんと戦ってこなかったら信じないからね」

「あぁ、任せて。全力で戦ってくるから」

「ん……」

　ふと小指だけ立ててオレに差し出す。その指にオレも小指を絡からめて約束。

　そこに紅太がやってきた。

「リオンっ！　お前もう戦えんのか！　お前なら殿しんがりをできるんじゃ……」

「……まともに戦えるだけの余力はまだない」

　リオンの代わりにコロネが答えた。

「くそっ……ゼロと師匠じゃ荷が重すぎるぜ……かと言ってオレがサポートしたところでしゃーねーし……あの図体じゃ持ってきた罠わなも役にたたねぇ」

　苦にが々にがしい表情を浮うかべて石を蹴ける紅太。

　そんな親友の肩かたをオレは叩たたいた。

「紅太、オレがやる。ほら、逃げ足あしは早いからさ、逃げながら時間稼ぎはできるから」

「はっ？　お前今冗じよう談だん言ってる……」

　激げき昂こうした紅太がオレに摑つかみかかろうとして、やめた。

「……お前、本気か？」

「こんな時に冗談言えるのは紅太くらいだよ」

「…………」

　すべてを見み透すかすような目で紅太が睨にらんでくる。

　たまにこんな目を紅太はする。表面じゃなく、奥を見つめるような視線。

　なら、オレは包つつみ隠かくさず見せようと思う。

　紅太になら、明かしてもいいと思う。

「…………」

「…………」

　オレたちは一言も発さずに視線を交差させる。

　それはわずか数秒のこと。しかし長い時間が経ったようにも思えた。




「……わかった。なら少しでいい、時間を稼かせいでくれ、頼たのんだぞ、親友」

　それが紅太の答えだった。







　６狩り目　Ｄ組の挑戦







「時じ間かん稼かせぎか……紅太からの合図があるまで……」




　紅太は言った。

『お前が時間を稼げるのなら、できることがある』

　何も言ってないのによく信じてくれたなぁ。

　そういやいつだったか、紅太は言ってたっけ？

『俺達はさ……親友、だろ？』

　よくもまぁそんな恥ずかしいことを口にできるもんだ。なんて思いつつ、自分の顔が緩ゆるんでいるのがわかった。

　けどそんな親友に一つ噓うそをついちゃったなぁ。オレ、逃げるつもりはないんだよ。

　このエリアに残ったのはオレと龍りゆうだけ。

　すっと顔を上げ、空を見上げるようにして高い位置にある龍の顔を見つめる。

　ああいう長い首を持つ龍は大たい抵てい攻こう撃げきされることの少ない首の部分に厚い表皮を持つことはない。言いい換かえればそこが弱点になる。だからそこを狙ねらえばいいんだけど……

　届くかなぁ、あれ。

　その辺の木々よりもでかい全長。ゾウのような太い身体からだ、足。

　あいつから見たらオレなんてありんこみたいに見えるんだろうね。首に攻こう撃げきするにはちょっと時間がかかりそうだ。

「ま、やるしかないよね」

　一度、小さく息を吐はいて心を落ち着ける。

　さぁ、行くぞ──狩りの時間だ。




　覚かく悟ごを決めて、オレは自分のグローブに手をかけた。

「まず、ひとつ……」

　右手のグローブを外す。

　ヒュウッと吹ふき抜けた風。

　ひんやりとして鋭するどい風。




「そしてふたつ……」

　左手のグローブを外した瞬しゆん間かん、オレの体に駆かけ巡めぐる熱。

　風はオレの体を冷まそうと、血はオレの身体をたぎらせようと駆け巡る。

　高鳴る胸、鳴動する筋肉、駆け巡る血液。

　今すぐ暴れろと、今すぐ弾はじけろと、内から鼓こ動どうし始める。




　オレだけが出来る特とく殊しゆ能力。

　オレだけが使える禁じ手。




　それが──龍人化。




「よっしゃあ！　いくぞっ！　モンスターっ！」

『ギャアアアアアアアアッ！』

　反はん響きようする咆ほう哮こう。

　叩きつけられるような音おん響きようを全身で突つき破やぶるようにオレは龍の元へと駆け寄よった。

　どうやって小さなオレがアイツの首に攻撃するか。それはもう考えついていた。

　こういう体重のありそうな奴やつは足を集中的に攻撃してやるといい。

　実際、過去に小型モンスターの群れと大型モンスターが戦っているのを採集課題中にこっそりと見物したことがある。

　あの時、小型モンスターは足を狙い、バランスを崩くずすようになったところで首に攻撃を仕し掛かけていた。

　つまり、オレも同じことをすればいい。

　いつもよりも遥はるかに軽い身体をまっすぐ突とつ撃げきさせていく。

　追い風が吹けばその風に乗ってさらに加速できてしまいそうな、そんな感覚にすら陥おちいってしまう。

　身を翻ひるがえした龍の姿。

　横一文字に振ふるわれる尾おという刃やいば。こいつのメイン攻撃の一つがこれかな？

　その迅じん速そくな攻撃に、その異常なまでに長いリーチに、オレたちは為なすすべなく切きり伏せられた。

　けれど一度見た今なら……

「よっ、と！」

　それをオレはしゃがみこむことで回かい避ひする。

　風切り音とともにオレの頭上を通り過ぎた。

　龍人化し反応も、身体を動かすスピードも上がった今なら、目で見てからでも相手の攻撃を避さけることができる。

　オレは再び足に力を込めると砲ほう弾だんのように一いつ瞬しゆんで龍へと駆け寄る。

　丸太みたいに太い左足──そこにっ！

　ギンッギンッ！　と甲かん高だかい音が耳に届く。

　体のサイズがでかい分、皮ひ膚ふも厚いんだな。

『ギャアアアッ！』

　咆哮と共に足元にいたオレへと龍がサイドステップでも踏ふむかのように体当たり。

「っ！」

　すぐさま頭を下げ身体をかがめて地面ギリギリを滑すべるようにしながら足の間をくぐり抜ぬけ反対側へと抜けていく。

　頭上をかすめながら奴の土手っ腹が空を叩く。

　あれはたぶん、いや確実に一いち撃げきで意識が刈かり取とられる！　要注意。

　反対側へと立ったオレは目の前にあった右うしろ足に斬きりかかった。

　出来て五発。良くて七発。悪くて三発。

　流れるように両の手に握にぎった二本の刃を振り回す。

　ゴツイ表皮にぶつかるたびに流れる金属音。キンキンキンキン、リズムよく打ち鳴らす。まるで打楽器奏者にでもなった気分だ。

　不意にズンズンと揺ゆれ出す大地。

　龍が足あし踏ぶみしながらオレの方へと向き直ろうとしているため。当然右うしろ足はオレから遠ざかっていく。

　リーチの差で負けているオレがここで距きよ離りを取られるわけにはいかない。

　超ちよう接近戦をこなす双そう剣けん使いなら、常に敵の体にまとわりつかなくてはならない。それも危険な正面ではなく背後か側面に。

　だからこうやって攻撃を集中させている右うしろ足と距離ができればそれを追いかけ、前のめりになりながら剣を突き立たてる。

　その攻撃を基点とし二、三回切りつける頃ころにはまた足が遠ざかり、それをまた同じように追いかける。

　そんなパターン作業を何度も繰くり返かえす。

　くるくるとその場を回る龍とそれを追いかけるオレの牙きば。

　まるでダンスでも踊おどるみたいにくるくると。

　けれどそのワンパターンが唐とう突とつに崩された。

　大きく一歩離はなれた龍の足。当然オレはそれを追いかけ、突っ込こみながら攻撃を繰り出だした。

　その次が問題だった。

　龍はその巨きよ体たいを大きく揺らし、オレが狙った右うしろ足だけが高々と掲かかげられていた。

　今までになかったパターン。空を斬るオレの剣。

「ぬぉ！　ヤバっ！」

　勢い余ったオレの体は奴の足の下へと潜もぐり込んでいた。

　オレの全身を黒い影かげが覆おおった。

　容よう赦しやなく落とされるそのでかい足を目視することなく、オレは重心を龍の体の外へと傾かたむけ転がりながらその影から飛び出た。

　直後、今までとは比べ物にならないくらいに大地がその体を震ふるわせた。

「そんなの喰くらうわけが……うぉ！」

　サイドステップで体当たりをかましてくる、その可能性は考こう慮りよしていた。だからもしそうされてもまた滑りこんで躱かわす自信があった。

『グアァアアゥ！』

　けれどモンスターの繰り出した攻撃はその長い首を側面に回しての嚙かみ付き。

　頭になかった攻撃にオレの頭が一瞬停止する。

「それは待ってっ！」

　気づけば大口開いたその顎あごはオレの体を包んでいた。

「ぬあっ！　マジか！」

　立ち上がろうとした直後、容赦なく閉じられた口。オレの胸から膝ひざ下したまでをすっぽり覆いながら。

　アーマーごと咥くわえられたオレの身体が容易に持ち上げられてしまう。

　牙がアーマーで食い止められたものの、凄すさまじい圧力のせいかなんか痛い。

「あたたたたたっ！　牙きば刺ささる牙刺さる！」

　遠くなった地面、近くなった空。

『グルルルルッ……！』

　唸うなり声ごえをあげながら首を振る。

　上も下もわからなくなるくらいにぐわんぐわん。揺れる揺れる。

「ぬぅーわー、目が回る、なんか気持ち悪くなってきた……」

　平へい衡こう感かん覚かくも何もかもわからなくなっていく。

　しかもなんか振り回す勢いが増してるような、凄まじいスピード感。新感覚。

「うっ……」

　気持ち悪くなって思わず右手で口を覆う。そのせいでついつい右手に握っていた剣を落としてしまった。

「あ……剣、落としちゃった……くそ、これさっさと脱だつ出しゆつしないと吐く……」

　唯ゆい一いつ自由だった左手、握っていた剣を逆手に持ち振り上げる。

「首が弱点なんだよなっ……！」

　思い切り、その長い首向かって剣を刺さし込んだ。

　案の定、表皮に弾はじかれることもなく、ズズッと剣が刺さるのがわかった。

『ギャアアアアアアアアアアアアッ！』

「あ」

　空を割らんばかりの咆哮にオレの身体が放り出される。

　完全に自由落下。なんか股こ間かんのあたりがヒュンって、今ヒュンって。

　遠ざかる空。近づく地面。

「ぬぉおおお──っと！」

　地面に着地すると同時に膝ひざをバネのように縮めて衝しよう撃げきを吸収しきる。

「うぅ、気持ち悪っ……でも、落とした剣の近くに落ちたのはラッキーか……」

　なんか若干目が回っている気もするけど、オレは素早く剣を拾い再び二本の剣を構えて、のたうち回っているモンスターへと駆け出した。

『ガァアアアアッ！』

　軽く首を後ろに振ってから嚙み付こうと牙を剝むき大きな口が襲おそい来る。

　オレはそれをぴょんと飛び上がることで回避する。鋭い牙がオレの足元を通過した。

　着地点はこいつの長い首。ちょうど後頭部の下あたり。あんな不安定な丸い首に着地なんてできるわけがない。だから……

　力いっぱい剣を振りかざし、頭の下さっきとは違ちがう場所に剣を突き立てた。

「よっと」

　案の定ズブズブと突き刺さる刃。そこにぶらさがるオレ。

『ギャアアアアゥ！』

　その痛みに耐たえ切れずモンスターはあたりかまわず首を振り回した。

「あぁあああ、飛ばされてたまるかぁあああ!?」

　ブンブンと振り回されるオレの体。

　それを耐えしのぎながらもう片方の手で首元を手当たり次第斬きりつける。

　ザシュッ、ザシュッと鮮せん血けつが舞まう。

『ガァアアッ！　ギャァアアアッ！』

　大地を踏み鳴ならし、振り子このように何度も何度も頭を振る。

　そんなに暴れまわられては突き立てた剣が抜けるのもすぐのことだった。

「うぉお!?」

　すっぽりと剣が抜け、オレの体が放り出される。

　当のモンスターは痛みのせいか空を見上げながら高らかに甲高い鳴き声を響ひびかせていた。

　うまくいったみたいだな。

　オレは空中でなんとか体勢を立て直し、うまく地面に着地する。

　ズザザなんて音を立てながら地面の上を滑った。

　そして間かん髪ぱついれず、再び全力突撃。

「結構ダメージは与あたえられたはず、次っ！」

　狙ねらいは最初何度も何度も連撃を加えたうしろ足。

　あそこの表皮を叩たたき割ることができれば、狩しゆ猟りようが一気に楽になる。何度もあんなアクロバティックな攻こう撃げきが成功するわけもないしさ。

　一目散に駆かけ込んでいくと、再び前のめりになりながら両の剣を突つき出した。

「うらぁああっ！」

　ギン──切っ先が表皮に突き立って、弾かれる──メキメキッ──オレの体勢が大きく崩くずれる。

　何度も執しつ拗ように叩き続けた一いつ箇か所。あんなに硬かたかった表皮が崩れ落ちて大きなくぼみが生まれた。

「よっしゃぁ！　ミッション達……あっ」

『ガァアアアアアアッ』

　グルンっとモンスターが身を捻ひねったのに気づく。

　そのまま横よこ薙なぎに身体からだを振ふるうつもりか。一回転するみたいに。

　なんとか避けなくちゃいけない。

　けれど、崩れた体勢から避けきるのは不可能。

　これは────喰らうっ！




「させっるかぁああああああッ！」




　唐突に響いた。

　今となっては聞きなれた狼おおかみの声。

　横から襲いかかってきた尻尾しつぽ。それがオレの背後から飛び出してきた大きな黒い塊かたまりに力強く打ち付けられて静止した。

『ギャアアッス！』

　ドスンドスンとたじろぐ龍りゆう。




「ったく、何がひとりで大だい丈じよう夫ぶよ、バカエデ」




　身みの丈たけよりも大きな大だい剣けんを肩かたに担ぎ、灰色の防具に身を包んだポニーテールの小こ柄がらな少女。

「い、いや！　一応打開策はあったから！　ピンチじゃなかったから！」

「ほんとバカ……ったく、アンタだって傷ついてるんじゃないの……」

「っ……」

　あれ？　なんかリオンの表情が妙みように優しいというかなんというか……

　思わず言葉に詰まってしまう。

「でも、安心して。今度は私たちの番だから」

『グルルルルルッ』

　喉のどを鳴らすモンスター。その視線はリオンの背に注がれている。

「リオン、うしろっ！」

「大丈夫、私の出番はまだだから」

　リオンの言葉の直後、モンスターの側面に紅太とゼロの姿。

「まずバカがターゲットを取られるように攻撃をしかけるわ」




「うぉらああああああっ！　俺様の楓かえでをよくもぉおおおおおおおおっ！」

「やっぱり紅太はかえちゃんのことが……」

　紅太は振り上げた戦せん斧ふを容赦なく、モンスターの右うしろ足に振り下ろした。

　それはオレが表皮を破は壊かいした箇か所しよ。

『ギッ！』という短い悲鳴。

　すかさずゼロもその刀で同じところを斬きりつける。

「かえちゃんの努力！　存分に活かすからねっ！」

「一いち撃げきで済むと思うなぁあああっ！　これは傷ついた楓を見て傷ついた俺様の心の傷の分だぁあああっ！」

　すっごいツッコミたくなるセリフを吐はきつつ、紅太は再び戦斧を振り下ろす。




「あのバカが攻撃される瞬しゆん間かんが、半はん裸らの出番」

『ガアアアアゥッ！』

　怒いかり任せに体をひねり尻尾を振るおうとしたモンスター。

「師し匠しようっ！　任せたっ！」

　紅太の合図とほぼ同時、茂しげみの中からバスンッという音と共に一本の矢が駆ける。

　その矢はわずかに放物線を描えがきながらやはりモンスターの右後ろ足。顕あらわになった赤黒い皮ひ膚ふへと突き刺さった。

　直後、激しい炸さく裂れつ音。閃せん光こうがまたたきオレンジ色の爆ばく炎えんが奴やつの足を覆おおった。

「やりましたっ！　あとは頼たのみます、皆みなさんっ！」




「半裸の爆ばく発はつ矢でアイツはバランスを崩して倒たおれる。そうしたらゼロの出番」

『グギャァアアアアアアアッ！』

　けたたましい悲鳴と地鳴り。

　あの巨きよ体たいが紅太たちの前で横になり、地面の上でのたうちまわっている。

　そんなモンスターの尻尾の近くでゼロは納刀したまま身構えていた。

　柄つかにかけられた手。グッと身体を沈しずめ全身から殺気を放つ。

　ドスンドスンとのたうち回っていたモンスターが体を起こそうと身をねじった。




「アイツの攻撃でバランスを崩して前のめりになれば、私が仕上げ。まったくジクムントのバカなんて言われてるのに、本当に言ったとおりになってるのがシャクだわ」

　そんなことを言いながらリオンはオレの顔をまじまじと見つめる。

「アンタ、動けそう？」

　動けるかどうかか、まだなんとか行けるかな？

「たぶん、平気」

「そう、なら……」

　不意に立ち上がりオレの二歩前に歩み出るリオン。

「ほんと、シャクだけど……たぶん、私の力だけじゃ足りない……だから、アンタの力を貸して。二人で行くわよ」

　それだけ言ってリオンは一切こちらを向かない。今どんな顔をしているんだろう。そんなことを考えてしまう。あのリオンが力を貸して……か。

　それをオレが断れるわけがない。

「……あぁ、もちろんだよ。パートナー、だもんな」

「ふん、ヘマしたらぶっとばすから」

　リオンがグッと大剣を振りかぶった。

　それはあの日カルヒェンを倒したのと同じ構え。

　相棒がそう言うんだ、ならオレは寝ねている場合じゃないよな。

「っつ……」

　ちょっと反動がきつい、剣を杖つえがわりにしてないと立つのもきつい。

『ガァアアアアアアアアッ！』

　けたたましい咆ほう哮こう。

　それと共に起き上がったモンスターの背後。尻尾の前でゼロは笑った。

「両断のゼロっ、行きますッ！」

　ヒュンっと目に止まらない速さで刃はが下から上へと振り上げられていた。オレの目に映ったのはゼロが剣を掲かかげているシーンのみ。

　けれどズズンっと落ちた尻尾が地面を揺ゆらしたことで、ゼロが断ち切ったのだとやっと悟さとれた。

『グギャアアアアアアアッス！』

　立ち上がったばかりだったモンスターは尻尾を失いつんのめるように前方に、リオンの方に倒れ込んでいた。

「いけぇ！　狼少女！　そのまま首にぶち込んでやれっ！」

　紅太の声。それでトドメになるはずだった。

　が、モンスターは踏ふみとどまった。

　バランスを崩しつつも、リオンの間合いに入ることなく体勢を立て直した。

「なっ……」

　ゼロか、紅太か、どちらかが思わず声を上げていた。

　それでも、リオンは動じない。

　ひたすらに力を込めながら、ただ龍を見み据すえていた。

　その横を、オレは倒れるように駆け抜ぬけた。燃えるように痛む全身を砲ほう弾だんのようにして、前へ前へ前へ。

　狙うのはただ一箇所。オレが壊こわし、師匠が狙ったあのうしろ足の傷。

　あそこへ剣を突き立たてれば──

　──あそこに、一撃っ！　この剣をっ！




「「──喰くらえっ！」」




　折り重なるように響ひびいたオレとリオンの声。

　ズズっと手に走る肉を裂さく感かん触しよく。

　雪ゆき姫ひめの牙きばが龍の足を喰いちぎり、その巨体を横よこ倒だおしにするとほぼ同時、狼の牙が力強く振り下ろされた。

　容よう赦しやなく、慈じ悲ひもなく、力任せに、倒れ込んだおかげで届くようになった首元へと炸裂する一撃。




『グォオオオオオオオオオンッ！』

「いよっしゃぁああああああっ！」




　静かな鉱山に響き渡わたる断だん末まつ魔まの鳴き声と歓かん声せい。

　それを聞きながらグローブを付け直す。







[image: ]







　オレの身体からだは地面へと崩くずれていった。







　エピローグ







「すーすー……」

「……むにゃ」

　傍かたわらから聞こえた二つの寝ね息いき。

「……ん？」

　目を覚ます。

　薄うす暗ぐらいダンボールハウスの中。

　見なれた狭せまい部屋が視界いっぱいに飛び込んできた。

　あれ？　オレなんで寝て……ん？

「んっ……」

「むにゃ……」

「ぬぉぉおお！　なんでお前らっつう……いったぁ……！」

　体中いたいっ！

　ってそうか、オレ、龍りゆう人じん化して……あそこで寝て……

　あぁ、それで今起きたのか。

　結構長いこと龍人化してたからな、傷もあったし、果たして何日寝ていたんだろう？

　まぁそれよりもだ……

「ねぇ、なんで、人のうちで寝てんの。しかも重なりながら」

　この狭い部屋で重なるようにして寝ている少女二人。

　リオンの上でコロネが寝ているというよくわからない状じよう況きよう。

「……うるっさいわねぇ……なによ、まだ寝かせなさいよ」

「……徹てつ夜やで看病してたの。眠ねむいの」

　キッと睨にらんでくる少女二人。

「そ、そうでしたか。ありがとうございました」

　これは下手に反論したら殺られる。

　ただでさえ身体動かないんだから大人しくしておこう。

「って！　なんでアンタが私の上で寝てんのよっ！」

「……柔やわらかいから」

「理由になってないわよ！　どっちかっていうとアンタ下でしょう！　脂し肪ぼう的にも！」

「……あ、今のはワタシ怒おこってもいい」

「なによ、まったく運動しないアンタが私より瘦やせてるとでも？」

「……大食漢のくせに」

「それは防具のせいよ！」

「……ふーん」

「なにがふーんよ！　うざったい！　もやしっ子がいい度胸じゃない！」

　リオンが自分の上に乗っていたコロネを持ち上げる。

「……怪かい力りきですね」

「ぶん投げる」

「待って！　喧けん嘩かは外でやって！」

「原因はアンタでしょう！　だいたいなんでアンタあんな強いのに隠かくしてんのよ！　ふざけてんでしょ！」

「いやぁ隠してたっていうか、別に言う必要もないかなぁ、みたいな。それにほら実は戦えるんだーとか言ったら狩しゆ猟りよう課題に駆かり出されそうだし、オレ採集したいのに」

「そんな理由なら思わせぶりな態度取ってるんじゃないわよ！　初めからそう言いなさいよっ！」

「ちょ！　だから暴れないでって……いっつ……！」

「え？　何？　もしかしてまだどこか痛めてんの？」

「んーまだ全身やばいみたいだ、筋肉痛……」

「……は？　筋肉痛？」

「そう、筋肉痛」

　オレの言葉にリオンが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「はぁあああ!?　こんだけ心配させといて筋肉痛!?」

「いやたしかにただの筋肉痛ではあるけど、三日寝ても治らない筋肉痛って経験したことないでしょう!?　あの時全開で力使っちゃったから三週間は続くんだからね！」

「マジで筋肉痛なの!?　このぐーたら祈き禱とう師が涙なみだ目になって心配してるから何事かと思ったのに！　ふざけんなっ！」

　振ふり上げられた拳こぶし。

「ぎゃぁああ！　暴力反対っ！　暴力反対っ！」

　容赦なく振り下ろされるかと思ったら、それはすんなりと下ろされた。

「ったく……心配して損したわ」

「……かえちゃん、毎回すごい筋肉痛で辛つらそうだから心配で心配で」

「なによ筋肉痛くらい、バッカみたい」

「……筋肉痛の辛さもわからないの？　さすが野生児」

「ちょっとアンタ、完全に私に喧嘩売ってるでしょう？」

「ま、まぁまぁ落ち着こう、二人共、な？」

「元はといえばアンタが紛まぎらわしいからっ！」

「おまっ、けが人に手をあげぎゃぁああああああっ！」

　思いっきりリオンに蹴けり飛ばされて外に転げでる。

　筋肉痛がぁああああああっ！

　ゴロンゴロン、と芝生しばふの上でのたうちまわるオレ。

　けど、それもしばらくしたらマシになってきた。

　空は変わらず真っ青で、ちらほら白い雲が気持ちよさそうに浮うかんでいるだけ。

　そんなオレの視界に突とつ然ぜん黒い影かげが二つ差し込んだ。

「騒そう々ぞうしいなぁ、楓かえでさんや」

「賑にぎやかとも言いますね」

「はは、たしかにね」

　差し出された手を握にぎってオレは上半身を起こして芝生の上に座る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お身体は」

「三日くらい寝ね込んでたぜ？」

　三日か……それで痛みとは別のダルさが全身にあるわけか。

「まぁなんとか、かなり痛むけど」

「ボロボロになりながらも立ち向かう楓さん、ご立派でした」

「ほんとだぜ、引き付け役を買って出たときは正気を疑ったぜ？　ま、やる時はやるって信じてたけどよ」

　そう言って快活な笑みを浮かべる紅太。

「けど、あそこでお前が時じ間かん稼かせぎしてくれたおかげで全員の回復が出来た。ありがとう」

　かと思うとふと真ま面じ目めな顔をしてそんなことを言う。なんだか恥はずかしい。

「オレの方こそ、来てくれてありがとう、助かったよ」

「おう！　親友のピンチには駆けつけねぇとな！　いやぁ、マジで俺たちってやるときゃやるよな！」

「お？　どうした突然」

　にこやかになった紅太がバシバシとオレの肩かたを叩たたいてきた。

　痛いっす。普ふ通つうに痛いっす。

「だってよ、あのモンスターを撃げき退たいした立役者だぜ？　俺たち。楓が採集課題で培つちかった知識を活かしてモンスターの弱点を言い当てる！　それを聞いて俺が作戦を立てる！　まぁ実際作戦っつーには穴だらけだったが、それにしてもあの素晴らしいチームワーク！　いやぁこれからが楽しみだぜ！」

　すっかり舞まい上がってるな、紅太のやつ。

「それはそうと、紅太。あのあとってどうなったの？」

「ん？　あぁ、結局あのモンスター『装そう龍りゆう──アースラング』っていうらしいんだけどな？」

　あぁあの龍はそういう名前だったのか。なんだ、見たことない奴やつだから新種だと思ってたんだけど……残念だ。

「アイツのせいでみんなハイリンク使い切ってたし、なんかリーゼントどもカッコつけてた癖くせに普通に逃にげててな、両チーム仲良く失敗しちまったよ」

「なっ！　マジで!?　じゃあ今回の件は……」

「あぁそれなら心配するな、きっちり」

「私が謝ったのよ」

　不意にオレの家から出てきたリオンがそう告げた。

「え？　リオンが謝った？」

　あのリオンが？　マジで？

「そうよ、なにその顔、私が謝っちゃ悪い？　また蹴るわよ」

「いえ滅めつ相そうもありません！　ただちょっと驚おどろいたっていうか……」

「ふん、ただちょっと私も悪いところあったかなって思っただけよ」

　そう言ってリオンがそっぽ向く。なんかちょっと頰ほおが赤い。

「で、それの影えい響きようか、逃げ出した負い目か、リーゼントどもがウチに謝罪に来てな」

「なんと……オレが寝てる間にそんなことが……」

「悪かったっていうから、まぁ俺も思うところがあってな……」

　そうか、たしかに和解できるならそれが一番だ。

　オレも一度謝りに言った方がいいのかな……わざとじゃないけどチューしちゃったし。

　いやでもあれはお互たがい忘れるって……

「リーゼントのヌードだけで勘かん弁べんしてやった」

「いやぁ、もう二度と描かきたくありません……」

「なら描かなかったらよかったのにっ！　っていうか今のはこっちも謝る流れっ！」

「いやぁなんか結構ノリ気でさ」

「うそだ！　っていうかどうしてそうなったのか知りたいっ！」

「あーなんか量産してばらまくとか絶対するなよ？　ってニヤニヤしながら言ってたわね」

「……実はドＭえむリーゼント」

　なんだろう、和解できてないようでしっくり収まったってこと？

　ま、まぁとにかくひと騒そう動どう終わったのならよしとしようか。

「…………」

　なにやらリオンがオレの顔を見つめていた。

「え？　オレの顔、何かついてる？」

「別に……その、なんていうか……」

「うん？」

「あ、アンタの言うとおりだったわ……私が一人で傷つく必要なんてなかった」

　オレが時間稼ぎをする前にリオンに言った言葉。よかった、ちゃんと届いたらしい。

「で、もっ！　だからってアンタだって傷つく必要もないのよ！　バカっ！　ったく、自信満々だったから余よ裕ゆうで勝つのかと思ったら自分だってピンチになってんじゃない！」

「ご、ごめん、ちょっと想像より強かったというかなんというか……」

　しどろもどろになるオレをリオンがじっと見つめてくる。

「な、何か？」

「ほんと抜ぬけてるし、頼たよりないし、筋肉痛だし……アンタ一人じゃまた傷つくだけだから、これからずっと、どこ行くのもついて行ってあげる。ごねたって無む駄だよ。私はアンタのパートナーなんだもん、それに……」




　一呼吸おいてからリオンはオレの前に膝ひざをついた。




「狼おおかみは狙ねらった獲え物ものを逃がさないのよ？」




　そう言って、彼女は優しく微笑ほほえんだ。







　あとがき







　お久しぶりの方はお久しぶりです。初めましての方は初めまして、[image: 柊]ひいらぎ晴せい空くうと申します。

　まずはこの「冒ぼう険けん者しや養よう成せい学がつ校こうＤ組ぐみの挑ちよう戦せん」を手に取って頂きありがとうございます！

　だいたい二年ぶりくらいの新刊と相成りました。正直なところ、かなり緊きん張ちようしています。

　思えばこの『Ｄ組』はいろいろ試し行こう錯さく誤ごしながら書いたように思います。

　読んでいて笑える話しにしたいという思いがあったので、まずは自分の頰ほおを緩ゆるませようと頑がん張ばってみました。

　きっとこれを書いているときの僕は気持ち悪かったと思いますよ。

　深夜にモニターの明かりに照らされながらにやけた顔でキーボードをカタカタカタカタ、軽くホラーですよ。人には絶対お見せできません。




　さて、このあとがき、まさかの十ページというページ数をいただいてしまい何を書こうかと思し案あんした結果、本編のどこかに入れようと思って忘れていたお風ふ呂ろの話をこのあとがきのあとに書いてみましたので、もしお暇ひまでしたら読んでみていただけたらと思います。




　それでは、最後になりますが、この本もたくさんの方にお世話になりながら形にすることができました。

　まず担当のＮさん。どうも内容をガッツリ重くしがちな僕の作品をここまでライトにできたのはＮさんのおかげです。何度もリテイクありがとうございました。これからも是ぜ非ひともよろしくお願いします。

　また、めちゃくちゃ可愛かわいいイラストを描えがいてくださった桜さくら沢ざわいづみさん。みんなすごく可愛くてイラストを見て悶もだえました！　特にコロネがお気に入りだったりします。本当にありがとうございます。

　そして、最後になってしまいましたが、この本を手に取ってくださったみなさまへ。

　楽しんでいただけましたでしょうか。登場人物たちのようにバカ騒さわぎできる友達がいたらいいなと思っていただけたのなら幸いです。

　それではまたお会いできることを祈いのって、ありがとうございました！
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　Ｄ組課題日誌──お風呂騒乱







「ねぇ、ダンボール組ってお風呂どうしてるわけ？」




「んぁ？　風呂がどうしたって？」と、紅こう太た。

「だからお風呂よ。Ａ組の時は自室にもバスルーム付いてたし、寮りように大浴場もあったけど、ここではどうしてるのよ。まさか入ってないわけじゃないでしょう？」

「ったりめぇだろ。毎日、風呂には入ってるぜ、翌日に疲つかれを残さねぇのも優ゆう秀しゆうなハンターの基本じゃねぇか。へへっ」

　なんて紅太はにやっと笑ってみせる。

「いや、紅太。残念だけど紅太は優秀では……」

「こらバカエデ！　そんなツッコミはいらん！　つーかお前には言われたくねぇ！」

　ごもっともです。

「あぁもう、うざったい。あんたらと話してると脱だつ線せんするわね。私はお風呂、どうしてるのかって聞いてんのよ」

「それでしたらちゃんとありますよ？」

　相変わらず半はん裸らの師し匠しようは眩まぶしいばかりの笑顔。っていうか、焚たき火びの前とはいえ、この季節まだ寒いと思うんだけど……まぁ年中半裸だし大だい丈じよう夫ぶか。

「あるならどこにあるのか教えなさい。課題で汗あせかいて気持ち悪いのよ」

　リオンは眉まゆをひそめながら、ボタンを止めていないせいで開いてしまっている制服の胸元をパタパタと仰あおいだ。

　そんなリオンをポーッと眺ながめるオレと紅太、師匠。

「あっ！　ちょ、あんまこっち見るんじゃないわよ！」

　恥はずかしそうにリオンは胸元を抑おさえたけど……

　なんだろう、そうじゃないんだ……なんかちょっと足りないっていうか……

　なんてどう言えばいいのか悩なやんでいるとぼそりと紅太が呟つぶやいた。

『いっちょ前に勘かん違ちがいしてらっしゃるぜ、楓かえでよ』

『そこは黙だまっておいてあげるべきだと思うよ？　ねぇ師匠』

『そうですね、それが一番でしょう』

　結論、温かい目で見守る。

「な、なによ！　アンタたちのその目は！」

　なにと言われても答えられるわけがない。

「コロネ！　まだお風呂入ってねぇんだろ？　リオンと行ってこいよ！」

「そうだね！　ゼロ、今日もコロネをよろしくね！」

　お風呂すら動かないコロネはゼロに手伝ってもらってお風呂に入っている。もはや介かい護ごのレベル。

「うん、わかったよ！　それじゃあ行こっか、コロちゃん」

「……あい」

　ゼロはそれでも嫌いやな顔かおせず連れてってくれるんだからいい子だよなぁ。

「ちょっと！　答えなさいよ！　楓！」

「ほら、リオンも早くついてかないと置いてかれるよ？」

「っ……上がったら答えなさいよねっ！」

　とだけ言ってリオンはスタスタとゼロたちについて行くのだった。

「行っちゃいましたね」と、師匠がポツリ。

「まぁ、オレたちはのんびりしてようよ」

　たまには男だけってのもいいと思うし。

「そうですね。休息というのも大事です」

　なんてすでに休きゆう憩けいモードに入ったオレと師匠。

　けれど、この男だけはまったく違ちがうことを考えていた。

「おい、楓、師匠。それ本気で言ってんのか？」

「へ？　ど、どうしたの？　紅太」

「この状じよう況きようでやることなんて決まってんだろうが……」

　そう言って紅太は引ひき締しまった表情で立ち上がったのだった。




　まず説明すると、寮すらないＤ組にそもそもお風呂はない。

　ないなら作ればいいがＤ組のモットーなので、当然お風呂も作った。それがこの街の外がい壁へき沿いに置かれた大きな箱。通つう称しよう、大箱風呂だ。

　側面は耐たい熱ねつ性に優れた木材、底は鉱石を用いて装そう飾しよく科のクラスメイトが腕うでによりをかけて作った特性お風呂。一度に三人は入れるくらいに大きく、意外と深い。

　この大きな箱に水を入れ、下で火を炊たきお湯を沸わかす仕組みになっている。ちなみに水は昼間のうちに当番が川から汲くんでくるようになっている。

　ちゃんとダンボールと木材で囲いもあるので見られる心配もない仕様。

『意外とリオンがごねると思ったんだがな、ちゃんと中にいるらしいぜ』

　囲いからほど近い茂しげみに身を潜ひそめた紅太がそう小声で呟いた。オレと師匠も同じように隠かくれている。

『どうしてオレまでこんなことを……』

『まぁまぁ楓さん、紅太さんの言うとおり、こういうことをするのも男の友情なんですよ』

『そういうこった。ぶっちゃけ中に興味はねぇけど、こういう悪わる巧だくみってみんなでするのわくわくしねぇか？』

　なんてやたら眩しい笑顔で言われると断ろうにも断れない。なにより、オレもそう思ってしまうわけで……

「ったく……Ｄ組はこんなもの作ってる暇ひまがあったら課題行きなさいよ、まったく」

　囲いの向こうからリオンのそんな声が聞こえてきた。

「あはは、でもわたしはこのお風呂好きだよ？　露ろ天てん風ぶ呂ろみたいで気持ちいいし」

「……極楽ごくらく、ぶくぶくぶく」

「狭せまいんだからあんま動かないでよね！　もう、なんで私がこんな奴やつらと……」

　どうやら上手うまい具合に三人で入れたらしい。

『っていうか、紅太、マジで覗のぞくの？』

　正直気乗りしないんだけど。

『ったりめぇだろ、作戦は簡単、名づけて肩かた車ぐるま作戦だっ！』

『肩車作戦？』

『まず師匠が土台になり俺を肩車、そして俺の上に楓を肩車する。師匠は最初見えないがこれを順番でローテーションすることによって覗けるという作戦だ』

『いやいやいや！　さすがにそれは無理がっていうか絶対バレ……』

『それで行きましょう！』

『マジで!?』

『話がわかるぜ。師匠、それじゃあ早速……』

　立ち上がったオレの股また下したに頭を突つっ込こんで紅太がオレを肩車した。一気に持ち上げるんだから力はあるよな。そして次に紅太の股下に師匠が頭を突っ込み肩車した。オレの視界がグイっと上がる。が、土台が安定しないのか、フラフラフラ。

「ちょっ！　こわっ！　怖こわい、これっ！　覗く余よ裕ゆうなんてないよ、これ！」

「バカエデ！　声でけぇよっ！」

「こ、これ予想以上に重くて……キツイですっ……！」

「かえちゃんっ！　紅太っ、なんでそこにいるの！」

「なっ！　なにやってんのよっ！　アンタたち！」

「……ぶくぶくぶくぶく」

「ほらバレたじゃねぇか！　ってうぉ!?」

　一度大きくオレたちの身体からだが揺ゆれた。

「すいません、もう、持たないですっ！」

「「ぬあぁああああっ！」」

「「きゃぁああああっ！」」

　いろんな叫さけびが真っ暗な中に響ひびき渡わたり、続いてバキバキという柵さくの壊こわれる音、そしてしぶきが舞まい上がった。ゴボゴボゴボ、熱めのお湯が耳に入った。無我夢中で近場のモノ、多分風ふ呂ろ桶おけ──にしては柔やわらかい、なんかふにっとしてるね──を摑つかんで這はい上がった。

「ぶはぁっ！　死ぬかと思ったよ！」

「死ぬのはあんたよ」

「ふへ？」

　おや？　今隣となりで地じ獄ごくの門が開くようなそんな音が聞こえたような気がする。

　恐おそる恐る目を向けるとそこにはやたら笑顔なリオンさん。そんな彼女の胸元に伸のびたオレの手。終わった。すべてが終わった。

「こ、これは風呂桶だと思って！」

「っ！　ふっざけんなぁあああっ！」

　強きよう烈れつなアッパーでオレの身体がリングアウトした。

「楓がやられたっ！　ずらかるぞ、師……もう逃にげてやがるっ！　なら俺も……っ！」

「紅太、わたしならいつだって見せてあげるのに、もう……素直じゃないんだから」

　タオル一枚で身体を隠したゼロが紅太の首根っこを摑んでいた。

「ち、ちがっ、俺は別に見たかったわけじゃねぇ、ただお約束はやっておかねぇとと思っただけで……ぶっちゃけお前らの裸なんて微み塵じんも興味は……」

「もう、ここまで来ておいてそんな言い訳しても無む駄だだよ！　さぁ紅太も服を脱ぬいで……」

「なぜだっ！　ちょっ、マジでそういうつもりじゃ……」

「いいからいいから」

「いいやぁああああ、すいませんでしたぁああああああ！」




　後日、師匠がリオンの手によってそれはそれはひどい目にあったことは言うまでもない。


〈完〉
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